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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第三十七話　続　ｋｉｓｓ　３







　眼前の少女はきょとんとしていた。


　対する少年は泡あわを食っていた。実際に泡を食べているわけではなく、感情の起き伏ふくも極力心の中に押し込めている。なるべく驚おどろいたところは見せないように、そしてなにごともなかったかのようにしなければならない。そうしないと、命が危ないのだ。


　式しき森もり和かず樹きは平静さを装うと、すぐに声をかけた。


「や、やあ夕ゆう菜な」


「……やあ？」


　宮みや間ま夕菜は首を傾かしげた。


「いきなりどうしたんですか」


「どうしたって……あ、挨あい拶さつだよ」


「これから帰るだけなのに、なんで挨拶なんです」


　もっともであった。学校で顔を合わせているし、夕菜はたまたま買い物をするために別行動を取ったのである。なのに今日はじめて会いましたみたいなことを言っては、怪け訝げんに思われるのも当然だ。


　和樹は背中に汗あせをかいた。


「いやでもほら、挨拶って大事じゃないか。人間としての生きる基本っていうか、礼れい儀ぎというか……」


「大事なのは分かりますけど、おかしなこと言うんですね」


「僕がおかしいのはいつものことだから」


「いつもって……」


「いつだって挙動不ふ審しんだから、今もきっとおかしいんだよ」


　自分でもよく分からない会話になってくる。なにが悲しくて、ここまで自分を卑ひ下げしなければならないのか。


　夕菜は「自じ虐ぎやくはほどほどにしてください。みっともないです」と言っている。まったくだと思うが、とにかくこの話題がどこかに行ってくれと願っていた。


　彼女は和樹から隣の山やま瀬せ千ち早はやに視線を動かした。


「山瀬さん？」


「うん……」


「和樹さんと一いつ緒しよだったんですか」


「たまたま、ね」


「そうですか」


「宮間さんは、その、一緒じゃなかったんだ？」


「はい？」


　首を傾げる夕菜。


「式森君と……」


「ええ、スーパー寄ってきましたから」


　彼女はビニール袋ぶくろをちょっと上げて見せた。中には白菜やらネギやらが詰つまっている。


　五人分なので食材は結構な量になっている。栗くり丘おか舞まい穂ほや神かみ城しろ凜りんも買い物に付き合っており、三人とも両手に荷物を持っていた。


　夕菜はまだ気づいていないようだ。むしろ千早の方がどこか動どう揺ようしているように感じられる。それでも和樹よりは遥はるかにマシだが。


　夕菜は「二人とも変ですね」というような顔をしているが、それ以上の不信感は抱いだいていない模様。できるだけそのままでいて欲しいと和樹は思っていた。


　なにしろ彼は、千早にキスされてしまったのだ。


　といっても唇くちびると唇が触ふれあうものではない。ほっぺにちゅっとされたのだ。驚いたが、冷静になってみると幼よう稚ち園えん児じでもやりそうなことである。セーフと言えなくもない。


　だが、こんなことでもバレたらまずいのだ。夕菜に知られたらただではすまない。烈れつ火かの如ごとく怒いかり、周囲を破は壊かいするだろう。一番被ひ害がいを被こうむるのはもちろん和樹だ。ましてキスなんてのは、わりと言い訳がきかない所行である。


　幸いにも夕菜は目もく撃げきをしていなかったらしい。ここはごまかす一手である。


「かっ、帰るんだよね」


「そうですけど」


　夕菜は咎とがめるような言い方をした。


「あ、もしかしたら和樹さん、これからどこかに遊びに行こうとしたんじゃないですよね。カラオケとか」


「そ、そんなことないよ。僕歌が下へ手たじゃん」


「今日は早めにご飯にするんですから、帰らないと駄だ目めですよ」


　微び妙みように勘かん違ちがいをしてくれた。とりあえず助かっている。


　千早は少しずつ距きよ離りを取っていた。


「あ、えーと。あたしはこのへんで……」


　ぎこちなく手を振ふる。


「じゃあまた明日あした」


「あら山瀬さん、もう帰っちゃうんですか？」


　夕菜が言う。


「うん、部屋の掃そう除じをしようと思って」


「どうせならうちで食べていきませんか？　人数多い方が楽しいですし」


「えっ、悪いよ」


「遠えん慮りよしないでください。材料、多めに買いすぎちゃったんです」


　屈くつ託たくがない。怒りにかられていないときの夕菜は、とんでもない美少女なのだ。


　珍めずらしいことに千早は目をきょろきょろさせている。決断が早い彼女にしては、迷っているみたいだ。


「いいの？」


「ええ、今日はロールキャベツにしようとしたんですけど……お鍋なべにします。大勢で食べた方が楽しいですから」


　夕菜の台詞せりふは本心である。彼女は「みんなでなにかする」ことが大好きだった。


　千早はしばらくきょろきょろした後、一いつ瞬しゆんだけ息を止めて言った。


「分かった。ありがと。じゃあお邪じや魔まするね」


　どことなく決意が固い。夕菜はにこにこしていた。


　五人で帰宅することになった。この中で一番緊きん張ちようしているのは和樹である。元よりたいして気が強い方ではなく、この状じよう況きようはどこかの戦場と同じだと思っていた。


　対照的に女の子たちは平然としている。夕菜はある意味当たり前だが、千早も度胸が据すわっており、さっきまでの動揺を微み塵じんも感じさせなかった。「女の子って強い」と心の中で呟つぶやく和樹。


　と、袖そで口ぐちがくいくい引っ張られた。


（ねー、和樹君）


　舞穂であった。相変わらず楽しそうにしている。しかし、何な故ぜか小声。


「なに？」


　小こ柄がらな彼女は、歩きながら精せい一いつ杯ぱい伸のびをした。


（千早さんとちゅーしてなかった？）


「え!?」


　つい声が出てしまい、夕菜がこっちを向いた。


「どうしたんですか？」


「い、いや……その……靴くつの中に小石が入って」


　引きつった笑みを浮うかべながら、和樹は右足の靴を脱ぬいだ。大げさに振る。


「ほ、ほら。入っていた。あー痛い痛い」


「なにも落ちてこないような……」


「これから出てくるんだって、ほら、ほら」


　何度も靴を振った。夕菜は凜や千早とともに、不思議そうな顔をしている。和樹は片足で立ちながら、


「先に行っててくれないかな。石を取ったらすぐに追いつくから」


「はあ……いいですけど。早く来てくださいね」


「もちろん。さ、行って行って」


　夕菜と凜と千早は歩いていった。彼は急いで靴を履はくと向き直る。


「舞穂ちゃん、なにをいきなり……！」


　小柄な少女は目をしばたたかせている。


「ちゅーしてたよね？」


「いやそれは……」


「してたでしょ」


　ではない。千早の唇が、頰ほおに触れたのだ。彼としては「僕の故意じゃないんだよ」と付け加えたいところである。


　舞穂は大きな目をくりくりさせている。


「なんで？」


「いや、なんでって……」


　こっちが訊ききたいくらいである。なんでこんな目に遭あっているのか。なんでキスのてんこ盛りになったのか。というか、この少女はなんでこんなことを言い出したのか。


「舞穂ちゃん……見てたの？」


「うん」


　彼女はにかっとした。


「舞穂がね、最初に和樹君のこと見つけたの。そしたら千早さんがちゅって」


　背を伸ばして口づけをする仕草。千早を真ま似ねていた。


「えーと、じゃあ」


「夕菜さんや凜さんは見てないよ」


　怒ってないのだからそうだろう。確認できて、とりあえず安心する。


「あのね、舞穂ちゃん。あれはなんていうか……」


「ねー、千早さんとだけなの？」


「え？」


「だから、千早さんとだけちゅーしたの？」


　和樹は戸と惑まどった。


「いやそれは……。あー……」


「にゃー、他の人ともしたんだ」


　どういうわけか、舞穂は嬉うれしそうになった。


「誰だれ、誰ー？」


「誰って……」


「凜さん？」


「そんなことないよ」


「じゃあ玖く里り子こさんだ」


　舞穂はぴょんぴょん跳とび上がっていた。恐おそるべき勘かんの良さだ。


「玖里子さんとちゅーしたんだ。すごーい」


「凄すごくないよ……」


　降って湧わいたような災さい厄やく、とまでは言いすぎだが、少なくとも突とつ然ぜんだったことは確か。


　だが舞穂にとって、そんなことはどうでもいいらしい。妙みように楽しそうだ。


「ねえねえ、次は舞穂として」


「……はい？」


「だから、舞穂として欲しいの」


「なに……を？」


「ちゅー」


　和樹はひっくり返りそうになった。どうしていきなり、そんなことを。


　舞穂は真顔だった。もっともこの娘この真顔は喜び顔に近く、どことなく遊ぶ寸前の子供に似ている。真ま面じ目めに遊びたいといった様相だ。


　だが今は遊びではなく、キスである。


「なっ、なんで、そんな」


「にゃー、玖里子さんや千早さんとしたなら、舞穂としてもいいでしょ」


「いいのかなあ……」


「いいの。だからちゅーするの」


　舞穂は抱きついてきた。背が低いので、抱きつくというよりはしがみつくと表現する方が正しい。


「あのね、あのね」


　和樹は慌あわてて引きはがす。
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「そういうのは早いから」


「早くないよ」


「早いの。舞穂ちゃんには早い」


「……むー」


　頰を膨ふくらませている。可か愛わいいのだが、これはかなり不満があるときのサインでもある。これが出るとあまり良くないことが起こる。


　それでも和樹は必死に食い下がる。


「だってほら、舞穂ちゃんもそういうことはとっておきたいでしょ」


「別に和樹君とならいい」


「それじゃ駄目だって。もっと同い年の男の子とかさ」


「和樹君がいいの」


　言い切る舞穂。よく見ると、目にじんわりと涙なみだを浮かべている。


「和樹君がいいの、和樹君がいいの」


「駄目だってば」


「う……」


　涙で一いつ杯ぱいになった瞳ひとみで、舞穂が和樹を見つめた。


「うわーん!!」


　そして泣き出す。


「まっ、舞穂ちゃん」


「和樹君がちゅーしてくれないよお」


「ちょっと、そんな大きな声で……」


「舞穂も和樹君とちゅーしたいよお。そのあとで××××や××××して、大きくなった×××××を」


「駄目だって！」


　エロワードを叫さけび出す舞穂。和樹はおろおろしっぱなしだった。


「……ちょっと式森君、なにしてるの？」


　いつの間にか、千早が戻もどってきていた。いつまでたっても追いつかないものだから、業ごうを煮にやしたのだろう。


「小石取るのにそんなに時間がかかるの？」


　和樹はとっさに舞穂の口を塞ふさいだ。それから愛想笑いを浮かべる。


「な……なかなか手強い石でさ。ようやく取れたんだ」


「宮間さんや神城さんも待ってるよ」


「すぐ行くよ」


　舞穂は和樹の手の中で「むがむが」と騒さわいでいる。なんとか逃のがれようとしていた。


「ぷは……ねー千早さん、和樹君とちゅー……」


　慌ててもう一度口を塞ぐ。今度は逃にげられないようにしっかりと抱かかえ込んだ。


　千早が顔をしかめる。


「式森君、女の子にそんなことしちゃ駄目だよ。舞穂ちゃんは小っちゃいんだから」


「いや、うん、分かっているんだけど」


「早く行こう」


「行く行く」


　和樹は千早に気づかれないよう、舞穂に囁ささやいた。


（黙だまっててね）


（やだ。喋しやべる）


（なんで！）


（千早さんとはちゅーしたのに、舞穂にはしてくれないから）


　大きい目が、非難するような色を帯びていた。


（だって……）


（だってじゃないもん。舞穂もして欲しいんだもん）


（……分かった）


（してくれるの？）


（……そのうちね）


「千早さーん！　夕菜さーん！　凜さーん！」


　いきなり手を振ふり払はらって叫ぶ舞穂。和樹は急いで口を塞ぐと、振り返った三人に向かい、目で「先に行ってて」と合図をした。


（なんてことするの！）


（してくれないとまた叫ぶ。レイピストって叫ぶ）


（なんでそんな単語を知って……だからそのうちするって）


（そのうちじゃやだ）


（じゃあ……近いうち）


　和樹は渋しぶ々しぶ約束をした。舞穂はにこりとして「わーい」とか言っている。


　謀はかられたと思いつつ、彼女を離はなす。舞穂は子犬みたいに夕菜と凜の許もとへ走っていった。


「舞穂ちゃん、にこにこしてどうしたんですか？」


「にゃー、いいことがあったの」


「和樹さんになにか買ってもらうんですか？」


「そんな感じ」


　舞穂は今にも飛び跳はねそうだった。夕菜も嬉しそうに聞いている。千早は「式森君、子供の扱あつかい方が上手だね」などと言っていた。


　そうでもないんだけどね。僕がいいようにやられているんだけどね。和樹は心の中で、そんなことを呟つぶやいていた。





　　　　○





　家に到とう着ちやく。千早は外観を興味深そうに眺ながめていた。ただし感想は「大きくていいね」とわりと一いつ般ぱん的。


　彼女は声を小さくした。


「ねえ式森君、ここに女の子たちと住んでいるんだよね」


「うん……？」


「平気なの？」


「慣れたけど」


「うーん、そういうことじゃなくて。ほら、やっぱり男の子と女の子が一つ屋根の下じゃない。だから……」


　和樹はきょとんとした。


「一つだけど、別になにもないよ」


　不思議そうにする千早。


「……そうなの？」


「なにもないなあ」


　怒いかり狂くるった夕菜が自分を半殺しにすることなら、始終ある。


　千早は信じられないような様子だったが、それ以上は訊いてこなかった。ただ「ほっとした……」とだけ呟いていた。


　風かぜ椿つばき玖里子はすでに帰宅していた。和樹の方が先に出たはずなのだが、小石だなんだとやっているうちに、追い抜ぬかれてしまったようだ。


　玖里子は千早を歓かん迎げいしてくれた。


「どうぞ、中へ」


　先に入った凜がスリッパを出してくれた。客人には礼を尽つくすべきというのが、剣けん豪ごう少女のポリシーである。


「おや、今日はなに？」


　スーパーのビニール袋ぶくろを覗のぞき込んだ玖里子が言う。


「鍋なべです。メニュー変えちゃいました。みんなで楽しく食べられますから」


　夕菜は台所に向かい、制服の上からエプロンをつけた。


「あ、宮間さん。あたしも手伝う」


　と千早。玖里子も続いて、


「あたしもやるから」


「では私も」


「凜さんはいいです」


　夕菜はにこやかな顔のまま、凜を押しとどめた。


　鍋物なのでそれほど難しいことはない。基本的には切った食材を入れて食べるだけである。ただしこの家にはポータブルコンロが二つあるので、かに鍋と鶏とり肉にく鍋の二つをすることになった。


　鍋にはだし汁じるを張る。鶏肉は挽ひき肉にくにショウガと塩こしょうで味つけをし、団子にして入れるところがわりと凝こってはいる。


　凜は手伝いたそうに、台所周りをうろうろしていた。彼女は時々料理への欲よくを見せる。夕菜は「テーブルの用意をしてください」とは言うものの、調理には絶対加わらせなかった。一度だけ、ジャガイモの皮を剝むいてもらおうとしたら、何故か電子レンジが火を噴ふいたことがあるのだ。


　男はこういうとき役に立たない。料理好きな女の子がいればなおさらだ。和樹は座っているだけだった。


　千早もいるので、リビングにテーブルを出し、座って食べることになった。フローリングの部分にはクッションが敷しかれる。


　和樹の隣となりには舞穂が着席していた。料理が得意なので普ふ段だんなら夕菜を手伝うのだが、今晩はなにもしていなかった。にこにこしながら和樹を見ている。


「ちゅーしてくれるんだよね？」


「……うん」


「すぐして」


「それはちょっと」


　犯罪のにおいがするではないか。


　舞穂の頰がふくれていく。また機き嫌げんが悪くなりつつあった。


「するって言った」


「言ったけど、あれは言葉の弾はずみというもので」


「絶対してもらうから」


　恐おそろしい宣言である。どことなく、自分が死し刑けいを言い渡わたされた被ひ告こく人にんに思えてきた。


「用意できましたー」


　夕菜と玖里子が鍋を持ってくる。千早は箸はしと器の用意をし、凜はうろうろする役。


「もう煮てありますから、どんどん食べちゃってくださいね」


　ポータブルガスコンロ二つに鍋が載のせられ、火が点つけられる。全員席についていただきます。


　しばらくは談笑しながらの食事となった。


　和樹の隣は舞穂と玖里子だった。正面が夕菜で、斜ななめ右が千早、斜め左が凜。こういう外からの客が来たときは決まった席順というのはなく、自由に着席する。逆に朝食をとるときなどは各おの々おの自分の椅い子すに座っていた。ただしこれもなんとなく座る場所が決まっただけで、力関係が働いているわけではない。


　皆若いので、食べるのが速いし量も多い。箸が次から次へと伸のび、さらに野菜と肉が鍋に入れられる。煮えるとすぐに取り出されていた。


　千早はその様子を、興味深げに見ていた。


「……式森君、この家って、いつもこんな感じなの？」


「え？」


　和樹は箸をくわえながら返事。千早は言い換かえた。


「楽しそうだから」


「いつもこうですよ」


　そう言ったのは和樹ではなく夕菜だった。


「みんなで揃そろって食事するから、楽しいです」


「へえ……」


「あー、寮りようはバラバラで食べることが多いからねえ」


　と玖里子。彼女はコーラをぐびぐび飲んでいる。


「ま、あれだけの人数がいればバラバラになるのは仕方ないけど、家庭的な雰ふん囲い気きからは遠いわよね。味もどうしたって大ざっぱなものになっちゃうし」


「あれはあれで、おいしくて楽しいものです」


　これは凜。彼女はさっきから、野菜ばかり食べていた。


「寮生活は協調性と社会性を学ぶいい機会です。本格的に社会に出る前の予習にもなるでしょう」


「……どうも凜は、ものごとを堅かた苦くるしく捉える癖くせがあるわよね。単にみんなといて楽しい、くらいでいいじゃない」


　玖里子は鍋から肉団子を取り出しては凜の器に入れていた。


「しかし高校生ですから、楽しいだけではなく生活も勉強の一部と考えるべきで……玖里子さん、私のところに肉ばかり入れないでください」


「食べなさいよ」


「さっき食べました。鶏肉はそれほど好きではないのです」


「もっと。大きくならないわよ」


「食べたからといって背が伸びるとは限らないのです」


「なんか試したみたいな口ぶりね」


「……やれることは全すべて試しました」


「ありゃま。ちっちゃいって大変ね。じゃあもっと食べて横に育ちましょう」


「からかわないでください！」


　凜が顔を赤くする。その様子を見て、夕菜がくすくす笑っている。


　剣豪少女はちらっと和樹を眺めた。


「式森、お前もあまり食べていないようだが」


「食べてるつもりだけど」


　実はあまり食が進まなかった。いつもの半分ほどだろうか。


「和樹さん、食べなきゃ駄だ目めですよ」


　夕菜が注意する。もっともいつも彼女は「カルシウムを取ってください」と牛乳を渡そうとするし、勉強のことでは「予習してください」と参考書を渡したりする。


　分かったとうなずくが、箸は鍋の上をふらふらしたままだ。夕菜が眉まゆを顰ひそめる。


「……和樹さん、なにか気になることでもあるんですか？」


「なんで？」


「ちらちら舞穂ちゃんの方を見ています」


　鋭するどい。確かに気になって、食事に集中できなかったのだ。


「なにか舞穂ちゃんに言いたいことでも」


「……いや、別に」


「にゃー、そんなことないよー」


　舞穂は白菜を頰張ったまま喋しやべった。


「和樹君とはこのあといいことするから」


「あら、遊ぶんですか」


「うん」


「いいですね。山瀬さんもいますし、どうせならみんなで遊びましょうか」


　夕菜が言った。事情を知っている人間が聞けば、脳天気とも取れる台詞せりふだ。みんなでキスするなんて、どんな光景なんだろうと和樹は心の中で呟く。


　どんどん気が重くなっていく和樹。その身体からだを、そっと玖里子が突つついた。


「……あんた、舞穂ちゃんとなんかしたんじゃない？」


「してませんよ」


　とりあえずそう返事。


　玖里子はしばらく食事を続けたが、今度は小声で訊きいてくる。


（なにしたのよ）


（だから舞穂ちゃんとはなにもしてませんってば）


（……ははん、これからされるのね。じゃあ……）


　彼女は一いつ瞬しゆんだけ視線を動かす。


（千早となにかしたのね？　キス？）


（違ちが……います）


　今の台詞が噓うそだということは、幼児にだって分かるだろう。


　玖里子の表情に変化はないが、心中まではうかがい知れない。表面上は冷静である。


（あんた、なんで千早とまでキスするわけ？）


（してませんってば。その……ほっぺたにされただけで）


（あー、分かった。そこを舞穂ちゃんに見られたのね）


　深く納得する玖里子。事実なのでまるで反論ができない。


（千早もやるわね。そんな積極的だったんだ。知ってた？）


（知りませんよ！　だいたいその……玖里子さんだって）


（あたしがなに？）


（その……二回も）


（ここでもしようか？）


　危うく箸を落としそうになる和樹。彼女は真顔だが、そんなことしたら夕菜が怒いかり狂くるう。


（嫌いやです！）


（あたしのことが嫌きらいなの？）


（そうじゃなくてですね……ええっと、僕の気持ちとかですね）


　しどろもどろになった。正確に言うと事態の進行についていけないのだが、そのことをはっきり伝えられない。これだけ一いつ緒しよにいるのに、どこか女慣れしていないところがあった。


（あたしの気持ちは無視して、舞穂ちゃんの願いはかなえるわけ？）


（意地悪言わないでくださいよ）


（夕菜ちゃんにバラそっかなー）


（やめてください！）


　当の夕菜がこっちを向いた。


「なんですか？」


「いや、なんでもない」


「わたしの話、していませんでした？」


　さすがの直感力だ。絶対に聞こえないように会話をしていたのだが。


　和樹はなんとかごまかそうとしたが、思いつかなかった。とっさに出てきそうになったのが「靴くつに小石が入った」という台詞だったが、それはさっきやった。


「ゲームのことよ」


　ここで言ったのは玖里子だった。


「せっかく千早が来たんだから、みんなでゲームでもしようかって話」


「いいですね」


　にこりとする夕菜。玖里子の噓を信じていた。この手の腹芸は玖里子の得意技で、和樹は遠く及およばない。


「でも夕菜ちゃんあまり強くないじゃない。だからハンディはどうかって」


「そんなことしなくていいです」


　彼女は断った。夕菜はゲームをしないわけではないのだが、対人ものになると一いつ貫かんして弱い。これは人生ゲームのような双六すごろく形式でも同じで、どのような理由かサイコロが小さい数字ばかり出たり、「一回休み」みたいなマスに何度も止まったりする。


「みんなでやりましょう。わたしもいつまでも負けませんから」


　ガッツポーズをとったりしていた。話がそれ、和樹はほっとする。


　鍋の最後はうどんか雑ぞう炊すい。かに鍋にはご飯が入れられ、もう片方にはうどんが入れられた。


　しばらく煮に込こみ、卵を落としてから夕菜が全員の分を取り分けた。彼女はこういうところがマメだ。


　おたまでよそいながら隣となりを向く。


「山瀬さん、まだ時間大だい丈じよう夫ぶですよね」


「平気だけど」


　千早は壁かべに掛かけてある時計を眺ながめた。


「門限までなら、いいかな」


「なんなら今日は泊とまっていきませんか」


「えっ、それは……。外がい泊はく許可も取ってないし」


　葵あおい学園の寮は、週末なら外泊が可能になっている。その代わり平日の外泊にうるさい。無断で泊まったり門限を破ることが続くと保護者に連れん絡らくが行き、内申書が悪くなって受験や就職に響ひびく。


「それなら、わたしから連絡しておきます。紅あか尉い先生に頼たのめば大丈夫ですから」


　養護教きよう諭ゆの紅尉晴はる明あきは、葵学園内に隠いん然ぜんたる力を持っていると言われている。実際、無理な願いを聞いてくれることもあった。


　千早は「じゃあ……」と言った。夕菜はさっそく電話をかけにいく。


　ちょうど食事が終わったところだったので、そのまま後片付けとなった。これは全員でおこなう。テーブルが片付けられる。


「ゲームしましょう」


　夕菜が一番嬉うれしそうだ。玖里子がクッションをはたきつつ、


「格ゲーにする？」


「ああいうの、玖里子さんが一番強いじゃないですか」


「舞穂ちゃんもわりと強いわよ」


「にゃー、いいよ」


　舞穂は諸もろ手てを挙げて賛成。ただし凜が渋しぶい顔。


「私はちょっと……」


「ああそっか。じゃあ別なのにしよう」


　剣けん豪ごう少女はコンシューマーやパソコンのゲームをまったくやらない。ファミリーゲームを付き合いでやるくらいだ。


　ファミリーゲームと言っても、麻雀マージヤンではない。玖里子は古ぼけたゲーム箱を引っ張り出す。人間を模した棒をコマにして、ルーレットを回して進ませるゲームである。止まったマスでお金のやりとりをする。


「これならみんな知ってるからいいでしょ」


　異議はない。こういうときは、どうしても最大公約数的なものになりがちだ。


「にゃーにゃー、もっと別なこともしようよー」


　こう言ったのは舞穂だった。


「なによ、他のゲームがいいの？」


「違ちがうー。んとね、ゲームで負けた人が、罰ばつゲームするの」


「ややこしいわね」


　玖里子は箱を開けながら訊く。


「どんなこと？」


「ビリの人は、一位の人の言うことをなんでも聞かなきゃならないの。どう？」


「あたしはいいけど」


　例によって玖里子はすぐに賛成。彼女はどんなゲームも強いので、負ける事態をほとんど想定していないのだろう。


「夕菜さんは？」


「いいですけど」


「凜さんはー？」


「構わないが、あまりいかがわしいことは駄だ目めだぞ」


　凜は念を押すように告げた。舞穂の性格はみんなが知っている。


　千早も賛成。そうなると和樹が反対するわけにはいかなくなった。彼は運要素が入るとゲームだろうとなんだろうと弱くなるので、本音はやめたいくらいである。


「じゃ、やろっか」


　玖里子が準備を整えた。各々、色いろ違ちがいのコマを取る。スタート地点に置かれて、ゲームがはじまった。


　ルーレットが順番に回されて、コマが進んでいく。和樹はすぐに最下位になった。


「あんた、相変わらず弱いわね」


　玖里子が呆あきれる。彼女はトップだった。


「こういうのって運ですから」


「こないだもビリじゃなかったっけ」


「なんででしょうね」


　どこかで幸運を吸い取られているとしか思えなかった。あるいは運を司つかさどる女神が、仕事をさぼっているのだろう。


「こういうの、あたしもあんまり強くないんだ」


　と言ったのは千早。ビリから二番目だった。


「妹は強いんだけどね」


「テニス強いのに」


「どっちかというと、身体からだ動かす方が得意かな」


　和樹の言葉に応こたえながら、ルーレットを回す。数字は一。ひとマスしか進めない。


　続いて和樹が回す。二。千早のコマと同じ場所になった。


「……山瀬さん、和樹さんと同じ所ですね」


　と夕菜。


「うん。羨うらやましい？」


「羨ましいです」


「宮間さん正直だね。交こう換かんしよっか」


「そうしたらわたしが最下位に落ちちゃいます」


　彼女は玖里子の次、二番手だった。まだ序じよ盤ばんなので、十分逆転は可能。


　このゲームは職業を得て給料をもらうことになるのだが、和樹はここでも運のなさを発揮して一番低い収入だった。最高額は玖里子と舞穂である。


「やるたびに思うけど、あんたの展開はなにかを暗示してるみたいね」


　玖里子が妙みような感心をする。


「変なこと言わないでください。現実もこうだとは限りませんよ」


「きっとこうよ。昨今の就職事情を見ているようだわ。不ふ況きようって怖こわいわね」


「ゲームの中にまで持ち込まないでください」


　不ふ吉きつにもほどがある。


「このままだとあんたが最下位ね」


「逆転しますから」


　また自分の番が来た。ルーレットを回す。一。


「…………」


「呪のろわれているんじゃない？」


　反論できないところが悲しい。


　ゲームは中盤から終盤に入る。トップ争いはデッドヒートし、玖里子と夕菜、そこに舞穂まで加わっていた。和樹は蚊か帳やの外もいいところで、最下位を独走。


　終盤に近付き、ルーレット勝負となった。ここで最後のマスに止め、所持金を賭かけて勝負をすることができる。勝てば大金が転がり込む。そしてこのゲームは、金が多い人間が勝つ。


　順番と現在の所持金額から換かん算さんすると、トップは夕菜と玖里子、舞穂に絞しぼられていた。


「まずわたしの番ですね」


　夕菜が気合いを入れだした。


「魔ま法ほう使っちゃ駄目よ」


「玖里子さんこそ、ルーレットを動かさないでくださいね」


「にゃー、舞穂がやるー」


「それはもっと駄目です」


　魔法で不正をおこなおうとすれば、いくらでもできた。だがここは、いかさまなしでやらないと女がすたる。


　夕菜がルーレットを回す。玖里子と舞穂も待ちかねたように回した。


　勝利を収めたのは。


「にゃー、やったー」


　舞穂であった。文字通りぴょんぴょん跳とび上がっている。僅きん差さで玖里子が二位。


「あーん、負けちゃいました」


　夕菜はしょんぼりしている。肝かん心じんなところでの勝負弱さが出た。


　そして最下位は、やはり和樹であった。


「やっぱり僕か……」


　こうなってみると、逃のがれられない運命だと思った方が精神の安定にもよさそうな気がする。


「じゃあ、舞穂が和樹君に命令するね。言うこと聞かなきゃ駄目だよ」


「いいよ。なに？」


「えーっとね……キス！」


　舞穂は息を吸い、そう告げた。
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「ええええええっ」


　式しき森もり和かず樹きは何度も「え」を繰くり返した。それはそうだ。いきなり「キスをして欲しい」と言われたのである。しかもこんな、皆がいる前で。


　栗くり丘おか舞まい穂ほはくりくりした目を輝かがやかせていた。


「うん。和樹君にキスして欲しいー」


　両手を上げてばたばたさせている。いつもなら可愛らしい仕草としてほほえましく思うが、今は悪あく魔まが羽ばたいているように感じられた。


「な……なんで……」


「ゲームに勝ったもん。勝った人は、一番負けた人になに言ってもいいんだもん」


　舞穂は若干頰を膨ふくらませながら言う。


「だからキスして」


　屈くつ託たくのない笑顔だ。裏表のない感情の表れなのだと思われるが、内容がとんでもない。


　彼女が決めたルールで彼女が勝つ。ケチをつけられるいわれはないだろうが、ハメられた気がするのも確かだ。なにしろ和樹はゲームに弱い。こうなることはある意味当たり前であった。


　舞穂は嬉うれしそうに目を閉じると、顎あごを突つき出してきた。これは唇くちびるにしろというサイン。


　和樹は動どう揺ようしていた。ほんの少し顔を動かせば、舞穂と唇が重なる。だがしかし、こんな小さい子にキスをするのは犯罪な気がする。実じつ年ねん齢れいは中学生だが、外見はどう見ても幼児なのだ。


　だがそんなことより気になるのは、このシーンで腹を立てる人間がいるということである。


「舞穂ちゃん！」


　宮みや間ま夕ゆう菜なは、和樹の予想通りの反応をしていた。


「なななななななんですかキスってそそそそそそんなことしていいと思っているんですか」


「むー、夕菜さんが邪じや魔ました」


　舞穂は目を開けて文句を言った。


「邪魔じゃありません！　どうして和樹さんとキスなんて……！」


「いいんだもん」


　当然のように言い放つ舞穂。


「舞穂が勝ったから、和樹君とちゅーするの。もう決まったの」


「決まってません！」


　夕菜は誰だれが見ても激げつ昂こうしていた。もとより和樹のことになると急速に沸ふつ点てんが低くなる少女である。しかもキスとなれば、怒いかりに我を忘れるのが当然だった。


「なんで舞穂ちゃんが和樹さんとキスなんですか！」


「だって勝ったから」


「そうじゃなくて、どうしてキスなんか欲しがるんですか。他のものでいいでしょう。お菓か子しとか、本とか」


「今お腹なかいっぱいだし、本はいつも読んでるし」


「じゃあ我が慢まんしてください」


「やだ」


　つん、としている。自分の欲よく望ぼうに忠実な少女ではあるが、今日は妙みように頑がん固こでもあった。


「とにかく、和樹さんとは駄だ目めなんです！」


「駄目じゃないもん」


「駄目ったら駄目です。未来の妻であるわたしをさしおいて、そんなこと……」


「未来の奥さんは舞穂だもん。和樹君は夕菜さんと結けつ婚こんするけど、一週間で離り婚こんするって決まってるんだもん」


「なんですかそれは！」


　夕菜の血圧がさらに上がる。ヤカンのお湯が、何度もふきこぼれているみたいであった。


「離婚なんて！……その前に結婚するところだけは認めてもいいですけど」


「あー、夕菜さんずるいー」


「ずるくありません。離婚するためには結婚しなきゃ駄目なんです」


　妙に筋の通った説であった。


　まだ夕菜は爆ばく発はつしていない。本気になると場所がどこだろうと魔ま法ほうを使って廃はい墟きよに変える。ただこれは冷静というより、タイミングを計っているように見えた。


　そして舞穂は、幼い子に特有の空気の読めなさを発揮していた。


「じゃあ、舞穂が先にキスする。あとで夕菜さんがすればいいの」


「そういうことじゃないですっ！」


「でも舞穂が先にキスしていいことになってるもん」


「だから、勝手に決めないでください」


「むー、舞穂が和樹君とキスするの。でないと遅おくれちゃうから」


「……遅れるってなんですか？」


「だって和樹君はさっき……」


「わあ！」


　和樹は急いで舞穂の口を塞ふさいだ。そしてこれ以上喋しやべらせないように、自分の声を被かぶせようとした。


「ま、舞穂ちゃん、そういうことはね、まだ早いから」


「むぐ……」


「キスなんて、ほら、そうそうするもんじゃないから。できれば一生しなくたって誰も困らないじゃないか。あはははは」


　自分で自分の言ってることが疑問であった。困る困らないを持ち出すこと自体が間ま違ちがっている。だが身を守るためにはどんな理り屈くつでも必要であった。


「むぐむぐ……だって和樹君、ち……」


　千ち早はやさん、と言おうとしたのを察し、手に力を込めて舞穂の口が動かないようにする。


「ち……血だよね、キスしたら血が出ることだってあるから危険なんだよ。唇と唇がくっついたら、皮ひ膚ふが剝はがれちゃうこともあるっていうから。大変なんだよ。雑誌で読んだ」


　もちろん口から出任せである。経験がなくても、「そんなことはないだろう」と思わせる理論である。


　横目で山やま瀬せ千早を眺ながめる。彼女は頰をうっすらと赤くして、下を向いていた。ほっぺたに触ふれた程度ではあったが、あれもキスには違ちがいない。唇同士でなかったのが、不幸中の幸い、なのだろうか。


　舞穂はむぐむぐ言っていたが、やがて静かになった。ただし、目は恨うらめしそうに和樹を見ている。


　ゆっくりと手を離はなす。舞穂は不満そうだった。


「……和樹君とキスしたい」


「いや……」


「舞穂勝ったもん」


「そうだけど……」


「キスされるのが嫌いやだったら、みんな勝てばよかったんだもん。夕菜さんが弱いのがいけないんだ」


「なに言ってるんですか」


　夕菜は憮ぶ然ぜんとしながら反論していた。


「和樹さんのキスがかかっているのなら、もっと真しん剣けんにやりました」


「じゃあ真剣にやるの」


　と舞穂。


「もう一度やろう」


「なにをですか」


「ゲーム」


　舞穂は両手をぱたぱたさせながら、それでも真剣に主張していた。


「もう一度ゲームして、勝った人が和樹君とキスしていいの。そうすれば文句ないでしょ」


「ないわけじゃありませんが……」


「公平だよー」


「それはまあ……」


　夕菜の怒りがしぼみ気味になっていく。舞穂がすぐにキスするわけではないと分かったので、勢いが削そがれたのだ。


　舞穂はにこりとした。


「じゃあいいよね」


「ええ……」


　夕菜は頭を振ふった。気持ちを集中させようとしているのだ。


「じゃあわたしも本気でやりますよ。手加減しませんから」


「いいよー」


　舞穂は身体からだごと別方向を向いた。


「玖く里り子こさんたちはー？」


　隅すみにいた女の子二人がたじろいだ。ずいぶん離れているが、夕菜の爆発に備えていたのだろう。


「あたしはまあ、いいけど」


　風かぜ椿つばき玖里子が言う。


「でもあたし、ギャンブル強いわよ。さっきだって二位だったし」


「いいよー」


「和樹とキスすることになっても？」


「うん」


　舞穂が承知する。玖里子は軽く頷うなずいた。


「……玖里子さん、ずいぶん余よ裕ゆうですね」


　夕菜が首を傾かしげつつ訊いた。


「そう？」


「ええ……もっと慌あわてるかと思ったのに」


「なんでキスごときでおたおたしなきゃならないのよ」


「玖里子さん、大人ですね……」


　夕菜はうつむき加減になってぶつぶつ呟つぶやいていた。おかげで玖里子が和樹に意味ありげな目くばせをしたことに気づいていない。


　問題はその隣となりにいる剣けん豪ごう少女、神かみ城しろ凜りんであった。


　玖里子が訊きく。


「凜、あんたどうするの？」


「えっ……わっ、私ですか」


「他に凜なんて名前の娘むすめはいないわよ」


「わわわ私はですね」


　凜はいきなり顔を赤くすると、周囲を見回した。自分に視線が集まっていると知り、さらに動揺する。


「そそそ、そんなことは許せません。高校生でそんな、キスなどと……！」


「するのしないの」


「聞いてください。我々はまず、なによりも人間なのです」


「大きく出たわね。まあ、そうよ」


「人間は倫りん理りによって生きる存在であり、欲望に流されては動物となんら変わることがないのです。ここはそのような不ふ埒らちなことはせず、皆みなで楽しむのが高校生として正しい道ではないでしょうか」


「ようするに、凜は和樹とキスしたくないってことね」


「そんなこと言ってるのではありません！」


　と叫さけんでから、剣豪少女は我に返った。


「あ、いや……そもそも、キ……キスなどという行こう為いを否定するのではなく、そういうものはもっと大人になってからすればいいと申し上げているのです。なにも……今でなくても……」


「つまり、今じゃなければいいのね」


「ですから、その、キスというものはですね。十代のうちにやらなくてもいいものでして、たとえ双そう方ほうの意思があろうとも慎つつましく生きるのが高校生というものでして……！」


「じゃあ凜はいいんだ」


　玖里子が半笑いになりながら、そう告げる。凜は血相を変えた。
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「そうは言ってません！」


「そう？」


「私は、そのようなことはよくないと言ってるのです。つまり舞穂ちゃんの提案は一種のギャンブルであって、それは十八歳以上になり、なおかつ制服を着ていない人間にのみ許される娯ご楽らく……」


「あー、はいはい。凜は和樹とキスしたくないのね」


　玖里子は夕菜の方を向いた。


「あたしたちでやればいいみたい」


「分かりました」


　夕菜もうなずく。


「ライバルが減りました。楽でいいです」


「あ、いや……それは……」


　凜が慌てた。普ふ段だんなら刀を抜ぬいてもいい頃ころ合あいだが、動どう揺ようの方が激しい。


「その……あの……。み、皆さんの不埒な行動を監かん視しするという意味で、参加の必要がある……かも……」


「するんですね」


　と夕菜。


「ゲームに参加するなら、それはそれで」


「誤解しないでいただきたいのは、けしてキス……に興味があるのではなく……」


「凜さんだけご褒ほう美びなしでも構いませんけど」


「いえ、それでは不公平……皆さんに……」


「おや」


　夕菜は冷ややかに、玖里子はにやにやしながら凜を見つめていた。剣豪少女はどこかに逃のがれるところがないか探すかのように、目をきょろきょろさせている。


　そしてどこにも隠かくれる場所がないと知るや、顔を赤くして言った。


「ええ、やります。ゲームくらいなんでもやりますから。賭かけ事ごとも……これくらいなら警察のお世話になることはないでしょうし……」


「では凜さんも参加ですね」


　そして女の子はあと一人残っていた。


「千早」


　と玖里子。


「やる？」


「はい」


　千早はあっさり返事をした。


「やります。あたし一人だけ見てるのも変ですから」


　玖里子は感心した。


「えらく簡単ね」


「そうですか？」


「もっと凜みたいに動揺するかと思ったのに」


「これくらいなら、特には」


　彼女はそう返事をすると。さっさとゲームボードの側そばに座った。


　夕菜が軽く手を叩たたいた。


「じゃあ、揃そろったところでやりましょう。あ、その前に飲み物取ってきますね」


「あの」


　恐おそる恐る手を挙げたのは和樹であった。実は先ほどからずっと、タイミングをうかがっていたのである。


「……僕もやるの？」


「当然です」


　夕菜は「なにを訊いているんですか」と言いたげである。


「えーでも、僕のキスが賞品みたいなんだけど」


「そうですよ」


「僕の意思は……」


「和樹さんがいないとゲームになりません。やりがいがなくなるじゃないですか」


　それから夕菜はにこりとして、


「安心してください。わたしが勝てば、和樹さんとキスできます」


　なんか妙みように納得してしまったが、そういうのって安心というのだろうかと、和樹は思っていた。


　再び同じゲームがはじめられる。ゲームボードはカーペットの上に直接置かれていた。その周りに座る。各人コマを取り、ルーレットを回してスタート。


　先ほどまでとは違ちがい、妙にゆっくりとしたテンポになった。


　最下位は例によって和樹である。それはいいのだが、他の女の子たちの動きが鈍にぶい。ルーレットを回すだけであり駆かけ引きの要素は少ないはずなのに、牽けん制せいしあっている。数字も小さいものだけが出ていた。


　ゆっくりと、まるで地じ雷らい原げんを歩いているように進んでいる。


「……凜さん、先に行かないんですか」


　夕菜がコマをひとマスだけ動かしながら呟く。


「私はここで構いません。夕菜さんお先にどうぞ」


「自分に有利なマスにだけ止まろうという作戦ですか」


「ルーレットの操作はできませんから、そのようなことは無理です」


　しかし二人とも、不利なところには止まらず、金を得るところにだけコマを進めていた。最終的に金額の多た寡かが問題になるので、少しでも稼かせぐつもりなのである。


　そして夕菜と凜は、運命の神に魅み入いられたかのように、金稼ぎのポイントにだけ停止していた。もっともそれは、他の三人も同じである。


「……舞穂ちゃん、さっきみたいに突つっ走ぱしらないのね」


「にゃー、玖里子さんこそ、トップはどうしたのー？」


「あたしはあたしで自由にやってるだけよ。千早もずいぶん慎しん重ちようね」


「そうですか？　あたしは普ふ通つうにしてるだけです」


　そして和樹は、他がどうあれトップに立てる気配がなかった。


「さっきから一しか出ないんだけど」


　と嘆なげく。カメだってもう少し速いだろうと言いたくなるスピードだった。


　ただ他の女の子たちもじりじりと進んでいるため、それほど離はなされてはいない。前回に比べてストレスは溜たまらなかった。


　ただ問題は、彼女たちの所持金である。スピードに反比例して額を増やしている。和樹は取られることも多いので、こっちは差がつく一方だった。


「お金が貯たまった方が有利ですよね」


　夕菜は何度目かの確認をした。玖里子が返事。


「そうよ」


「順番が後ろになったっていいです。最後はどれだけ持ってるかの勝負ですから」


「でも、トップでゴールすれば賞金が多くもらえるわよ。その方が有利なんじゃない」


「お金をたくさん貰もらいながら、最初にゴールしちゃえばいいんです」


「そううまくいくかしら」


「玖里子さんだって、それを狙ねらってますよね」


　夕菜と玖里子だけではない。他の女の子たちも自然と、「道中できる限り稼いで、最後にスパートをかける」ことを目標としていた。そうすれば文句なく勝利を収めることができる。


　そうなると問題は、どこでスパートをかけるかである。今はのろのろとしているが、一度はじまるや脱だつ兎とのごとく走り出すだろう。


「また小さい数字ですか」


　夕菜が文句を言った。ルーレットを回したのは凜である。


「なにか操作してません？」


「無茶を言わないでください。どうやったらそんなことができるのですか」


　剣けん豪ごう少女がもっともな反論をする。


「夕菜さんもさきほどから同じ数字ばかりです。なにかしているのでは？」


「こんなことで魔ま法ほうなんか使いません。実力です」


「でしたら私も実力です。ゲームの神様が、こうしろと命じています」


「ゲームの神様なんかいるんですか」


「それほど詳くわしくありませんが、八や百お万よろずもいるのですから、最低三人は確実です」


「その三人が、全員わたしのところにくればいいんですけど」


「それは強ごう欲よくです。一人くらい回してください」


「駄だ目めです。和樹さんとキスをするのはわたしなんですから」


「目的が低てい俗ぞくすぎます」


　凜はゲームボードの隣となりに正座していた。彼女は椅い子すでない限り、常に正座である。いつもならそのまま二時間でも三時間でも背筋を伸のばしているが、今は上半身が揺ゆれ気味であった。


「そのような邪よこしまな発想では、勝負事に向きません」


「和樹さんとキスをすることの、どこが邪なんですか」


「低てい劣れつである、と言い直しても構いません」


「凜さんは潔けつ癖ぺきすぎます。そのわりには参加しているじゃないですか。和樹さんの唇くちびるを狙っているんですよね」


　凜はまた顔面を紅潮させた。


「ねっ、狙ってなどおりません！」


　しかし夕菜は冷ややかである。さすがに剣豪少女の憤ふん激げきには慣れている。


「そうやって怒って、ごまかそうとする」


「わっ、私がごまかすことをしたことがありますか！　夕菜さんこそ、どうしていつもは立派なのに、式森のことになると人道から外れるのですか」


「ひとを犯罪者みたいに言わないでください」


　夕菜がまたルーレットを回した。そして数字は二。凜のコマと重なった。玖里子が何故か感心する。


「あんたたち仲がいいわね」


「それは友達ですから」


　と夕菜。


「こうしていれば、凜さんも和樹さんに変なことができません」


「夕菜さん、それは友情ではなく監かん視しなのでは」


　凜の言葉に夕菜は軽く首を振ふる。


「似たようなものです」


「似てないでしょう。天と地ほどの開きがあります。サスペンスドラマなら友人が密告者だったこともあるでしょうが」


「凜さんは、わたしが誰だれかに密告するとでも？」


「密告はしないと思いますが、足は引っ張りそうです」


　この二人の間だけ、室温が下がっていくようであった。


　付き合いの長い和樹は、人間関係の変化に敏びん感かんだ。夕菜と凜はかなり仲良しなのだが、ちょっとしたことで対立の芽がふき出すのである。大半は先の丸まった爪つま楊よう枝じでつつく程度のことで終わるが、稀まれに魔法と刀の対決になる。


　そして今回はキスがかかっている。


　玖里子がこほん、と咳せき払ばらいをした。


「あー、あたしの番ね」


　わざと大声で言ってルーレットを回す。気を逸そらそうとしていた。


　そうしながら、和樹の横腹をつついていた。


（あんた、ぼさっとしてないで、あの二人をなだめなさいよ）


（え……僕がですか）


（当たり前じゃない、他の誰にできるのよ）


（玖里子さんだって舞穂ちゃんだって）


（命が惜おしいわよ。あんたならみんな納得するわ）


（そんな馬ば鹿かな……）


　と言ったものの、確かにそんな役回りのような気もする。理由が自分であることは確かだ。


　和樹はなにか言おうとしてためらった。夕菜と凜の間は険悪とまではいかないまでも、友好的ではない。下手なことを言ったら暴発しそうである。おまけに彼は、危険を察知することに敏感でも、逃のがれることと事態を収めることは不得手であった。


「えーっと……ゆ、夕菜」


　夕菜が首だけをこっちに向ける。


「なんですか」


「その、ゲームなんだから、もっと楽しくプレイしたら……？」


「なんですか。和樹さんは、わたしが楽しんでいないと思っているんですか」


「ええっと……」


「勝負なんですから、邪じや魔ましないでください」


　門もん前ぜん払ばらいだ。自分が賭かけられているのにと思った。仕方ないので凜へ話しかける。


「凜ちゃんも、もっと抑おさえて……」


「お前は他人に指図をしたいのか？」


　凜はこっちに顔を向けることもしなかった。ただ盤ばん上じようを真しん剣けんに見つめている。


「そういうわけじゃないけど……」


「ならば私の妨ぼう害がいをしたいのだな」


「いや……」


「こっちは真剣なのだ。それ以上雑音を入れるのなら考えがある」


　凜の低い声こわ音ねにたじろぐ和樹。夕菜も剣豪少女に同調していた。


「凜さんの言うとおりです。女の真剣勝負に男の人は出る幕ありません」


「さすが夕菜さん、競技というものを分かってらっしゃる」


「凜さんも。剣けん道どうをやっている人は違いますね」


　そうなのかと和樹は思うが、これ以上口出しをすると身に危険が及およぶのは明白であった。立場の弱さを自覚せざるを得ない。


「……あたしの番だね。はい」


　和樹が黙だまるのと同じタイミングで、千早がコマを動かした。夕菜、凜と同じ場所である。


　夕菜がちょっとだけ驚おどろく。


「山瀬さんも、ここですか」


「うん。仲良くやろう」


　千早はにこりとした。


「いつもは仲良くないみたいじゃないですか」


「もちろん、そんなことないって知ってるよ。でも宮間さんはこういうことに熱くなるから、ちょっと冷たくする役」


「別に熱くなっていませんけど……」


「そうかな。顔が怖こわいよ」


「そ、そうですか？」


　夕菜は自分の両頰ほおに手を当てた。確認するようにさすっている。千早はその仕草を見て微笑ほほえむ。


「うん。可愛くなった」


「え……」


「宮間さんは怒ってるところも可愛いんだけど、普ふ通つうにしていた方がいいと思うな。式森君にも好かれるから」


「そう……ですか」


　千早はもう一度「うん」と言った。夕菜は気勢をそがれたようになって、黙る。


「神城さんも、もう少し笑った方がいいな。試合じゃないんだから、スマイルスマイル」


　凜も引きずられるようにして興奮をしぼませていった。元々が冷静なタイプだから、一人で延々腹を立て続けることはない。


　それから千早は言った。


「でも、どうせだったら魔法ありにしない？」


「はい？」


　夕菜がきょとんとする。


「牽けん制せいばっかりしていたら、ゲームにならないでしょう。魔法を使ってルーレットやコマを操作してもいいことにするの」


「まあ、一つの方法よね」


　と言ったのは玖里子。彼女のコマもまた、あまり進んでいない。


「でも露ろ骨こつにやるのはどうなの。一応ゲームって公平じゃなきゃ駄目でしょ」


「言葉は悪いんですけど、バレなければいいんじゃないでしょうか……いえ、言い方変えます。内ない緒しよならセーフ」


　千早の台詞せりふに苦笑する玖里子。


「同じじゃない……でも、全員使えば公平は公平ね」


「でも……僕はできませんよ」


「にゃー、舞穂もー」


　和樹と舞穂が文句を言った。この二人は様々な事情により魔法が使用できない。特に舞穂は膨ぼう大だいな魔力を機械的に抑よく制せいしているので、解放するととんでもないことになる。


「舞穂ちゃんはそんなことしなくたって強いからいいじゃない。和樹はまあ……なにしても弱いんだから諦あきらめれば」


「はあ……」


　やはりこうなるのかと思う和樹。常に割を食う役でもあった。


　とはいえ、夕菜と凜の間の険悪な雰ふん囲い気きがなくなったのも確かである。彼は胸むねを撫なで下おろし、小声で千早に伝える。


（ありがとう山瀬さん）


（いいよ、別に）


（慣れてるんだね）


（そうでもないよ。でも、式森君がいけないんだよ。ちゃんとしないと）


（だよね……）


（もしあたしが勝ったら、キスしてくれる？）


（えっ？）


　驚いて訊き返したが、千早の顔はすでに盤上に向いていた。


　魔法は解禁となっていた。だが、露骨に使うことははばかられる。いかにして内緒に操作するかが鍵かぎ。


　凜がルーレットを回す。数字が小さいところに止まりそうになる。このままだったら、所持金が倍になるマスだ。


　凜が少し嬉うれしそうにした。逆に夕菜は不満顔。


　ゆっくりとルーレットが止まる……ように見えて、いきなり速く回転した。


「は」


　凜が驚きよう愕がくしているうちに停止。いきなり大きい数字になった。しかも所持金が半額になる最悪のマスである。


「あっ……」


「あら、失敗したんですね」


　夕菜はさも驚いたように言っていた。凜が不ふ審しんそうに目を向ける。


「……夕菜さん、やりましたね」


「なんでしょう」


「普通、こういうときに魔法を使うのは、自分のルーレットを操作する場合でしょう。どうして私のところで使うのですか」


「言いがかりです」


　夕菜はとぼけた。凜は目つきを悪くする。なにか言おうとしているが、さきほどの千早の言葉を思い出したらしく、


「……まあ、確かにこれくらいのことで揉もめるのはよくありませんね」


　と言って文句をつけるのを止やめた。


　次は夕菜の番である。彼女はルーレットを回す。


　力を入れて回していた。だがルーレットは、重しをのせられたかのように鈍にぶく回転して、すぐに停止した。


「二マスしか進みません……」


「それは気の毒に」


　と凜。


「なんか、十マス後退って書いてあるんですけど」


「ありがちな話です。娯ご楽らく性を高めるために、このようなわなが仕し掛かけられているのですね」


「凜さんはわたしをわざとここに？」


「さあ？」


　凜も涼すずしい顔をしている。夕菜の唇くちびるが引きつっているが、やはり怒いかりは自重していた。ゆっくりと自分のコマを動かす。


「あら、手が」


　ぴん。凜のコマが遠くに弾はじき飛ばされる。


「夕菜さん……！」


「手が滑すべりました」


「指で弾くのは滑ったとは……！」


「凜さん、スマイルですスマイル。山瀬さんが言っていたじゃないですか」


　剣けん豪ごう少女はいったん言葉を止めると、引きつったような笑みを浮うかべた。


「そ、そうですね。滑ったのでは仕方ありませんね」


　そしてコマを戻もどし、夕菜のコマを力一いつ杯ぱいどかす。コマは、盤上から遥はるか離はなれた場所に飛んでいった。


「おやこれは失礼」


「凜さん……！」


「事故です」


「そんな事故がどこにありますか！」


「スマイルですよスマイル」


「わたしはいつだって笑ってます！」


　これほど矛む盾じゆんした言葉も珍めずらしい。即そく座ざに千早が割って入った。


「二人とも……」


「嫌いやですね山瀬さん。わたしたちは仲良しです」


「そうです。喧けん嘩かなどしていません」


　夕菜と凜は千早に言った。二人とも笑顔だった。もちろん口だけで目が笑っていない。


「わたしたちは友達ですよね、凜さん」


　夕菜のコマが凜のコマの真上に置かれた。


「もちろんです。私は夕菜さんとお付き合いできて光栄に思ってます」


　凜のコマが夕菜のコマを逆さにして、上から押さえつけた。


「凜さんはお茶目ですね。わたしならコマを燃しちゃいます」


「私は土に埋うめますね」


「こんなお友達ができるなんて、葵あおい学園に入れて幸せです」


「同感です」


　二人とも自分のコマで、相手を妨ぼう害がいしようと必死であった。ほとんどミニプロレスである。どちらも笑っているので、ある種の恐きよう怖ふすら覚える。


　そしてその隙すきを縫ぬうようにして、玖里子がルーレットを回していた。数字は八。


「はいここ」


　先に進み、なおかつ高額の賞金が手に入れられるマスである。これで場所だけではなく所持金も玖里子がトップになった。


　夕菜が叫さけぶ。


「玖里子さん！　魔法を使いました」


「さあ。とにかく、勝負はもらうわよ」


　彼女はさらりと言った。


　これが合図となった。今までの牽制はすっかり消え失うせ、スピード勝負の猛もうレースとなったのである。


　女の子たちは次から次にルーレットを回し、コマが疾しつ走そうしていく。例によって和樹は置き去りだが、気き遣づかわれることもなかった。


「えっと、はい、わたしは十です」


「夕菜さん、今、ほとんどルーレットが回りませんでしたよ」


「ちゃんと回りました。凜さんに見えなかっただけです」


「じゃあ凜はここでいいわね」


「玖里子さんは、勝手に人のコマまで動かさないでください！」


「にゃー、舞穂はここー」


「舞穂ちゃんはちゃんとルーレットを回して！」


　こうなってくると遠えん慮りよもなにもない。露骨に魔法が使用され、たちまち盤ばん上じようはカオス空間になりはてた。


　ほぼ全員が、興奮のまま血走った目で見ていた。夕菜がボードをつつく。


「凜さん、ここの三十マス戻るってところに、わたしのコマが止まったんですけど」


「戻ってください。四十マスでもいいです」


「さっきやったときはこんなのありませんでした。書き換かえましたね」


「そんなことは無理です」


　そう言っている間にも、盤上を小さな消しゴムみたいな塊かたまりが動いて、文字を書き換えていた。


「凜さん、いつの間にそんな精せい霊れい魔ま法ほうを」


「夕菜さんだってやってます！」


　夕菜の手元からはごく小さな火が放たれ、文字を荒あらっぽく消していた。そこを消すと、水で洗い流してきれいに書き換えるというおまけ付き。


「露ろ骨こつではないですか。私のコマが『所持金がゼロ』などというところに……！」


「従わなきゃ駄だ目めですよ」


「ちょっと夕菜ちゃん。なんであたしのコマが『所持金と同じだけの借金を背負う』なんてとこにいるの？」


「お気の毒です」


「じゃああたしも書き換える。『今後夕菜ちゃんは一回ごとに所持金が半分になる』」


「なんですそれは！」


「にゃー、なんで舞穂は『スタートに戻る』ところにいるのー？」


「それは故意じゃありません」


　力を加減した魔法が乱れ飛び、どんどん別のゲームとなっていく。しまいにはそれぞれのコマの真下に「スタートに戻って当分はじめられない」などという、とんでもないマスまで作られていった。


「これじゃゲームじゃないよー」


　舞穂が悲鳴を上げつつ、コマを一番先頭にする。夕菜はめざとく見つけた。


「それはいかさまです！」


「舞穂は魔法が使えないから、これくらいいいの」


「誰だれが決めたんですか！」


　そして凜が小声で圧縮呪じゆ文もんを呟つぶやく。と、夕菜のコマが真っ二つになった。


「なにするんですか！」


「加減ができなかっただけです。事故でしょう」


「ねえ凜、あたしのコマまで二つに割れてるけど？」


「それは本当に事故です。気にしていませんでした」


「どうやってプレイすんのよ」


「こうしましょう」


　と夕菜。その言葉と共に凜のコマが報復で破は壊かいされる。ついにゲーム続行不可能かと思われたそのとき。


「あ、ゴールした」


　そう言ったのは千早であった。


　全員の視線が彼女に集まる。


「勝った……のですか？」


「そうみたい」


　夕菜の質問に彼女は答える。目先の妨害に熱中していたので、みんな千早に注目していなかったのである。


　千早以外の人間は、気が抜ぬけたようになっていた。なお和樹は、騒そう動どうに巻き込まれてコマを紛ふん失しつしていた。


　凜が恐おそる恐る切り出す。


「では……ひょっとすると、山瀬さんが式森と……？」


「そうなるのかなあ」


「ええっ」


　和樹は動どう揺ようした。こんなところでキスするのだろうか。いくら家の中とはいえ、他の女の子の前である。


　千早はちょっと首を傾かしげた。


「どうしよ。あたしとしては、賞品なんだから、キスしてもいいかなあって思うけど……」


「…………」


　和樹は動どう悸きが激しくなり、胸を手で押さえる。前は帰り道ではあったが、ここでのキスは唇なのである。動揺するのは避さけられない。


　千早はにこりとした。


「でも、これは貸しかな。ここでするのは、式森君恥はずかしいだろうし」


「……あ、ありがと」


「なんかこんなことでお礼を言われるって変な感じだなあ」


　その台詞せりふを聞いて、和樹は照れ笑いをした。とにかくほっとした。心が落ち着いていくのが分かる。


「……でも千早、あんた、和樹とキスしたくないの？」


　と言ったのは玖里子だ。千早は軽く手を振ふって、


「そういうことを訊くのはなしにしてください」


「したいんでしょ」


「それは……」


「じゃあ、すれば」


「風椿さん……」


「ほら」


　玖里子は千早の肩かたを摑つかむと、和樹の方へ押しやった。彼女はバランスを崩くずし、和樹に正面からぶつかる。


「むぐっ！」


　和樹は自分の唇くちびるが、千早のそれと重なるのを感じた。




第三十九話　続　ｋｉｓｓ　５







　しばらくの間、時間が止まっていた。


　止めたのは自分だが、主犯は玖く里り子こだと、式しき森もり和かず樹きは思っていた。単にぼんやりとやりとりを眺ながめていただけであり、突つき飛ばしたのは玖里子であって、自分は被ひ害がいを受けただけだ。


　正確にはそれも違ちがっていて、突き飛ばされたのは千ち早はやであり、和樹はその目標になったのだ。具体的に言えば、和樹と千早はぶつかったのである。それも、顔のごく一部が。


　和樹は目を見開いていた。それは千早も同様で、やはり開きっぱなしであった。二人とも瞬まばたきを忘れたかのように硬こう直ちよくしている。中国の奥地にある石像のようでもあった。


　彼の唇は生温かい。それもそのはず、千早の唇が重なっているのだ。つまり二人はキスをしてしまったのである。しかも、皆みなの目の前で。


　ちょっと現実味がない。あまりのことに頭がついていかないのだ。もっとも和樹の場合、このような突とつ発ぱつ的な事件になると脳はしばしばストライキを起こす。恐らく動き続けていると混乱して収拾がつかなくなるのだろう。防衛本能と言えないこともないが、今の状じよう況きようを好転させる足しにはならなかった。


　それは千早も同じらしい。彼女の場合はぶつかってきた体勢のまま、本当に身じろぎひとつしていなかった。


「…………」


「…………」


　しばらく二人は無言で見つめ合う。唇を重ね合わせたまま。


「な……なんですかいったい！」


　怒ど声せいと共に和樹と千早は引ひき離はなされた。


　夕ゆう菜なか、と思ったら違った。神かみ城しろ凜りんであった。


　剣けん豪ごう少女は顔を真っ赤にして目を吊つり上げている。ただし瞳ひとみの中は、驚きよう愕がくと恥ずかしさで満ちていた。
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「ななななななにをしているのです！　高校生が、こんなところで……！」


　凜は顔全部を口にしていた。


「こここここんなことが許されるのですか。いくらゲームとはいえ、まさか本当に、く……く……口……づけ……をするなど！」


　このあたりは和樹としても同感なのだが、起こったことのショックが抜けていないため、なにも言えなかった。


「わわわわ私は何度も言っていますが、高校生がこのような行こう為いをする必要などないのです！　こんなことは大人になってからいくらでもできるのであって、いいいい今は人間としての教養を高めるべきで……！」


「…………」


「まままさか、ゲームのことで破は廉れん恥ちなことをするなどとは、びっくり……見損ないました。式森がモラルに欠ける人間だとは知っていましたが、やややや山やま瀬せさんまで……」


「…………」


　例によって和樹は無言のまま。千早も同じように黙だまっている。


　剣豪少女は自分だけ喋しやべっていることに気づいたか、矛ほこ先さきを変えた。


「玖里子さん！」


「あたし？」


「なんで山瀬さんのことを押したりしたのです!?」


「なんでって……いいじゃない」


　玖里子は曖あい昧まいな答え方をした。凜は激げつ昂こうする。


「よくありません！」


「よくないかもしれないけど、ほら、千早はねえ……和樹と同じで、色々煮にえ切らないじゃない。だから、ちょっと押してあげたのよ」


「煮え切らないとかではなくてですね、結果、式森と……キ……スをしてしまったのですよ！」


「そういやそうか」


　今気づいた、と言いたげな玖里子の返事。凜の血圧は、第三者から見てもかなり上じよう昇しようしていた。


「そうかではありません！　玖里子さんはいいんですか！」


「なにが？」


「山瀬さんがキ……スをしてしまったことです！」


「あたしはもうしたから」


　きょとんとする剣豪少女。


「……は？」


「だから、あたしはもう和樹とキスしちゃったから。順番は先」


　あっさりと玖里子は言う。その顔には、優ゆう越えつ感のようなものまで表れていた。


　凜だけではなく、千早も舞まい穂ほも、和樹ですら呆然とした。


「なっ……く、玖里子さんは、もう式森と……していたのですか!?」


「風かぜ椿つばきさん……喋っちゃったの」


「にゃー、ずるいー」


　女の子たちは、口々に叫さけんだ。突とつ然ぜんのことで、虚きよを突かれたのだ。特に凜はまったく知らないことだったので、茫ぼう然ぜんとしたり跳とび上がったりと忙いそがしい。


　そして和樹は、情けないことに尻しり餅もちをついていた。


「玖里子さん……なんで喋るんですか！」


「いいじゃない」


「よくないですよ。ずっと黙っていようって……！」


「そんなこと言ったっけ？」


「言いました……かどうかは分かりませんけど、ここで話さなくてもいいじゃないですか！」


「だって、あたしも自じ慢まんしたかったから。和樹とキスしちゃったって」


　屈くつ託たくがないというよりは、いたずらをした子供みたいだ。ただ彼女の場合、どこか陰いん謀ぼうめいたものもある。


「やっぱり、最初にキスした女が、あんたをモノにできるって思わない？」


「モノにするってなんですか！　それに僕は……」


「あら。なあに？　キスしたのは本当でしょう？」


　和樹は絶句する。いくら事故だったとはいえ、玖里子とキスをしたのは本当なのである。体育館で起こった悪夢ですみはしない。いまさらながら、あのときの唇くちびるの感触が甦よみがえってきた。


　無意識に自分の唇を触さわる。玖里子がにやりとした。


「ははん、あたしとのキスを思い出しているのね」


「い、いや……そんな……」


「どうだった？」


　返事のしようがなかった。ここではじめて、自分が唇に触ふれていることを自覚する体ていたらく。


　そんな彼を見て、ますます激昂したのが凜だった。


「こら、式森！」


「は、はい」


「なにをしている！　みっともないと思わないのか！」


「え……そうなの？」


「当たり前だ！　男子たるもの、常に身辺を清らかにし、どのような誘ゆう惑わくにも屈くつしない強きよう靱じんな精神を求められているのだ！　なのにお前は玖里子さんと……キ……のようなことをして、あまつさえ残のこり香がを楽しもうなどと……！」


「残り香って……僕はそこまで」


「いや、お前の潜せん在ざい意識がそうさせている。なんという不ふ埒らちで自じ堕だ落らくな男だ。今までは見み逃のがしていたが、もう我が慢まんできん、私が自ら、刀の錆さびにしてくれる！」


　凜は日本刀を抜ぬいた。久しぶりに切っ先を和樹に向ける。


「うわーっ、やめて！」


　魔ま力りよくで刃はが薄うすく光っている。鏡面のように磨みがかれた日本刀に、彼は震ふるえ上がった。


「凜ちゃん、死んじゃう、死んじゃうから！」


「お前みたいな男の出来損ないが死ぬのを恐おそれるのか。どうせ復活するのだろう」


「いや、復活なんかしないから！」


「幽ゆう霊れいになっても生きることができる！」


「霊になれるかどうかなんて、分からないじゃないか！」


　当たり前だが幽霊になるより、そのまま死ぬ方が圧あつ倒とう的てきに多い。死者が全て霊になってしまっては、今ごろ地球は足の踏ふみ場ばもない。そして和樹は一度霊になっているだけに、次は本当にこの世からおさらばする可能性が高いのだ。まして凜は退たい魔まの達人である。


「やめて、お願い！」


「お前のような人間を生かしておくと、世のためにならん！　わ……私にはなにもしないでおいて……」


「なんか不条理な……」


「うるさい、大人しく斬きられろ！」


　剣豪少女が振ふりかぶった。和樹は腕うでを上げてなんとか防ごうとするが、そんな行為はティッシュペーパーよりもはかない盾たてにすぎない。


「助けてー！」


「お前は本当に女々しいやつだな！」


「そ、そうだ、夕菜、助け……」


　と言おうとして和樹は言葉を呑のみ込んだ。宮みや間ま夕菜は嫉しつ妬と魔ま神じんである。その怒いかりは想像を絶する。なのに目の前で千早とキスをしてしまったのだ。助けるどころか、凜と一いつ緒しよになって和樹をこの世から葬ほうむり去さろうとするだろう。


　だがそんなことを言っていられない。もはや微かすかな望みにすがるしかないのだ。たとえそれが、蜘く蛛もの糸よりも細いものであっても。


「夕菜！」


　返事がない。和樹は彼女の方に顔を向ける。


「あれ……？」


　夕菜は確かにその場所にいた。ただ、立ったままずっと虚こ空くうを見つめていた。


「えーっと、夕菜……？」


　和樹の言葉に返事をするかのように、その身体からだが前後に揺ゆれる。その動きは徐じよ々じよに大きくなっていき、やがて。


「わーっ、夕菜ーっ！」


　真正面から、カーペットに倒たおれていった。





　　　　○





「……それで、私のところに連れてきたわけかね」


「はい」


　と和樹は言った。目の前には葵あおい学園の養護教きよう諭ゆ、紅あか尉い晴はる明あきがいた。


　夕菜が卒そつ倒とうしたため、凜による和樹の処しよ刑けいはうやむやになった。全員で夕菜の具合を見たのだが、これがいつまでたっても目を覚まさない。なので医者、すなわち紅尉の許もとへ運んだのであった。


　いつもの保健室ではなく、紅尉の自宅である。荘そう厳ごんな造りだが常にカラスの絶えない洋館で、近所の人間には「多分化ばけ物もの屋や敷しき」などと呼ばれている。


　運んだのは夜だったが、養護教諭は嫌いやな顔かおひとつせずに応対してくれた。彼はざっと、夕菜を確認する。


「特に外傷は見あたらないな。鼻のあたりが赤いが、転てん倒とうしたときにぶつけたんだろう」


「でも気絶したままなんですけど」


　夕菜は簡素なベッドの上に寝ねかせられていた。周囲には和樹だけではなく、玖里子と凜、舞穂に千早もいる。全員ついてきたのだ。


「今のところ、脈も正常だ。寝てるようなものだな」


「じゃあなんで起きないんですか」


「念のために、もう少し検査してみるか。私よりも、同性の方がいいだろう」


　紅尉は何度か手を叩たたいた。やがて、黒くろ髪かみの、どこか詐さ欺ぎ師しみたいな笑みをたたえた女性が入ってくる。妹の紅尉紫し乃のであった。


「お兄様、お呼びですか」


「宮間君の検査をしてくれ。意識を失っている」


「あら、よろしいのですか」


「検査だ。実験ではない」


「まあつまらない」


「遊びは別の機会にやれ。とにかく、全身のチェックを」


「はい」


　紫乃は夕菜をキャスターつきのベッドに移した。それから隣りん室しつに連れて行こうとする。


　玖里子と凜がついていこうとしたが、彼女は手で制した。


「皆さんは、こちらで待っていてください」


「は？　いいじゃない。別に夕菜ちゃんの裸はだかを見たって、なにかするわけじゃないわよ」


「そうです」


　玖里子と凜が抗こう議ぎした。紫乃は怪あやしげな表情を崩くずそうとせず、


「狭せまい部屋ですから、入れないのです」


「でも、検査するんでしょう」


「ええ。なにもやましいところはありません」


　にこりとする。自分で言うところがいかがわしいのだが、二人は紫乃に従った。


　仕方ないので全員待機することにした。隣となりからは物音ひとつしない。


　待つことしばし、紫乃が姿を見せる。彼女は後ろ手で隣室の扉とびらを閉めた。


　和樹が思わず立ち上がった。


「紫乃先生、どうでした!?」


「特に悪いところはありませんね。脳や内臓に不安もありません」


「でも、気絶してますよ」


「あれは精神的なショックによるものですね」


　紫乃は紅尉の隣に腰こしを下ろした。


「よっぽどのことがあったんでしょう。恐らく直前まで緊きん張ちようしていたはずですが、それが切れてしまい、一緒に意識も飛ばしてしまったのです」


「はあ……」


「ところで、どうしてそうなったのです？」


　と紫乃が訊きく。紅尉も同調した。


「それは私も知りたいな」


「え……それは……」


　戸と惑まどう和樹。


「医者として、原因を知ることも必要だ」


「はい……分かりました」


　和樹はざっと事情を説明した。キスのことはぼかしたかったが、噓をつくわけにもいかず、ちゃんと話す羽目になった。


　紅尉は無表情に聞いていた。ただ妹の方は、遠えん慮りよなく笑った。


「あらあら。そうですか、宮間さんは和樹君のキスに驚おどろいてしまったのですね」


「そうですけど、そんなに露ろ骨こつに言わないでください」


「キスはキスですわよ。でも……」


　くすくすと、声を立てる。


「そのことでこんなに騒さわぐなんて、なんだか少し羨うらやましいですね」


「やめてください。それより夕菜はどうなんですか」


「さきほど言ったとおり、命に別状はありません。健康です」


「なんで健康なのに気絶してるんですか。目を覚ましてないですよ」


「あら。目を覚まさないなんて言いました？」


「え？」


　その言葉を待っていたかのように、隣室の扉が開く。


　そして夕菜が入ってきた。


「和樹さん……」


「夕菜、よかった……」


　彼は胸むねを撫なで下おろした。確かに夕菜の姿は怪け我がもなく、健康そうであった。


「平気？」


「ええ……」


　夕菜は室内を見回していた。


「皆さん、揃そろっているんですね」


「そりゃ、まあ」


「紅尉先生まで……招待したんですか？」


「え？」


「あ、ごめんなさい。お茶淹いれてませんでしたね」


　夕菜は歩き出そうとする。和樹は半分驚きながら止めた。


「ちょっと、どうしたの？」


「ですから、紅尉先生と紫乃先生にお茶を……あら」


　そう言ってから、彼女はきょとんとした。あらためて周囲を見回している。


「あの……ここは、家じゃないんですか？」


　和樹は目をしばたたかせながら、恐る恐る頭に思い浮うかんだことを口にした。


「夕菜……もしかして、覚えてないの？」


「……はい？」


　その顔は、彼女が一連の出来事に関係する記き憶おくを消失していることを、うかがわせるものだった。





　改めて、和樹は夕菜に、どうして紅尉の家まで運ばれてきたのかを説明した。彼女はいちいちうなずきながら聞いていた。


「そうですか……わたし、気絶しちゃったんですね」


「うん。直前までゲームをしていたんだけど、それは覚えている？」


「はい。楽しかったです」


　にこりと笑っていた。


「じゃあその後のことは？」


「それが……なにも」


　一転して、表情が暗くなる。


「覚えてないんです。なにか罰ばつゲームというか、なにかあったような気がするんですけど……」


　和樹は唾つばを飲み込んだ。


「じゃ、じゃあ、えっと……僕と山瀬さんのことも……」


「山瀬さん？　山瀬さんとなにかあったんですか？」


「い、いや、なんにも」


　和樹は急いで首を振った。


「なにもなかった。もう、平へい穏おん無事」


「そうですか。でも、和樹さんに関係することが、確か、ええと……」


　下を向いて考え込む夕菜。和樹は急いで言い添そえる。


「ないって！　別になにもなかったし、しなかった。夕菜は……なんか知らないけど、いきなり卒倒しちゃったんだよ。きっとそう」


「なんでわたし、気絶しちゃったんでしょう」


「さあ。酸欠とかじゃないかな、大勢いたから」


　和樹は努めて明るく、早口で説明した。その姿を、他の女の子たちはぽかんと見つめていた。彼は夕菜になにも考えさせないようにと、息いき継つぎもせずに喋しやべり続けていた。


「やっぱりあれだけいると興奮するし、空気も濁にごってたから。窓も閉めてたじゃない。知らない間に酸素が少なくなって、夕菜も熱中していたからそれで倒れたんだよ」


「はあ……」


「それで、やっぱりもう一度体調をみてもらった方がいいと思うんだ。ね、紫乃先生」


　和樹は黒髪の女性に同意を求める。紫乃は例のインチキ臭くさい笑みを浮かべながらも、


「さっき健康体だと申し上げたはずですが……」


「いやいや。やっぱりもうちょっと調べてもらった方が安心できますから。今すぐやってください。できれば隣の部屋で」


　頼たのみというより強制のような口調で、和樹は夕菜と紫乃を隣室に押し込んだ。二人は「分かりました」「ではもう一度」と言い、隣に引っ込んだ。


　そしてようやく、和樹は肩かたの荷にが下りたかのように、ため息をついた。


「ふう……」


「ふう、じゃないわよ」


　呆あきれたように玖里子が言う。


「なによ。夕菜ちゃんの記憶がないからって、変なことを」


「だって僕、山瀬さんと……キス、しちゃったんですよ」


　和樹は情けない声を出す。


「夕菜にバレたら、どうなるか分かりませんよ」


「いいじゃない。あんたいつも夕菜ちゃんにお仕置されてるんだから」


「命の危険は、できるだけ減らしたいんです」


　無理もないが、格好のよくない話であった。


　玖里子が呆れと軽けい蔑べつが入り混じったような視線を向ける。


「で、もしかしてあたしたちに、キスのことを黙だまってろって言いたいんじゃないでしょうね」


「なんで分かったんですか」


「喋っていいなら喜んで喋るわよ」


「止めてください」


　和樹は慌あわてた。とにかく今日は、慌ててばかりであった。


「まだ日本を焦しよう土どにしたくないです」


「まー、あたしはいいけどさ。今までも黙っていたし」


　彼女は自分の背後をちらりと見た。


「凜や千早はどうなのかしら」


「わっ、私は……」


　小こ柄がらな剣けん豪ごう少女は上ずった声を出す。


「なにもされてない……いえ、式森を裁判にでもかけて断罪すべきだと思います。不ふ埒らちで不潔な男は生きてる価値が……」


「和樹を処しよ刑けいするのはおいておくとして、夕菜ちゃんに教えるかって話」


「それは……まあ、教えない方が。夕菜さんが知らない方が都合が……ではなく、幸せかと……」


「ああ、都合がいいってことね」


「そんなことは言って……ません」


「はいはい。千早は？」


　訊かれた千早は、どこかおどおどしていた。彼女にしては珍めずらしい。


「……あたしは……あの……」


　何度も自分の唇くちびるに手をやっている。頰は赤いままであり、うつむき気味であった。


「ど、どうでも……はじめて……だったから……」


「あんたのことじゃなくてさ」


「えっ……きゃ」


　千早は首筋まで真っ赤にして、顔を覆おおった。玖里子は苦笑い。


「まあいいか。じゃあ……」


「にゃー、舞穂には訊かないのー？」


　背の低い女の子が両りよう腕うでを振ふり回した。子犬が怒っているようにも見える。


「舞穂ちゃんは、和樹とキスしてないでしょ」


「するの。舞穂も和樹君の唇にちゅーする！」


「また揉もめそうなことを」


「するー！」


「あとにしなさい」


　玖里子は舞穂の抗こう議ぎに蓋ふたをした。そして和樹に向き直る。


「黙っているのはいいけど、夕菜ちゃんにバレたあとは責任持てないわよ」


「僕がバラさないようにします」


　和樹が悲ひ壮そう感を漂ただよわせて言い切った。


　ほぼ同時に、隣りん室しつの扉とびらが開いた。夕菜と紫乃がやってくる。


「どこも悪くないって言われました」


　夕菜はやや唇を尖とがらせていた。紫乃が言葉を引き取る。


「記憶の一部を失っていること以外は健康体です。保証します」


　紅尉の妹は性格はよくないが、腕うでは確かだ。健康というのは本当だろう。そもそも、キスの話題から遠ざけておくのが目的だったのだ。


　兄の方もうなずく。


「よほど不安だったら、来週あたり保健室に来るといい。ま、後こう遺い症しようはないと思うが。ただ……」


　紅尉は和樹に、


「記憶を甦よみがえらせたり、封ふう印いんするのは別の話になるぞ」


　キスのことは自分たちでなんとかしろと、言外に語っていた。和樹としては「はい」と答えるしかない。


　これを潮に、帰宅することになった。


　夕菜はにこにこしながら「紅尉先生の家にお邪じや魔まするのって、久しぶりでしたね」と言っている。キスのことを覚えていないためか、機き嫌げんがいい。そもそも和樹絡がらみで浮うわ気きだなんだがなければ、明るい少女なのだ。


　周囲を歩いている和樹以外の人間は、微び妙みようである。


「夕菜、なんか具合とか悪くない？」


「悪くありませんってば」


　和樹の言葉に彼女は答えた。


「心配してくれるのは嬉うれしいですけど、わたしは普ふ通つうです」


「記憶が戻もどったりとかは……」


「それがまだ忘れたままなんです。なんか気持ち悪いですけど……なんかこだわりますね」


　何気ない質問だと思われるが、和樹は慌てた。


「いや、思い出すのかなって」


「それは分からないです……そうだ、山瀬さん」


　千早が「なに？」と返事をする。


「今日は泊とまっていきますよね」


「いいの？」


「はい。そのつもりだったじゃないですか」


「そうだけど、えと、あたしと式森君が……」


「山瀬さん」


　和樹は急いで口を出した。そのままだと「キスをしたのにいいの？」と続けるのは明らかだった。


　千早は「あ」という顔をしている。


「……うん。泊めてもらえるなら、甘える」


「是ぜ非ひそうしてください。お客さんに泊まってもらえるのは嬉しいです」


　そうしてから、付け加えた。


「でも、和樹さんに変なことしちゃ駄だ目めですよ」


「……うん」


　夕菜としては冗じよう談だんのつもりだったのだろうが、千早だけではなく、聞いていた全員の口元が引きつっていた。


　しばらく歩き、家に戻る。徒歩で訪問できる場所に紅尉が住んでいるのは、便利であった。


　家に入るなり夕菜は「お茶を淹いれますね」と台所に立った。こういうところは、主婦のようなこまやかさがある。


　和樹は時計を見上げる。夜間ではあるが、すぐ寝ねるにはまだ早かった。


「お菓か子し、食べませんか」


　夕菜がお盆ぼんにお茶を載せて持ってきた。


「山瀬さんもお泊まりなんですから、お話しましょう」


　玖里子が「じゃ、お菓子持ってくる」と台所へ向かう。夕菜はテーブルに湯飲みを並べた。


　日本茶だけではなく、紅茶やコーヒーもあった。このあたりは、各人の好みである。


　カーペットには、ゲームが置かれたままだった。


「このゲーム、やってたんでしたっけ」


　と夕菜。和樹は「うん」と返事。さすがにまたゲームをする気にはなれない。懲こりた。


「誰だれが勝ったんですか？」


「最初が確か舞穂ちゃん。次が山瀬さん」


「あ、そういえばそうだったかも」


　と夕菜は記き憶おくを探るように言った。


「最後がデッドヒートだったんですよね。ぎりぎりまで競っていて……でも、なんであんなに真しん剣けんだったんでしたっけ。えっと……」


「あー、夕菜、お茶、冷めるよ」


　和樹は彼女の目の前に湯飲みを突つき出す。


「飲めば？」


「はい……」


　彼女は口を付けてから、


「……わたし、なにを言おうとしたんでしたっけ？」


　首を傾かしげていた。もちろん、和樹はそれが目的である。話をそらしたかったのだ。思い出されたら、この場が墓地になるかもしれない。


「話をするんじゃないか。山瀬さんもいるんだし。ね」


　和樹は千早に同意を求めた。千早はぎくしゃくしながらも、うなずく。


「そうだよ宮間さん。……こないだ観たテレビの話でもする？」


「はあ。なにを観たんですか」


「……ごめん、最近テレビのスイッチ点けてない」


　千早は申し訳なさそうに言う。彼女は女の子にしては珍しく、テレビにそれほど執しゆう着ちやくしていない。観たい番組がなければ観ないのだ。妹とは反対である。


「えーっと、えーっと、じゃあ」


　和樹は室内をきょろきょろして、凜に目を留めた。


「り、凜ちゃん、剣けん道どうの試合はどうだった？」


「……このところ試合はしてないぞ」


「生物部は？」


「オタマジャクシが全部カエルになった。水すい槽そうが足りなくなって副部長がパニックを起こしていた」


「そ、そうなんだ」


「ああ」


　話が終わってしまった。室内が沈ちん黙もくする。


「……やっぱり、ゲームします？　みんなで遊ぶのは楽しいですから」


　夕菜の言葉を、和樹は急いで遮さえぎった。


「いや、あれはもうやったから。あと十年くらいはいいよ」


「十年は極きよく端たんです」


　彼女としては気を利かせて話題を作ったのだろう。しかし、そちらは踏ふみ込んではいけない領域なのだ。


「他に……えーっと、えーっと」


　なんかないかと、和樹は必死に頭を巡めぐらせる。ソファの中央でコーヒーをがぶ飲みしている女性に声をかけた。


「玖里子さん……その……生徒会の具合はどうでしょう」


「あたし？　そうねえ……今のところは無風ね」


「会長はなにしているんですか」


「あたしとは会話してないわ。仲良くないし」


　場が冷えた。いきなり不仲の件である。話題の振り方が悪かったかと、和樹は反省する。


「話っていえば……」


　と夕菜。


「ゲームのあと、わたしたちなにか口論してませんでした？　なにか重要なことがあったような……」


「あー、えー……舞穂ちゃんなにか話して」


「えー、舞穂、眠ねむくなってきた」


　彼女は目を擦こすっていた。これは子犬というより、猫ねこが顔を洗っているような仕草だ。だが今の和樹には、犬だろうと猫だろうと関係ない。


「寝るのはいつだっていいから。なにか話題を」


「和樹君強引」


「話するの」


　笑顔を作りながらも、台詞せりふには圧を込めた。夕菜をキスのことから遠ざけるためなら、なんでもするつもりであった。


「にゃ……じゃあね、こないだインターネットで絵をたくさん見たんだけど」


「うんうん」


「アニメやマンガのキャラがね、みんな裸はだかになって××××や×××××をされたり、×××なことをしたりして……」


「ストップストップ！」


　いつものエロトークである。千早がいようがお構いなしだ。


「あとね、あとね。××××××××が×××されて、×××が××××の中に入るんだよ。一人だけじゃなくてもう何人も……」


「やめてってば！」


　和樹の悲鳴に、舞穂は伏ふせ字じを連発するのを中止した。しかし顔はむっとしている。


「むー、和樹君が言えって言ったのに」


「いや、そんな話をして欲しいんじゃないから」


「モザイクかかってなかったよ」


「十八歳未満禁止だよね」


「舞穂はいつも、自分が十八歳だと思いながら見るもん」


　新しい手法だが、感心している場合ではない。


　なおも舞穂は「インターネットで発見した驚おどろくべきプレイ」について喋しやべり出したので、和樹は力ずくで口を塞ふさいだ。「小さい子にそんなことをするなんて」という抗こう議ぎはなかった。


　そして無言の空間となる。エロトークを続けたかったからではない。


　さすがの和樹も「これはまずい」と思った。話題が続かない。彼自身、どうにも引き出せないのだ。玖里子や凜、千早もキスのことが尾おを引いているらしく、会話が途と切ぎれがちだ。唯ゆい一いつ自分から話しそうな少女はエロ満まん載さいときている。


　キスのことから話をそらそうとしているのに、不気味な沈黙ばかりが場を支配してしまっていた。このままだと、夕菜が不ふ審しんに感じてしまうだろう。


　そしてその兆候は、すでにあった。


　夕菜は頭の上に大きくハテナマークを浮うかべていた。


「和樹さん……さっきから、どうしたんです？」


「ど、どうしたって、なにが……」


「そうやって慌あわててます」


「ぼ、僕が慌てるなんて、いつものことじゃないか」


　あははと笑う。自じ虐ぎやくに走る自分をみっともないと感じる余よ裕ゆうすらない。


「ないない。なんにもない」


「……怪あやしいです」


　夕菜の表情に、あからさまな不信感が浮かび上がっていた。いつもの嫉しつ妬とに狂くるったときとは違ちがうが、心中で疑念が膨ふくらんでいるのが分かった。


「なにか隠かくしてません？」


「ないない。隠しごとなんかないって」


「……本当ですか？」


　噓です。とは言えない。


　だがすでに別の話題はなくなり、言い訳の種はもう尽つきていた。あとできることといえば、愛想笑いだけである。それもどこか乾かわいたものになっている。


　そして夕菜はますます疑わしげになっていた。


「……和樹さんは、わたしに隠しごとをするんですね」


「そんな……」


「してます」


　そして彼女は、周りを見る。


「他の人も」


　女の子たちは一いつ斉せいにそっぽを向いた。その仕草が露ろ骨こつに不自然で、全員首筋に汗あせをかいていた。


「なんで隠すんですか？」


「別に……」


　和樹は愛想笑いを引きつらせながら、かろうじてそれだけを口にする。


「わたしが知ったら都合の悪いことなんですね」


「そんなことないよ。普ふ通つうのことだから」


「普通なら隠さなくていいじゃないですか」


「だって」


「だってなんですか。教えてください。早く」


　夕菜が詰つめ寄よった。美少女が口を尖とがらせているのだから可愛らしいことこの上ないのだが、和樹は彼女が般はん若にやに変へん貌ぼうすることを知っている。


「ゲームのことですか。わたしが覚えていないことで、なにかあったんですね？」


「その……」


「なんですか？」


「キ……あ」


　慌てて口を押さえるが、一歩遅おそかった。


「キ？　キ……キス。キスなんですね？　そうなんですね？」


「うん……」


　ついに観念して、和樹は答えた。同時に、発生するであろう惨さん劇げきを覚かく悟ごして、目をぎゅっとつむる。もう駄だ目めだ。きっと僕は死ぬんだ。予想できたことではあったけれど。


　しかし、なにも起こらない。


「……？」


　彼は恐おそる恐る目を開けた。そこには頰を可愛らしく膨らませた夕菜がいた。


「そんなことなら、早く言ってください」


「え……？」


「わたしと和樹さんがキスしちゃったってことですよね。恥はずかしいのは分かりますけど」


　彼女もちょっと照れたように、顔を赤くしていた。


「人目も考えるべきかも知れませんけど、少しくらいいいと思います。でもこんな大事なこと忘れちゃうなんて、わたしも駄目ですよね。和樹さんの妻なのに」


「……うん」


　思わず肯こう定ていしてしまった。


　どうやら、夕菜は「和樹とキスをした」と思っているらしい。そして、そのことを覚えていないのを残念がっていた。


　和樹は胸むねを撫なで下おろした。とにかく、命の危険は去った。


　彼女はくるりと後ろを向いた。


「ごめんなさい、皆さんの前で和樹さんとキスするなんて、はしたなかったですね」


　ぺこりとお辞じ儀ぎをする。


「いや……いいのよ、気にしなくて」


　玖里子もほっとしたように言う。凜も同じように、


「記き憶おくがないのは夕菜さんのせいではありませんから」


　さすがの剣けん豪ごう少女も安心していた。舞穂と千早はなにも言わなかったが、災難が遠ざかったのは理解していた。


　夕菜はにこやかな表情になっていた。
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「わたしが和樹さんとキスしちゃったのを、許してくれるんですね」


「忘れたことに、許すも許さないもありませんので」


　この凜の台詞を聞き、夕菜はにこりとした。


「じゃあ、わたしと和樹さんは、一いつ緒しよに寝ねます」


「……？」


「今晩のことです。もうキスしちゃったんですから、一緒の布団に入るのは当然ですよね」




第四十話　　続　ｋｉｓｓ　６







　一いつ般ぱん的に言って、キスするのしないので揉もめることは、かなり「若いうち」におこなうものである。大人になったらそんな暇ひまはなくなるし、もっと色っぽい方面に関心が移る。だが式しき森もり和かず樹きたちはまだ高校生で、そちらの方面にうとく、そのくせしばしば話題の中心となるものであった。「キスするかしないか」は経済における原油危機や円高と同じレベルで捉える事象なのである。


　今回もキスのことで一騒そう動どうあった。イベントでのアクシデントからゲームを巡めぐるごたごた。そしてショックで記憶を失う宮みや間ま夕ゆう菜な。例によって栗くり丘おか舞まい穂ほが「××××で××」とＮＧワードを連呼していたが、これは年一回の台風と同じで頭を低くしていれば過ぎ去っていく。


　問題はさらに流転を見せる。わざわざ養護教きよう諭ゆの紅あか尉いの自宅にまで押しかけて、夕菜の容態を診みてもらったのだが、記憶は戻もどらなかった。しかし「和樹と他の誰だれかとのキスがバレると夕菜が大暴れする」との理由により、これはむしろ歓かん迎げいされた。


　そして話題は今晩のことへ移る。夕菜が「今夜は和樹さんと一緒に寝ます」と言い出したのだ。


「ど……どうして夕菜さんが、式森と同じ布団で寝るのですか！」


　神かみ城しろ凜りんの叫さけび声ごえが、家中に響ひびき渡わたった。


　和樹としては「まったくそうだ」と思う。いくらなんでもいきなりすぎる。だが夕菜は、なにも不思議に思っていないようであった。


「いいじゃないですか。わたしと和樹さんはもうキスしたんですから。夫婦も同然です」


「接せつ吻ぷんくらいで夫婦なのですか」


「おかしいですね。いつもの凜さんの倫りん理り観かんなら、キスで刀を拭ふいてもいいくらいですよ」


「しかしですね、式森と夕菜さんはキスを……」


「はい？」


「キスをですね……」


「なんです？」


　夕菜は無む邪じや気きに聞き返しており、凜は言葉を詰まらせていた。剣豪少女は、視線を彷徨さまよわせたあげく、和樹に向けた。


「し……式森、夕菜さんに説明したらどうだ」


「ぼ、僕が？」


「お前の問題だ」


　それはそうだ。凜がこうやって話を他人に振ふるのは珍めずらしい。それだけ夕菜のにこにこ顔が、恐きよう怖ふに直結していると言える。


　そして和樹は悩なやんだ。彼は夕菜とキスをしていない。実際に唇くちびる同士を合わせてしまったのは、風かぜ椿つばき玖く里り子こと山やま瀬せ千ち早はやである。凜と舞穂は事情を知っているだけで、なにもしていなかった。


　夕菜も目もく撃げきはしたのだが、ショックのため記憶から欠落している。疑問に答えてしまうと思い出す可能性があるため、慎しん重ちようにならなければいけない。


　和樹はゆっくり息を吸う。


「ええとね、僕と夕菜は……その……色々あって」


「色々ってなんです？」


「色々だから……色々なんだよ」


　夕菜の質問はもっともだが、返答できない。この手の腹芸はまだ身につけていなかった。


「だから色々あったすえに……キスをしたと」


「あん。なにがあったか教えてください」


　夕菜が不満そうに言う。ちょっとむくれたところが可愛らしいが、和樹には賞賛している余よ裕ゆうがない。


「わたし、和樹さんとキスしたときのことを全然覚えていないんです。どんなときだったかくらい、知りたいです」


「だからその、ゲームの結果なんだ。ゲームで一位になった夕菜が僕とキスしたいって言ったから」


　正確には千早との間に起きたことである。しかも事故のようなものだ。もちろんここで真実を明かすわけにはいかない。


「あのゲーム、わたしが勝ったんですね……でもやっぱり、皆さんの前でキスしたのは、はしたなかったかも」


　夕菜は恥はずかしそうに頰を染めている。


「こういうのって、やっぱり二人きりのときにするものですよね」


　それから彼女は改まり、


「じゃあ、わたしと和樹さんは一いつ緒しよに寝ますから」


「ですから、どうしてそうなるのです！」


　抗こう議ぎしたのはやはり凜であった。最初と同じだ。


「男女が同どう衾きんするなどというのは、夫婦間だけに留めるべきです。いえ、夫婦の間でもできれば控ひかえておくもの。ましてや女なら、たとえ意中の相手でも気を許すべきではないのです」


「凜さんの価値観は、いくらなんでも古すぎます。もうわたしと和樹さんは夫婦同然なんですから、なにをしてもいいんです。キスもしました」


「よくありません！」


　剣豪少女はかっかしていた。顔に血液が集まっているのが他人から見ても分かる。


　そして「同じ布団で寝る」ことに異を唱えているのは、凜だけではなかった。


「ちょっと夕菜ちゃん、そういうのは順序ってもんがあるでしょう」


　と言ったのは玖里子だ。彼女は大きな胸の下で腕うでを組み、じっと睨にらんでいる。


「順序ってどういうことですか」


「年上が先に決まっているじゃない」


「なに言ってるんですか。わたしと一歳しか違ちがってません」


「じゃあ背の高い順ね」


「やっぱり玖里子さんが先になるだけですから、駄だ目めです！」


　この中では玖里子が一七二センチともっとも高身長である。ちなみに次が和樹。


「やっぱり、一緒のお布団に入るのは、和樹さんとキスした人じゃないと」


　また身体からだをくねらせる。玖里子が呆あきれた。


「だからキスしたってのは……」


「だからなんです？」


「なんでもない……」


　さすがの玖里子も、真実を明かす勇気がなかった。


「じゃあこれで、今晩はわたしと和樹さんが同じ部屋ですね」


「だからどうしてそうなるのよ……」


　嘆なげく玖里子。ただし小声。もはやここに、夕菜に対たい抗こうしようとする人間は存在しなかった。


　夕菜が時計に目をやっていた。もういい時間である。


「そろそろお休みの時間ですよね。でも……」


　彼女は照れたのか、顔を真っ赤にした。


「お風ふ呂ろに入らないと」


　この台詞せりふを聞き、即そく座ざに反応したのは凜であった。


「夕菜さん！　それはいけません！　駄目です！」


「まだなにも言ってませんけど」


「どう考えても、式森と風呂に入るつもりではありませんか！」


「もちろんです」


　夕菜は頰を赤くして、両手で覆おおった。


「一緒のお布団に入るんですから、お風呂だって一緒です……きゃっ。恥はずかしい……」


　恥ずかしいのはこっちだと、他の女の子はたち思っていた。時々夕菜は自分の妄もう想そうを語ることがある。そのほとんどは「和樹と結けつ婚こんしたら将来どうするか」みたいなもので、聞く方が居い心ごこ地ち悪くなるものばかりであった。


　それが今度は、やけに具体的かつ実現性のあるものになっていた。他の娘たちにすれば、恥ずかしさと同時に危機感が湧わいてくる。


（……凜）


（玖里子さん、舞穂ちゃん）


（にゃー）


　玖里子の視線が凜に向けられ、凜の視線が舞穂に走る。瞬またたく間まに、彼女たちは意い思し疎そ通つうをおこなった。サッカー日本代表もびっくりなアイコンタクトである。


「じゃあ、お風呂はわたしと和樹さんが」


「順番決めましょう」


　即座に玖里子が発言した。すかさず凜が賛成する。


「そうですね。一番風呂というのは名めい誉よの証し。友人間で上下関係を作るのは好ましくありませんが、ここははっきりさせるべきではないかと」


「にゃー、あまり広くないから一人ずつ入るといいと思う」


　最後に舞穂が言った。あまりにもスムーズな流れなので、和樹は台本があるのかと感じたくらいだ。無論そんなものはなく、危機感がなしえた業わざである。


　夕菜は口を尖とがらせた。


「一人ずつじゃ、時間かかっちゃいます」


「いつも一人ずつ入ってるじゃない」


　と玖里子。時間が空いた者から入浴しているのである。


「だから、今日からはわたしと和樹さんが一緒に入るんです」


「今日からって、毎日そうする気？」


「もちろんです」


　にこにこ笑っている。自分の言ってることに疑念を抱いだいていない。夕菜は聡そう明めいで気が利く女の子なのだが、和樹のことになると極きよく端たんな視野狭きよう窄さくに陥おちいる癖くせがあった。


「夫婦ですから当然ですよね」


「そうかしら」


　と言ったところで、耳を貸すはずもなかった。こういうことになると、夕菜の意志は岩よりも強固になる。


「じゃあ山瀬さんもいますから、お風呂を新しくしませんと……」


「僕やってくる！」


　和樹がいきなり手を挙げた。


「お湯落として洗ってくる。やってくるから」


　彼は返事も聞かずに、風ふ呂ろ場ばへダッシュした。それは火事場から逃にげ出す猫ねこ、沈ちん没ぼつ船から抜ぬけ出すネズミそっくりであった。


　新しい風呂になったら、全てが終わっていますように。彼は走りながら、そればかりを考えていた。





「……行っちゃいました」


　夕菜はぽかんとしながら、和樹の後ろ姿を見送っていた。


「お風呂の掃そう除じなら、わたしがするのに」


「逃げたわね」


　玖里子が小さく舌打ちする。


「こういうときの勘かんの鋭するどさは、ほんと感心するわ」


「玖里子さんなにか言いました？」


　夕菜の台詞に玖里子は首を振る。


「なんでもない。じゃあお風呂の順番決めましょう」


「わたしが一番で和樹さんと一緒で……」


「くじ引きがいいと思う人！」


　玖里子の言葉に、凜と舞穂が即座に手を挙げる。


「こういうことは民主主義の手続きに則のつとっておこなうべきです」


「にゃー、民主主義万歳」


　玖里子は軽く手を叩たたいた。彼女と合わせて三人が賛成。


「はい決定」


　もちろん夕菜は文句を言う。


「酷ひどいです。これじゃ和樹さんとお風呂に入れないじゃないですか」


「当たり前じゃない」


「なんですかそれ！」


「あの……」


　恐おそる恐る口を挟はさむ声。千早であった。


　彼女は小さく手を挙げていた。先ほどの投票行動に参加しているのではなく、発言するとのサインである。


「あたし……先入っていいかな」


　若干恥ずかしそうな仕草であった。


「ほら、あたし制服じゃない。ずっと着たままだから……におうかなって」


「そんなことないと思いますけど」


　夕菜が首を傾かしげる。


「でもやっぱり、式森君がいると……」


　顔が少し赤かった。男がいるから気になる、ということである。和樹がいるときに言い出さなかった理由でもあった。


　玖里子が感心した。


「うわ、千早って女の子っぽい」


「女ですけど」


「あたしがさつだから、あんま気にしないのよねえ。じゃ、あんた先でいいわ。残りでくじ引きにしましょう」


　玖里子が手を鳴らす。即座に凜が裏が白いチラシを持ってくる。舞穂はマジックを取り出した。縦棒五本に横棒を限りなく。五本なのは和樹も交ぜるから。


　夕菜の「わたしと和樹さんはペアにしてください」との意見は、丁重に無視された。名前が書き入れられる。和樹の分は代理で舞穂が書いた。


「はいはい、スタートスタート」


　玖里子の号令ではじまる。結果は玖里子、和樹、舞穂、凜、夕菜の順。


「えー、わたし最後なんですかあ」


　残念そうな夕菜。玖里子は苦笑している。


「いつも順序なんか気にしないじゃない」


「和樹さんの近くがいいです」


　と文句を言ったが、結局は彼女も受け入れていた。


「そうだ、山瀬さんパジャマとか持ってないですよね」


　千早はうなずく。


「うん……そのまま来ちゃったから」


「洗ってるのがありますから、わたしのお貸しします。サイズは同じくらいですよね」


「いいよそんなにしなくて」


「でもこのままだと、下着だけで寝ねることになっちゃいますよ……新しいパンツも使います？」


「いや……下着はちょっと」


　彼女は慌あわてて手を振ふった。


「パジャマだけ借りる。ありがとう」


　夕菜はパジャマを取りに、二階へ上がっていった。すぐに戻もどってくる。ピンク色の服を千早に渡わたした。


「お風呂から上がったら着てくださいね。下着を洗うのならやっておきます。制服はクリーニングに出す必要がありますから、難しいですけど」


「乾かん燥そう機きあるの？」


「はい。すぐ乾かわきますよ」


　千早はパジャマを受け取った。うっすらといい匂においがする。小さな猫のイラストがペイントされていて、なかなか可愛らしい。


「風椿さん、この家ってお風呂入ったらすぐに寝ちゃいますか？」


「まちまちね。あたしは風呂から上がってもテレビとか観てるけど。舞穂ちゃんは寝るかな」


「寝るよー」


　舞穂が手をぱたぱたさせていた。


「お風ふ呂ろから上がると、眠ねむくなっちゃうもん」


「凜は寝る前に素す振ぶりよね」


　話題を振られた剣けん豪ごう少女は、肩かたをすくめた。


「汗あせをかくので、本当は一番最後でもいいくらいです。素振りは皆さんが入っているうちにすませます」


「夕菜ちゃんと和樹が一いつ緒しよに入らないと分かったら、急にいつものあんたに戻ったわね」


「……庭で素振りをしてきます」


　そう告げると、凜は部屋から出て行った。


「じゃ、あたしもお風呂入ってきます」


「和樹さん、洗い終わったのかしら」


　夕菜が壁かべにかけてある時計を眺ながめる。


「終わってなかったら戻ってくるから」


　千早はパジャマを抱かかえて、浴室へ向かっていった。





　時間は少し戻って。


　和樹はスポンジで浴よく槽そうの縁ふちをごしごし擦こすっていた。ここは湯あかが溜まりやすく、ややもするとぬるぬるする。きちんと落とす必要があった。


　あまりこだわらないどころかいい加減な和樹だが、風呂掃そう除じはわりと丁てい寧ねいなところがあった。実家の母親にそこだけは厳しくしつけられており、身についたのである。もっとも母親は「風呂洗いは男の仕事だ」と言っていたものの、あれは騙だまされたのではなかろうかと考えることもある。


　内側を丁寧に洗ってから、水で汚よごれを落とす。それから栓せんをして湯ゆ沸わかし器きのボタンを押した。シャワーのお湯と浴槽のお湯張りが一緒になっているタイプである。追おい焚だきも可能。


　一いつ旦たん浴室から脱だつ衣い所に出て、タオルで手を拭ふいた。お湯が流れる音が聞こえる。


（風呂か……）


　そんなに考えるようなことでもないが、いきなりあんな目にあったため、なんとなく意識していた。


（夕菜と風呂かあ。一緒に入ったりしたらどうなるんだろ）


　幸いというかあいにくというべきか、想像が及およばなかった。身近すぎるので思考がそこに行き着くのを拒きよ否ひしている。もちろん彼が望めば夕菜は拒否しないだろうが、やはりそうなるには、和樹は精神的に若すぎた。簡単に言うと、恥はずかしいのである。


「……いいか。気にするのはやめよう」


　声に出して想像を停止。同時に浴室からぴっぴっと音がした。「そろそろお湯を張り終わる」の合図である。最近新型に取り替えたため、追い焚きするよりも湯を新しくした方が早かった。


　ふと考えた。どうせなら、ここで入った方がよくないか。そうすれば、いちいち女の子たちと入る入らないで揉もめることもなくなる。さっさと入浴してさっさと上がってしまえばいいのだ。


「……そうしよ」


　その前にトイレ行ってこよう。そう考えて、彼は脱衣所を出た。





　千早は「失礼します」と呟つぶやいて脱衣所の戸を開けた。もちろんこんなことをする必要はないのだが、なにか言った方がいい気がした。


　脱衣所は整せい頓とんされていて、洗面台も綺き麗れいだった。壁かべ際ぎわには洗濯機と乾燥機が据すえられている。歯ブラシやコップもきちんとしている。暮らしている人間にマメな人がいないと、こうはならない。


　きっと夕菜だろうと思った。彼女の性格なら、こういうところも手は抜ぬかない。嫁よめにするならぴったりだ。


（それが式森君のことになると、ああなっちゃうんだもんなあ）


　女心というのは複雑である。それだけですませるには、夕菜は過激すぎるが。


　空いている籠かごがあったので、着替えはここに入れることにした。財布や携けい帯たい電話のような小物類を外し、制服を脱ぬぐ。


　籠に入れようとして、制服のにおいをちょっとかいでみる。別に汗くさくはない。気にしすぎだっただろうか。しかし学校の制服に顔を埋うずめている姿は、かなり危ない。いくら自分のものとはいえ、変態呼ばわりされても反論できなかった。


　顔を少し赤らめると、スカートを脱いだ。それから靴くつ下したとパンツ。籠は少し考えてから、一番高いところに上げた。これはなんとなく。


　全て脱いでから浴室へ。実家で暮らしていたころは、妹がいたので入浴するのに苦労した。なにかにつけて一緒に入ろうとしたのだ。しかも触さわりたがるものだから、恥ずかしくてしょうがない。先に上がろうとすると文句を言うし。


　今日はそんなこともない。寮りようの浴場とも違ちがうので気楽なものだ。湯加減を見る。


　少し熱い。熱めが好きな娘がいるのだろう。多分凜あたり。自分の好みとは違うが、これは仕方がない。


　彼女はなんとなくいい気分になりながら、シャワーで身体からだを流した。





　和樹はトイレをすませると、忍しのび足で脱衣所に戻った。夕菜たちにバレないようにするためである。露ろ見けんしたらまた面めん倒どうくさいことになる。


　音がしないように気を遣つかいながら戸を開けた。こういう暮らしをしていると、無む駄だなテクニックばかり習得してしまって困る。


　さっさと入浴はすませるつもりでいた。服を脱ぐ。籠に入れようとしたが、見あたらなかったので洗濯機の上に載のせる。


　脱ぎながら頭の中で手順を確認した。身体を流して湯船に浸つかって、上がってから頭と身体を洗ってまた入り、それから上がる。所要時間は……何分だろう。できる限り早くすませなければならぬ。それが生き残るコツだ。


　なんだか特とく殊しゆ部隊の隊員みたいなことを考える。浴室へのガラス戸を開けようとした。


「あ……風椿さん？　宮間さんかな」


　風ふ呂ろ場ばから声がする。和樹はぎょっとした。


「ごめん、もう入る？　できるだけ早く上がるから……」


「や、山瀬さん!?」


　一いつ拍ぱくおいてから悲鳴に近い声が返ってきた。


「式森君!?」


　ざぶっと音がしたのは、湯船に飛び込んだためだろう。一種の防衛本能だ。


「も、もう式森君の番なの!?」


「いや、番っていうか……山瀬さん入ってるなんて知らなかったから」


「あ、あたしだって式森君が入るなんて……」


「ごめん、今すぐ出ていくから、本当にごめん！」


　早く服を着ないと大変だ。彼は慌ててしまい、脱いだ服を全部洗濯機の中に落としてしまった。


「わわ……」


「式森君。あの、慌てなくてもいいけど、急いでくれると……」


「ごめんごめん！」


　洗濯機に手を突つっ込もうとする。だがそのとき、廊ろう下か側から話し声が伝わってきた。


「ねえ、千早ー」


　玖里子の声だ。ぎくっとする。


「和樹見なかったー？」


　どうしよう。まさか「ここにいます」とは言えない。千早も同じ気持ちなのか、返事をしていなかった。


「千早？」


　ここは素早く服を着る一手だ。そうすれば、たまたま顔を洗っていたとかですむだろう。玖里子に文句を言われるかもしれないが、それくらいは甘受しないと。


　だがそんな考えは、その次の声でパーになった。


「山瀬さーん」


　夕菜であった。やはり廊下にいる。


「和樹さんお風呂洗っていたんですけど、今どこにいますー？」


　純じゆん粋すいに自分を捜している声音だ。それはいいが、状じよう況きようがまずい。


　これは正しよう真しん正しよう銘めいピンチだった。玖里子なら目をつぶってくれそうなことでも、夕菜になるとそうはいかない。千早が浴室で自分が脱衣所。これは暴れるなと言う方が無理であった。


「え、えーとね」


　浴室から千早が喋しやべった。


「どこにいるのかは、ちょっと」


「そうですか……あ、山瀬さんの下着、洗濯しましょうか」


「い、いいよ。今は」


「今しないと駄だ目めですよ」


　和樹は下着を洗うとはじめて聞いた。しかしそのためには、脱衣所に入らなければならないではないか。


　窮きゆう地ちどころではなかった。もう駄目だ。阿あ修しゆ羅ら化した夕菜に殺される。


（し……式森君）


　千早が声を潜ひそめていた。


（あの……入ってきて）


（え！）


　和樹は跳とび上がった。夕菜に知られないように、こっそりと。


（だって隠かくれた方がいいでしょ）


（そりゃそうだけど……）


（だから早く）


　せっぱ詰つまっている。このままだと脱衣所の扉とびらが開いて和樹の命が危ない。入ったら……とりあえず命は無事だ。


（分かった。あの……山瀬さん、後ろ向いていて）


（それ、あたしの台詞せりふだよ……見ないから）


　和樹はガラス戸を開けた。注意しながら足を踏ふみ入れる。


　千早は浴槽に入りながら、確かに背を向けていた。両手で膝ひざを抱かかえ、うずくまった姿勢となっている。


（は……早く）


　和樹がガラス戸を閉めるのとほぼ同時に、脱衣所に夕菜と玖里子が入ってくる。


　彼は急いで背を向け、やはりうずくまった。目線は千早に向けないように注意。目の前にカランがあったので、親の敵かたきのごとく見つめる。


（山瀬さん、見ないでね……）


（見ないよ……やだなあ式森君。あたしをなんだと思ってるの）


（ごめん……）


　背後ではなにやら会話まで聞こえてきた。


「和樹いないんだっけ」


「え……ええ、見てません。すれ違ったのかも」


　玖里子の言葉に千早が返事をした。


「和樹ったら、どこ逃にげ出したのかしら」


「逃げたんですか……」


「あの子は危険への嗅きゆう覚かくが鋭するどくなってるのよ。きっとコンビニあたりでほとぼりを冷ますつもりよ。どうせ戻もどってくるんだけど」


　いつもの行動パターンに当てはめるのなら、まぎれもない事実であった。ただし今だけは違う。


「和樹さん、すっごい照れ屋なんですよ。わたし気にしないのに」


　みんなが積極的すぎるんだと和樹は心の中で呟く。夕菜はなにやらごそごそやっている。


　千早が言葉を返した。


「男の子だから、照れても当たり前だと思うんだけど……」


「和樹さんは弱気すぎるんです。もっと積極的になった方が、成績もきっとよくなります」


　さりげなく駄だ目め出しされていた。勉強に関しては反省。


「わたしなら和樹さんのためになんでもするのに……あ、こんなところに服しまったんですね」


　がたがたしているのは、籠を下ろしたのだろう。続けて夕菜が言う。


「下着、洗っちゃいますね」


「えーっと、まだ待って」


　千早がくぐもった声で言った。


「あたしが上がってからの方が」


「今洗ってもいいじゃないですか」


「気分の問題……」


　どんな気分なのだろうか。おそらくとっさに出た台詞だろう。とにかく夕菜たちには、早く退場してもらわなければならないのだ。


　まだ夕菜と玖里子は脱だつ衣い所にいる。せめて廊下に出て欲しいと和樹は願った。


（まずいよ、山瀬さん）


（うん……バレたらちょっと恥はずかしいね）


（ちょっとどころじゃないって。入っているところなんて見られたら）


（……「なんて」？）


　どことなく不満げな声音であったが、和樹は気がつかない。


　脱衣所では玖里子が「洗っちゃいなさいよ。ついでにあたしの服も一いつ緒しよに」なんて話している。夕菜が「下着と他の服は一緒に洗うと傷んじゃいます」と諭さとしていた。


　和樹は早く終われと神かみ頼だのみをしていた。しかしこんなときに限って、神様は留守らしく聞き入れてくれた気配がない。飲み会でもあるのだろう。


（ふあ……）


　疲つかれたように千早が漏もらす。


（……のぼせてきた）


（やややや山瀬さん!?）


　和樹は本格的に焦あせった。


（もう少し我が慢まんしてよ）


（このお風ふ呂ろ熱いから……ぼうっとしてきた。上がっていいかな）


（駄目だって！）


　和樹は焦った。ここで上がられては大変なことになる。主に自分が。もちろん千早も危険な目にあうわけで、ようするに二人とも大変なことになる。


「山瀬さん、どうしたんです？」


　夕菜だ。いきなり声がしなくなったので心配したのだろう。


「のぼせているんですか？　飲み物持ってきましょうか」


（飲みたいかも……）


（上がってからにして！）


（だから上がりたい）


（あ、いや、台詞間ま違ちがった）


　千早はなおも熱い熱いと呟つぶやいている。和樹も心臓の鼓こ動どうが速くなったので、湯船に浸つかっていないのに体温が上じよう昇しようしていた。


　また夕菜が声をかけてくる。


「山瀬さん？」


　今度こそ駄目かもしれないと、和樹は思った。裸はだかで男女同じ風呂だ。怒らない方がどうかしている。魔ま法ほうで焼き殺すくらいで許してもらえるだろうか。下手をするとバラバラにされて内臓を売り飛ばされるかもしれない。なんにせよ命はない。


「開けていいですか？」


「……あー、ごめん」


　千早がわりと元気な声で返事をする。


「のぼせたわけじゃないわよ。平気。飲み物は上がってからもらうから」


「ならよかったです」


　脱衣所からほっとしたような声が聞こえてきた。


「下着は自分で洗う。実家にある洗濯機と同じだから大だい丈じよう夫ぶ」


「分かりました。洗せん剤ざいは洗面台の下に置いてあります」


　そう伝える声がする。やがて女性二人が脱衣所から出ていく音がした。


　遠ざかるのを足音で確認して、和樹は大きく息を吐はいた。


「ふう……」


「あは。式森君、びっくりしたね」


　千早の言葉が背中から聞こえてくる。先ほどまでの熱がり方は微み塵じんもない。


「山瀬さん平気なの？」


「うん。熱いお風呂でも平気だから」


　ばしゃばしゃと水音がするのは、肩かたにお湯でもかけているのだろう。


「じゃあなんであんなこと……」


「だって式森君、あたしといるの嫌いやそうだったから」


「こんなところバレたら、山瀬さんに迷めい惑わくかかるのかなって思ったから……」


「あたし式森君に裸見られたことあるけど」


「……修学旅行？」


　確かにそうだ。別高校にいた千早と修学旅行先が一緒になり、事故で入浴中のところを覗のぞいてしまったのである。


「一回も二回も変わらないんじゃないかな」


「僕には大おお違ちがいだって」


「……ふーん」


　ざばっと上がる音がする。和樹はぎょっとした。


「待って待って。僕に先に上がらせて」


「えー、あたしのぼせちゃう」


「熱いの平気だって言ってたじゃん！」


「弱くなった」


　千早は湯船から出たものの、浴室からは出ようとしない。何故か立ち止まっていた。しかも和樹のすぐ背後に。
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「や、山瀬さん。早く出たら……」


「あたし、男の子の裸見るなんてはじめて」


「プールの授業あるじゃないか」


「ああいうのと違うから。なんか……色っぽいね」


　そんなことはいいから、早く出てよと和樹は思った。こうしているだけでも緊きん張ちようする。それにまた夕菜がきたらどうしようもない。今度こそ殺される。


「式森君、振ふり向く？」


「向かない！」


「……なんだ、つまんない」


　どこか不満そうだ。だからといって和樹は振り向いたりもしないのだが。


「じゃあ上がるね」


「洗濯は僕が上がって服を着てからにしてね」


「そこまで指定するかな」


「出られなくなるのやだから」


「はいはい。分かりました」


　ガラス戸が開く音がする。助かった。和樹はようやく緊張が解ける。ついでに顔でも洗おうかと考えた瞬しゆん間かん。


「えい」


　背中が温かくなった。千早が背後から抱きついたのだ。背骨を中心に、双そう球きゆうの感覚がくっきり。


　千早はしばらくそうして、浴室から出ていった。ガラス戸が閉まる。


　和樹はしばらくの間、動どう悸きが収まらなかった。





　　　　○





「……あんた。どこ行ってたの？」


「いや……」


「死にそうね」


　玖里子の台詞せりふに和樹はうなずいた。確かに心臓が止まりそうではあった。だましだまし動かしている実感はある。


「みんな風呂に入るけど、あんたどうする。順番かってに決めちゃったけど」


「いいです」


「じゃああたしの次で……」


「いえ、お風呂いいです。もう寝ねます」


　和樹はそう言い、階段を上っていった。背後からは「まった。一緒に寝る話……」との言葉が聞こえたが、気に留めなかった。


　さきほど千早にされたことを引きずっていた。そう言うと語ご弊へいがあるが、驚おどろいたことには違いない。彼女ならしそうにないことをされてしまった。玖里子ならまだしも。


　これを意外に思ったら失礼なのだろうか。よく分からない。


　あまり広くない自室に入る。もっと広い場所は女の子四人が寝ね起おきしている。そのため一人当たりの面積でいったら和樹が一番広かった。


　しばらくぼけっとしたあとに押し入れを開ける。布団を出した。いい匂においがする。夕菜がこまめに干してくれるのだ。こういうところは彼女に感謝している。ただし礼を言うと「妻として当然のことです」との台詞が返ってくるので、ほどほどにしているが。


　中央に敷しくとパジャマに着き替がえた。以前はＴシャツ一枚で寝ていたりしたが、最近はもっぱらこれ。小学生のときに戻もどったみたいだ。


　服を脱ぬいだあたりで顔が赤くなった。風ふ呂ろ場ばでのことを思い出したのだ。まだ背中に感かん触しよくが残っている。これはしばらく忘れられそうになかった。


　頭を思い切り振る。気にしないようにするべきだ。千早も冗じよう談だんでやったのだから。それにしては大だい胆たんだったが、そうしたい気分にもなったのだろう。なにかのお祝いに違いない。テストで百点取ったからお裾すそ分わけしたとか。


　それにしても、軽い気持ちであんなことをするのだろうか。今日以降、どうしても意識してしまいそうだ。


（考えないように、考えないように……）


　呟きながら電気をさっさと消す。布団に入った。


　心臓がどきどきしている。寝ているとよく分かった。いつもなら風呂上がりの身体からだが冷えてくると同時に眠ねむくなるのだが、今晩はそうなりそうにない。もしかしたら一晩中このままかもしれない。


　なんとか寝よう。しかし考えごとをしていると余計眠ねむ気けがどこかに行きそうだ。目をつむると浴室が浮うかびあがってくるのだ。ほとんど幻げん覚かくだ。


　ばたんと音がする。ついに幻げん聴ちようまでしてきたか。と思っていたら背中で物音。


「……わっ」


　誰だれかが布団に忍しのび込んできた。なんだなんだ。


「……和樹さん」


　夕菜の声だ。小さいが、はっきりと聞こえる。


「えっ……えっ!?」


　そういえば、最初は一いつ緒しよに寝る寝ないで揉もめていたのだ。夕菜と以前に同じようなことが起こったそのときに比べて、緊きん張ちよう感かんが段だん違ちがいである。


　夕菜はごそごそ入ってきたと思ったら、背中にぴったりと貼はり付いた。指先で背中を撫なでたりしている。


「……一緒の布団に入っちゃいました」


「ほ、他の人たちは……」


「いいんです。お風呂に入ってますから、わたしのことには気がつきません」


　つまり隙すきをついたということである。計画的にやっているのなら、かなりの策士だ。


「それよりもですね……」


　彼女は訊きいてきた。


「さっきお風呂にいませんでした？」


　和樹の背中から、尋じん常じようではない量の汗あせが噴ふき出した。




第四十一話　続　ｋｉｓｓ　７







　和かず樹きの心臓は止まりそうだった。健康体ではあるので心臓の強弱は気にしたことがないが、今は間ま違ちがいなく弱い方だった。止まるだけならまだしも、下手をすると爆ばく発はつしそうだ。そうなったら再び動かすこともままならない。


　今いるところは自分の布団の中。自宅にいるときからずっと布団派だ。ベッドはどうも寝づらくていけない。それに片付ければ部屋も広く使える。だから好きなのだが、こうやって布団に入っていると、コバンザメに引っ付かれているようなものであった。


　自分の背中には少女がいる。宮みや間ま夕ゆう菜なである。勝手に、と言っては語弊があるが、潜もぐり込んできたのである。そして和樹の背中にぴたりとついている。


　普ふ通つうならこれはラッキーとしかいいようがない。葵あおい学園二年生一番の美少女である。一緒の布団にいるなんて宝くじが当たるより幸運だ。このことを学校で吹ふい聴ちようしたら、さぞかし悔くやしがる男子が出てくることであろう。


　だが、夕菜は天使のような可愛い少女であるものの、今は鈍どん器きのような威い圧あつを感じさせていた。彼女は和樹にある質問をしたのである。そのことが、彼の背中を冷たいものにさせていた。


「……和樹さん？」


　夕菜が言った。


「は、はい……」


「どうだったんですか？」


「な、なにが……」


「ですから」


　夕菜は先ほどよりもゆっくりと言った。


「さっきお風呂にいませんでした？」


　和樹の心臓が「きゅっ」と音を立てた。噓ではない。彼は確かに聞いたのだ。この質問は、彼の精神と肉体に、多大なストレスをかけていた。


　事実だけを考えれば、質問の回答は「イエス」である。彼は確かにあの場所にいた。


　風呂の掃そう除じをしたあと、入ろうとしていた。もののついでというやつで、洗ったんだから一番風呂でもいいだろうと、軽く考えていた。しかしそんなことも軽く吹ふき飛ぶできごとに遭そう遇ぐうする。女の子が先に入浴していたのだ。


　入っていたのは山やま瀬せ千ち早はやであった。向こうも驚おどろいていたが、こっちも仰ぎよう天てんである。いくらなんでも、こんな目にあうとは互たがいに思っていない。まして千早はこの家のお客さんなのであった。


　問題はこのあと。夕菜がやってきたのである。服を脱ぬいでいた和樹は途と方ほうにくれ、千早の機転で浴室に隠かくれた。あとのことは推して知るべし。


　そんな感じで、和樹は大変な疲ひ労ろう感かんを覚えていたのである。だがそれも、夕菜の質問によって感じている余よ裕ゆうがなさそうであった。


「和樹さん？」


「……はい」


「どうしたんですか？」


　とがめるような口調ではない。いつもと同じような、明るい印象である。むしろ、勝手に布団に潜り込んできたためか、照れているような感すらある。


　和樹はなんと返答しようか考えたがいい答えが思いつかないので、時間を稼かせぐことにした。


「え、えと……なにが」


「ですから、お風呂にいたような気がしたんです」


「や、やだなあ……いないよ……なんで？」


「でも、あれ、和樹さんですよね？」


　汗がぶわっと噴き出す。


　気がついている。どういう理由かは定かではないが、恐おそらく夕菜特有の動物的勘かんによって察知しているのだ。あのときの和樹と千早のことを感づいている。


　これはまずい。なにしろ二人とも裸はだかだったのだ。千早に「痴ち漢かん」と騒さわぎ立てられてもある意味仕方ないのだが、今は夕菜だ。正直に話すと修しゆ羅らと化す。


　夕菜の意見としては「妻であるわたしをさしおいて、他の女とお風呂だなんて！」ということであるが、和樹からすると事故である。偶ぐう然ぜんがもたらした産物なのだ。女の子の裸が見たくてやったというのなら、とっくに実じつ践せんしている。この家では複数の女の子と同居しているのだから。


　しかしそんな理り屈くつはどうでもいい。とにかくこの窮きゆう地ちを脱だつ出しゆつしなければ。


「あのね……」


「はい？」


　背後からまだ殺気は発せられていない。だが、不ふ審しんには思っていそうだ。


「風呂には……あまり……」


「あまりってなんです？」


「ほら、僕ってお風呂はいると風か邪ぜひいちゃうから」


「毎日入っているじゃないですか」


　まったくだ。風呂かシャワーはなるべく使うようにしているのである。ずっと実践していて、今さら違ちがうと言ったところで信じてもらえるわけがない。


「でも、僕がいたなんて、そんな……」


「だって和樹さんですよね」


　完全にまずい。


　そしてごまかすネタも尽つきようとしていた。本当のことを言いそうになる。そして聞いた夕菜は怒いかりを爆発させ、家が破は壊かいされる。他の女の子たちは慣れているが、千早はどうなるのだろう。かすり傷くらいですむといいが。


「…………」


「和樹さん？」


　返事をしないものだから、夕菜の不審さが増している。このまま無言を貫つらぬいていても、いずれ怒りの回路と直結するだろう。


　追いつめられ、彼は決断した。


　くるりと向きを変えた。横になったまま、夕菜と正対する。


　彼女は突とつ然ぜんのことに、「きゃっ」と言っていた。薄うすいピンクのパジャマの胸元が開いていて、それほどでもない胸の谷間が覗のぞいていた。肌はだは透すき通るように白く、なんだか人形みたいだ。あらためて美少女なのだろうと思う。


　しかし和樹には、堪たん能のうしている余裕も恥はずかしがっている余裕もない。


「あ、あのね、夕菜」


「なんでしょう」


「僕は確かに、風呂にいたけど」


　ついに白状したと思った。下手をするとこのあたりで魔ま法ほうが炸さく裂れつする。


　しかしもう、止やめるわけにはいかなかった。


「あれはその……仕方ないんだ。事故なんだよ。そりゃ服も脱いでいたし、浴室にもいたけど……ああするしかなくて」


「…………」


「僕のせい……なんだけど、ほら、外に夕菜だけじゃなくて玖く里り子こさんもいたじゃないか。大事になると困るかなって思ったんだ」


「…………」


「それにその、山瀬さんが入って隠れてくれって言ったから。でも、なにかあったわけじゃないんだ。そりゃま、少しは見られ……も、もちろん僕の身体からだだよ。ちょっと山瀬さんには変なことも……いや……」


「和樹さん……」


　目の前の少女からは、「なにを喋しやべっているのかしら」みたいな感想が返ってきた。


「どうしたんですか？」


「……え？」


「いきなり浴室とか……当たり前じゃないですか」


　彼女は、まさにきょとんとしていた。先ほどまでの疑念っぽいものは、なくなっていた。


「お風呂、掃そう除じしていたんですよね。ありがとうございます。お客さんが来たんですから、わたしが洗おうと思ったんですけど、和樹さんにやってもらっちゃって、すみません」


　夕菜は恥ずかしそうに、礼を言っていた。


「あ……う、うん、そうなんだ。風呂はいつも僕が洗っているからさ」


　和樹の身体から、急速に恐きよう怖ふと緊きん張ちよう感かんが抜ぬけていった。


　夕菜は明らかに別のことを言っていた。千早が入る前の、掃除のことである。確かにあのときは風呂掃除をしていて、おかげでこんなことになったのである。考えてみれば掃除しなければピンチになることはなかったのかもしれない。


　だがそれはいい。とにかく、窮地を脱だつしつつあるのだ。


「やっぱりお客さんだからって、自分の習慣変えると気持ちが悪いから」


「そうですか……和樹さん、なんだか顔色よくなったみたいですね」


　夕菜が覗き込んでくる。


「さっきはなんだか真っ白だったような青ざめていたような……」


「そ、そんなことないよ。僕はいつも健康だって」


　あえて明るい声を出す。もちろん今にも死にそうだったのだが、そこまで正直に告白することもない。


「そうですよね。でも、山瀬さんがどうしたんです？」


　にこにこしながら訊きいてくる。


「さっき和樹さん……」


「なんでもないよ」


　声が裏返った。


「別になにもないって。きっと幻げん聴ちようだよ。山瀬さんのことなんか喋ってないから。本当」


「幻聴……」


「僕は普通に風呂洗っておしまい。それだけだよ」


「…………」


　夕菜の表情が疑念の色に変化しつつあった。まずい。せっかくごまかせたと思ったのに、しくじりつつある。いつもならなんとかなるシチュエーションなのだが、布団の中で至し近きん距きよ離りなのが、彼女の勘を鋭するどいものにしていた。


　そして、みるみる目つきが悪くなっていく。こんどは本気で疑っていた。


「……もしや」


「な、なんでもないって」


「和樹さ……」


　夕菜が布団を跳はね飛ばす勢いで、いきなり襲おそいかかろうとしたそのとき。


　部屋の扉とびらがばたんと開いた。


「やっぱりいた！」


「はしたないことを！」


「夕菜さん、抜ぬけ駆がけだー」


　風かぜ椿つばき玖里子、神かみ城しろ凜りん、栗くり丘おか舞まい穂ほの三人が雪な崩だれ込こんできた。女の子たちはそれぞれ、親の敵を見つけたか、バーゲンセールのダッシュかといった具合で駆かけ込んでくる。


「なんですか。邪じや魔ましないでください！」


　夕菜は当然のように受けて立った。


「ここはわたしと和樹さんの愛の巣です！」


「巣じゃなくて監かん獄ごくでしょう」


　そう反はん撃げきしたのは玖里子だ。頭がいいから、言葉もいちいちひねりが利いている。


「和樹が囚しゆう人じんで夕菜ちゃんが看守みたいなものよ」


「勝手なこと言わないでください！　誰だれにも邪魔する権利はありません」


「抜け駆けしておいて、よく言うわね」


「わたしが一いつ緒しよに寝ねるのは当然なんです！」


　この意見への異論は、各女の子が持っていた。玖里子に限ったことではない。


「そんな当然など、聞いたことがありません」


　凜が早口気味に言う。


「どのあたりが当然なのですか。夕菜さんのでっち上げにしか思えません」


「でっち上げだなんて、わたしがそんなことすると思うんですか!?」


「ならば訂てい正せいします。拡大解かい釈しやくです。夕菜さんが式しき森もりと、お、同じ布団に寝るなどと、どう考えても拡大解釈以外のなにものでも……」


「凜さんが、和樹さんと一緒に寝たいから言いがかりつけてます！」


「そうではありません！」


　剣けん豪ごう少女は顔を真っ赤にして刀の柄つかに手をかけている。どうかすると抜いて振ふり回しそうだった。夕菜も引く気配がなく、いつでも精せい霊れいを召しよう喚かんできる態勢を整えている。


　和樹はこの状じよう況きようになすすべがない。仲裁が苦手なのも確かだが、眼前で武力衝しよう突とつがはじまりそうなのである。普ふ通つうの人間がやることは、割って入るのではなく避ひ難なんだ。


　そしてごそごそした感かん触しよくに、危うく跳とび上がりそうになった。


「わっ!?」


「にゃー」


　端はしからヘアバンドつきの丸い頭が出てくる。猫ねこ語ごを発したのは舞穂だった。いつの間にか、和樹の布団に潜もぐり込んだのである。


　舞穂は自分の身体を和樹にこすりつけていた。


「和樹君、舞穂と一緒に寝よう」


「ね、寝るって……」


「舞穂と二人で××××で××××××なことをして、もっと××に……」


「待った待った！」


　和樹が急いで少女の口を押さえる。いつものエロワードだが、状況が状況だけに冗じよう談だんにならない。


「変なこと言わない！」


「むが。だって××××××なことは男の子が大好きだから、×××……」


「駄だ目めってば！」


　この状態に、当然夕菜も目をつけた。凜との言い争いを中止して、布団を引っぺがす。


「舞穂ちゃん、なにをするつもりなんですか！」


「んとね、××××……」


「内容を聞きたいんじゃありません！」


　夕菜が台詞せりふを遮さえぎる。舞穂は不満そう。


「えー、夕菜さんも入れて３Ｐにする？」


「なっ、なにを言ってるんですか！」


「じゃあ玖里子さんと凜さんも交ぜることにして……」


　このあたりで残りの二人も舞穂に飛びかかった。よってたかって小さな身体を押さえ込み、声が外に漏もれないようにする。


　舞穂は小さく「もがもが」と言っていたが、やがて誰にも聞こえなくなった。


「とにかくですね……」


　夕菜が気を取り直す。


「今晩は、わたしが和樹さんと一緒に寝るんです！」


「だから、誰がそんなこと決めたのよ」


　と玖里子。


「どう考えたって抜け駆けじゃない。こういうのは年上から順にするべきよ」


「そしたら玖里子さんが一番になっちゃいます」


「当然。夕菜ちゃんは、別の機会にして」


　そして玖里子も舞穂のように布団に入り込む。


「さあ和樹、一緒に寝ましょうね。あたしたちの愛をみんなに見せつけて……」


「駄目です！」


　やはり夕菜が足を摑んで引きずり出す。玖里子は両手を伸のばした形でずるずる引っ張られていった。


「やめて夕菜ちゃん」


「誰がやめますか」


「あたしは和樹に用があるのよ」


「用だったらわたしにだってあります。だいたい、和樹さんにお風ふ呂ろの話が聞きたくて……」


　そこで夕菜は、はっとしたようになった。


「そういえば……和樹さん？」


「……なに？」


「さっきの話ですけど……」


　和樹は質問を最後まで聞く必要がなかった。とっくに気づいていたのである。そして、せっかく夕菜の気がそれたのに、また元のところに戻もどろうとしていることに恐怖していた。


「山瀬さんとお風呂のことって……」


　ぐっと迫せまってくる。瞳ひとみの中で怒いかりの炎ほのおが燃え上がろうとしていた。


　とっさに和樹は声を上げた。


「うわー、夕菜ー、なんてことをー」


　ややわざとらしく、後ろにひっくり返る。


「やめてー」


「和樹さん、なにをごまかそうと……」


　夕菜が追つい及きゆうを続けようとするが、そこを玖里子が捕つかまえた。


「ちょっと、またそうやって抜け駆けしようとする！」


「夕菜さんは悪わる知ぢ恵えが回りすぎるー」


　玖里子と、いつの間にか自由になっていた舞穂に夕菜は押さえられた。そのまま、部屋の外に連れて行かれようとする。


「油断も隙すきもないわ。危険人物は隔かく離りしておきましょう」


「一階に連れて行こー」


　背の高い女性と低身長の少女によって、夕菜は部屋から廊ろう下かへと出されていく。彼女は最後まで「待ってください、和樹さんが山瀬さんと……」と抵てい抗こうしていたが、その声も聞こえなくなっていった。


　階段を下りる足音。和樹は我が身の安全を確認し、大きくため息をついた。


「ふう……」


　ほっとする。夕菜の夜ばいプラス怒りの追及という最悪のコンボから逃のがれられたのである。他の女の子がやってきたので混乱したが、安全に必要なコストだったと割り切るしかない。


「やれやれ」


　もう一度ため息をつく。すると、


「男のため息はさまになるものではない」


「わっ」


　すぐ横から声がして、和樹は跳び上がりそうになった。


　冷ややかに見つめていたのは凜だった。


「なにを驚おどろいている。私だっていただろう」


「い、いや……凜ちゃんもてっきり下に行ったのかと」


「あのまま私も、玖里子さんと舞穂ちゃんにつきあっていたら、そうだったろうな。途と中ちゆうから加わらないようにした」


　そうなのか、と和樹は思った。この剣豪少女は物事から一歩引くタイプではないが、妙みように冷静なときがある。今がそうなのだろう。


　凜はひとつ、咳せき払ばらいをした。


「ま、座れ」


「……うん」


　布団の上に正座する和樹。凜は彼の正面に、やはり正座した。


「あ、凜ちゃん。足痛かったら座布団持ってくるけど」


「いらん。正座は慣れている……こういうときは優しいのだな、お前は」


「そうかな」


「今はいらない。それよりも、だ」


　剣豪少女があらたまる。なにやら武ぶ闘とう家と対面しているようにも感じられた。


「さきほど夕菜さんが言っていたこと、あれはなんなのだ？」


「……なにが？」


「風呂と、山瀬さんのことだ」


「え……」


　和樹は動どう揺ようする。まさか凜がそんなことを訊きいてくるとは思わなかった。


「なんのことだろう……」


「とぼけるな。夕菜さんは腹を立てる寸前だった。お前がなにかしたな」


「夕菜はすぐに怒るから」


「……それはそうだが、理由はちゃんとある。あの人は根こん拠きよもなく……薄うすいことが多いが……とにかく根拠なしで腹を立てたりはしない。なにをしたんだ」


　凜の口調ははっきりしていた。


　和樹はどぎまぎした。怒りにまかせて追及してくる夕菜とは違ちがい、凜はもっと静かで冷静である。休日は魔ま物もの相手に切ったはったをしているためか、窮きゆう地ちになると落ち着いてくる。もっとも本当のことを告げたら、怒りまくって斬きりかかるかもしれなかった。そして彼女の脇わきには日本刀が置かれている。


「えーと……」


　例によって彼は、時間を稼かせごうとした。


「なんなのだ」


「なにかあったってわけでも……」


「ごまかすな。山瀬さんがどうした」


「あ、あのね……」


　凜の目が徐じよ々じよに細くなっていく。


　和樹は舌が回らなくなりつつあった。





　　　　○





「もうっ、離はなしてください」


　その言葉通り、玖里子が摑んだ手を離した。夕菜はふっと息を吐はいて、皺しわになったパジャマを伸ばした。


「なんですかもう。玖里子さんはいつもわたしのことを邪じや魔まするんですね」


「邪魔もなにも、夕菜ちゃんが抜ぬけ駆がけをするからよ」


　玖里子は呆あきれ顔がおだ。舞穂もうんうんとうなずいている。


「夕菜さんはいっつもそうだー」


「当然の権利じゃないですか」


「違うと思う」


「違いません」


　憮ぶ然ぜんとする夕菜。彼女の脳内では行動に矛む盾じゆんがない。和樹を理由に行動するのは、全て正当な行こう為いなのだ。


　聞いていた玖里子は呆れ果てていたが、ふと我に返った。


「そういえば、千早がどうとかって言ってなかった？」


「あ、そうでした」


　夕菜も気づく。


「なんだか和樹さんが、山瀬さんのことを持ち出したら動揺したんです」


「あの子、いつだって動揺してるじゃない」


「そうなんですけど、なにか後ろめたいことがありました。絶対です」


　断言する夕菜。彼女の勘かんは恐おそるべきところがある。こと和樹の問題になると、ちょっとした仕草から息づかい、体温の変化すら感じ取るのだ。それらを全て「異変」として察知する。これがいい方向に転がると風か邪ぜの引きかけを注意することになり、悪い方向では焼き餅を炸さく裂れつさせる。


　今は当然後者だった。


「きっとお風呂でなにかあったんです。山瀬さんとの間でなにか……」


「どんなことよ」


「多分……いやらしいことです。口にするのも恥はずかしいような……」


　夕菜の声は、急速に低くなっていった。


　玖里子のこめかみに、一筋の汗あせが流れる。慣れきっている彼女といえど、この圧あつ迫ぱく感かんにはある種の恐ろしさを感じていた。舞穂は「いやらしいことって、××××が××で」と喋しやべっていたが、これは無視の範はん疇ちゆう。


「……もし、山瀬さんと本当にいやらしいことしていたなら、もう浮うわ気き者なんてものじゃ……」


「あたしがどうしたの？」


　廊下から声がかかる。千早が顔を出していた。


　彼女はパジャマに着き替がえていた。サイズはちょうどよく、なかなか似合っている。


　玖里子が、無む邪じや気きな様相の千早を見て、「危険ね」という顔をした。


「あー、千早。もうちょっと夕菜ちゃんが落ち着いてからの方が……」


「どうしたんですか？」


「山瀬さん」


　夕菜がつかつかと接近した。うっすらと、凶きよう暴ぼうなオーラをまとっているようにすら見える。


「な……なに？」


　千早はたじろいでいた。


「和樹さんとなにかしましたね？」


「え……」


「お風ふ呂ろです。なにがあったんですか」


　千早は蛇へびに睨にらまれたカエルのように、その場から動けなかった。


「べ、別になにもないけど……」


「そんなことありません。いつもの山瀬さんと違って動揺してます」


「だって宮間さんが顔を近づけるから……」


「そうしなければ答えませんよね？　さあ教えてください。和樹さんとの間でなにがあったんですか」


　夕菜の迫はく力りよくに、千早はすでに抵抗する気力をなくしていた。





　　　　○





　観念した和樹は、全て白状した。


　風呂で裸はだかのまま千早と遭そう遇ぐうしたこと。一いつ緒しよに浴室にいたこと。そして胸を押しつけられたこと。


　凜は黙だまって聞いていた。最初は冷静だったが、「胸」のあたりではさすがに激げつ昂こうしていた。


「なにを考えているんだ、お前は！」


「いや、やったのは山瀬さんで……」


「男のお前が遠えん慮りよしろ！　高校生の男女が裸で風呂になどと……！」


「あれは偶ぐう然ぜん……」


「ふしだらにもほどがある！」


　顔が真っ赤になっている。彼女は左手で日本刀の鞘さやを摑み、右手で柄つかを握にぎりしめていた。恐らく無意識のうちにやっているのだろうが、今にも抜きそうだ。なにしろ中ちゆう腰ごしで、もう居合いの構えだ。


　和樹としては、「やっぱり怒られた」という気分で一いつ杯ぱいである。そして身に迫せまる恐きよう怖ふ。


　が、そこで凜は、腰こしを下ろした。


「まったく……あきれてものも言えん」


「はあ……」


　言ってるじゃないか、と口にしたらまた怒られそうなので黙っていた。


「山瀬さんもなにを考えているのだ。男を風呂に招き入れるなんて、夫婦であろうと慎しん重ちようになるべきなのに」


　凜は日本刀を元の位置に戻もどした。


「葵あおい学園もここまで倫りん理りが乱れたか。嘆なげかわしい」


「…………」


　恐る恐る、和樹は凜に訊いた。


「あの……凜ちゃん、怒らないの？」


「なにが」


「いつもなら刀で僕を斬ろうとするじゃないか。もうなますみたいに切り刻むんじゃないかって」


「斬って欲しいのか」


「そういうわけじゃないけど」


　眼前の剣けん豪ごう少女は男女関係のモラルに厳しい。一いつ般ぱんの女子高校生よりもかなりハードルが高いのだ。手を繫つないだり、たまたま身体からだが触ふれただけでも目くじらをたてる少女である。これは家のしつけというより自然にそうなったらしく、特訓に明け暮れた九州の本家ですら、ここまで厳しい人間はいないらしい。


　なのに、今は落ち着いている。呆れているというより、なんだか悟さとりを開ひらいたようでもあった。


「……凜ちゃん、怒ってないの？」


「なにを言い出す」


「いつももっと、怒るから」


「お前に必要以上腹を立ててもしょうがない。精神を落ち着かせれば、外部からの刺し激げきに乱されることもない」


　そう言いながらも、細かく日本刀の置く位置を直すあたり、まだ悟りきっていないのだろうか。


「まあ座れ」


「いや座ってるけど」


「ところでお前は、玖里子さんと、あー、接せつ吻ぷんしたそうだな」


「せっぷん？」


「キス……のことだ」


　剣豪少女の頰に、赤みが差した。


　和樹は正直に答えていいものか悩なやんだが、もうばれているので認めることにした。


「えーと、はい」


「それは……どうだった？」


「どうってなにが？」


「だからその……か、感かん触しよくとかだ」


　凜はいささか口ごもり気味だった。頰も赤みどころではなく真っ赤になっている。


　それは和樹も同じだった。最初の玖里子とのキスは事故みたいなものだったし、とっさのことで覚えていない。それは半分で、忘れていても、不意に生々しさが蘇よみがえることはある。


　しかしそれをどう解説したらよいのだろうか。説明できる方がおかしくないか。


「どうなのだ……」


　また凜が訊きいてくる。


「分からないよ」


「そんなことあるか。お前が経験したことだろう」


「だって僕だって……その、はじめてだったし」


「お、お前ははじめてだったのか。それを玖里子さんが……」


　ほんの少しだけ凜は悔くやしげな顔をした。すぐに元に戻る。


「ま、まあ、分からないならそれでもいい」


　凜が咳せき払ばらいした。和樹はその態度に、ちょっとした違い和わ感かんを覚えた。


「でも、どうしてキスなんか……」


「いや、ま。実はな」


　剣豪少女がなにやらそわそわする。


「剣けん道どうでもそうなのだが、やはり素す振ぶりだけでは分からないことがある。実際に試合に出てはじめて得るものがあるのだ。勝負勘というのはそうして培つちかわれる」


「うん……？」


「玖里子さんばかりに経験を高めさせるのもあれだ。もちろん年上の女性として尊敬はしているが、やはりライバルでもある。だから、わ、私もだ……」


「なんのこと？」


　和樹は首をひねった。はてさて、この少女はなにを言わんとしているのか。いつもならもっと、はきはきした喋り方を好むのだが。和樹が曖あい昧まいなことを言うと、「しゃんとしろ」と叱しかることも多い。


　しかし今はなんというか、もじもじして弱気な少女のようであった。


「つ、つまりだ……私も経験の必要があるということだ」


「剣道のこと？」


「馬ば鹿か。誰だれが剣道の話などしている。いや、したか……それはいい。もっと別の経験だ」


「別って……？」


「だからだな、私と……その接吻……」


「は？」


「キ……」


「ああ、もう！」


　突とつ然ぜん凜は大声を出した。


「キスをしろと言ってるのだ！　分からんやつだな！」


　いきなりのことに、和樹は真後ろに転てん倒とうしそうになった。


　今までは曖昧すぎて理解できなかったが、こうまで断言されてはとぼけることすらできない。


　和樹の頭の中で「キス」という単語がぐるぐる回る。なんで凜がそんなことを言い出したのか。どうしてこんな展開になったのか。もう夜だというのに。


　剣豪少女はほんの少しだけ冷静さを取り戻していた。


「お、驚おどろいたかもしれないが、そういうことだ」


「なんで……」


「なんでとは失礼なやつだな。理由がいるのか」


「だって凜ちゃんいつも、僕に怒るっていうか注意するから。キスなんて絶対しないものとばっかり」


「だ、だから言ってるだろう。経験なんだ。経験を積んだものが一番偉えらい。も、もちろん誰だっていいわけではなくて、好意を持った男子の方が私だって……」


　台詞せりふの最後はごにょごにょして、分かりづらかった。


　しかしそれでも、凜がキスを求めていることだけは理解できた。というか、ここで分からなければ病院でＣＴスキャンを撮とるべきである。


　とはいえ、和樹におろおろするなというのも、また無理な話である。


「キ、キスなんて……どうしよう……」


「どうもこうも、お、お前はもう経験しているだろう」


「そうだけど、あれは事故みたいなものだったから……」


　そこまで言ってから、彼は恐おそる恐る凜に言った。


「ねえ……またにしない？」


「ま、またなんて機会がそうそうあるとは……そ、それに……あー、お前と山瀬さんの間に起こったことが、夕菜さんの耳に入るかもしれないぞ」


「ぼ、僕を脅きよう迫はくするの!?」


「人聞きの悪いことを言うな。可能性の話だ。ともかく、平へい穏おん無事にすませたければ……私とキスをするのがいい……はずだ」


「そうなのかなあ……」


　どうも理り屈くつの正しさがどこにあるのか、摑めなかった。


　凜はきちんと正座している。和樹も正対してやはり座っていた。違ちがいは布団に乗っているかいないかである。なんだか囲い碁ごか将しよう棋ぎをするみたいだ。


　そして彼女は照れているものの、瞳ひとみは極めて真ま面じ目めである。


「だ、だから……私と……しろ」


「どうやって？」


「……私も知らないが。玖里子さんのときと同じようにすればいいんじゃないのか」


「あれは壁かべが倒たおれてきたり、色々……」


「それは……ここでは地じ震しんでも起こらない限り無理だな」


「本当に地震が起こったんなら避ひ難なんしないと」


「そうだな」


　実に変な会話である。当人たちはそれなりに真面目なところが余計におかしい。


「とにかく、私とキスをするんだ」


「んー……」


「早く」


　口調が殺気を帯びてきたので、彼はつい「はい」と返事をした。


　正座したまま、剣豪少女ににじり寄る。凜はずっと背筋を伸のばして座っていた。


　二人には身長差があった。なので近くまで来ると、和樹が凜を見下ろす形になる。座った姿勢でもそれは変わらない。


　彼女はかすかに上を向いた。


「これから、どうしたらいい？」


「えっとね……恥はずかしいから、目をつむるといいんじゃないかな。僕もそうするから」


「それではなにも見えなくなるぞ。お前は唇くちびるの位置が分かるのか？」


「……分かんない。外れるかもしれない」


「経験者らしく、ちゃんと修正しろ。犬じゃあるまいし、いきなり鼻を舐なめられたりするのはごめんだ」


「あまり自信ないなあ」


「やってみるしかないだろう」


「練習とかないのかな」


「それがキスの欠点だろう。剣道だって普ふ段だんの素振りがものをいう」


　なんの話をしているのか、二人ともだんだんと分からなくなっていた。どこに重点を置きたいのか。


「じゃ、じゃあ目をつむるぞ」


　凜が軽く目を閉じた。


　和樹はどきっとした。彼女はよく「日本人形のよう」と評されている。当人は嫌いやがっているが、まさにそんな感じだった。切り揃そろえられた髪かみの毛や整った顔立ちが、美しさを際だたせている。
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　鼓こ動どうが大きくなっていく。


「ぼ、僕から近づくのかな」


「そういうものではないのか」


「凜ちゃんからでも、悪くない……のかも」


「で、では、お前も目をつむれ」


　和樹は言われたとおりにした。


　唇の気配がする。近寄っていた。ただし下から。


　凜の唇はしばらくうろうろしたあと、鼻にくっついた。あたたかく、確かに犬みたいだ。


「そこじゃない……よ」


「そ、そうか」


　今度は下方向に動き、恐こわ々ごわだが、唇同士が重なった。


　和樹は凜の唇を感じていた。ぴったりくっついているのではなく、微かすかに触ふれている程度だ。それでもキスには変わりなく。二人はそのままの姿勢で硬こう直ちよくしていた。


「……式森」


　キス中なので、「ひきもり」と聞こえる。


「キス……したな」


「そうだね。したことになるね……」


「何分くらい、こうしていればいいのだ」


「さあ……？　お互たがいが納得したらでいいんじゃないかなあ」


「もっと時間で区切ってくれないと分かりづらい。剣道の試合だって制限時間というものがある」


　なるほど確かにと和樹は思った。こういうのは、いつからはじめてどこで終わらせるのかが難しい。世の恋れん愛あいハウトゥ本に、ちゃんと平均時間を載のせて欲しいものだ。それかＮＨＫで特集するか。


「じゃあ……そうだね、いっせーのせで離はなれようか」


「うむ。けどもう少し……」


「ん？」


「いや、なんでも……それでいい」


　唇を軽く触れさせたまま、奇き妙みような会話が続いている。無論、当人たちは大真面目だ。


　和樹は鼻で呼吸をしたまま言った。


「いくよ。いっせーの……」


　せ、と言おうとした瞬しゆん間かん。


　部屋の扉とびらが大きな物音を立てた。
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　大きな物音というのは控ひかえめな表現で、実際は轟ごう音おんに近かった。なにしろ扉が弾はじけ飛とんだのだ。知らない人が見たら、ガス爆ばく発はつかと思ったことだろう。その感想はそれほど外れていない。


　扉を破は壊かいしたのは魔ま法ほうによるもので、自宅であろうとここまで遠えん慮りよしないのは、一人しかいなかった。


「和かず樹きさん！」


　怒いかれる少女、宮みや間ま夕ゆう菜なは部屋の入り口で仁王立ちをしていた。背後には風かぜ椿つばき玖く里り子こ、栗くり丘おか舞まい穂ほもいる。「いる」というより「従っている」みたいで、夕菜はまるで山さん賊ぞくの頭目だった。奥には山やま瀬せ千ち早はやの姿もあるが、彼女の場合は山賊に捕つかまった村むら娘むすめそっくりだ。


　夕菜の身体からだの周囲には、小さな光点がしきりと飛び回っている。彼女の怒りに影えい響きようされ、精せい霊れいたちが騒さわいでいるのだ。


「なにをしたんですか！」


　怒ど声せいが室内の隅すみ々ずみまで響ひびき渡わたる。


　怒られている相手、式しき森もり和樹は部屋の反対側で転がっていた。さきほどの衝しよう撃げきでもんどりうって倒たおれたのだ。隣となりでは神かみ城しろ凜りんが、同じように転てん倒とうしている。剣けん豪ごう少女は運動神経が優れているのだが、突とつ然ぜんのことに対応できずごろごろ転がった。


「全部聞きました、どういうことです!?」


　和樹はかろうじて顔だけを夕菜に向けた。


「え、えーと、なに？」


「なにじゃありません。なにをしたのかわたしが訊きいているんです！」


　彼女の怒りを真正面から受け止めながらも、和樹は頭の一部が冷静に動くのを感じていた。夕菜は「している」ではなく「した」と言っている。つまり直前まで凜とキスしていたことで怒っているのではないらしい。もっと別の理由があるようであった。


　和樹は呼吸を整え、ゆっくり身体を起こす。あまりに怒られ慣れしたものだから、いい加減度胸もすわる。


　なんとなく正座をした。


「したって、なにを？」


「とぼけないでください。山瀬さんのことです！」


　ああ、あのことかと彼は思った。と同時に、背中に汗あせが噴ふき出すのが分かった。千早のことなのだから、風ふ呂ろ場ばの一件にきまっている。そしてあれは、ある意味、凜とのことよりも過激なのであった。


「や……山瀬さんがなにを？」


「お風呂場でなにをしたんですか!?」


「特に……なにも」


「ばっかり！」


　夕菜の怒りは収まらない。元より感情の導火線が短く、しかも爆発は延々続くタイプである。


　彼女は和樹に近寄った。和樹の頭の中では、ゴジラが町を破壊しながら接近してくる光景が映し出された。


　可愛らしいが怒りに満ちた顔がアップになる。


「お風呂に和樹さんも入っていたんですね？」


「えーと……」


「とぼけても無む駄だです。全部聞きました」


「え……」


「山瀬さんが全て白状しました」


　見ると、扉のなくなった入り口付近で、千早が申し訳なさそうにしている。顔を下に向け、脱だつ力りよく感かんにさいなまれているようでもあった。


　夕菜の態度はもちろん対照的。


「和樹さんは山瀬さんと一いつ緒しよにお風呂に入ったんですね!?」


「い、いやあれは……なんていうか事故……」


「男の人と女の子が一緒にお風呂なんて、そんな羨うらやましい事故がどれだけあるっていうんですか！」


　もっともな怒りである。常識的に考えて、起こるわけがない。和樹も誰だれかクラスメート、たとえば仲なか丸まるあたりがそんな目にあったと聞いたら、笑うか馬ば鹿かにしたことであろう。


　だが事実そうなのだ。様々な偶ぐう然ぜんが重なり、和樹は千早と風呂を共にしてしまったのである。


「そこでなにをしたんですか？」


　夕菜は腕うで組ぐみをしている。和樹は正座。何故か隣では凜まで正座していた。迫はく力りよくに負けたのであろう。


「入って……それから出たんだけど……」


「とぼけるのはなしです」


　と夕菜。


「入っている間になにがあったんです？」


「なにもなかった……わけじゃないんだけど」


　和樹はとうに観念していた。最後まで否定するのも戦術としてはありかもしれないが、千早が白状している以上無駄な抵てい抗こうである。しかし全てを語って死ぬのも御ご免めんである。なるべく真実に沿いつつ、夕菜の怒りを防ぐような言い訳をしなければならなかった。


「こう……なるべく山瀬さんの方を見ないようにしながら……風呂場で……」


「なんで入るんです!?」


「だって最初は山瀬さんが入っているなんて分からなかったから……！　夕菜が来て慌あわてちゃって……」


「わたしのせいなんですか？」


「違ちがうけど」


　即そく座ざに否定する。下手に肯こう定ていしたら文字通り首が飛ぶ。


「それで……まあ……二人でお互たがいを見ないようにしながら風呂場でじっとして、あがったんだけど……その程度のことで……」


　声が小さくなる和樹。夕菜が目線を全くそらさずに訊く。


「それだけですか」


「……その」


「なにかあったんじゃないんですか」


「あのね」


「胸を押しつけられたのだろう」


　そう言ったのは和樹ではなく、凜だった。


「山瀬さんが式森の背中に抱きついたのだな」


「り、凜ちゃん!?」


「私はお前から聞いた」


　剣豪少女はどこか冷ややかに喋しやべっていた。どちらかといえば彼女も夕菜の怒りを被かぶる立場なのだが、今はむしろ、和樹に話の矛ほこ先さきを向けていた。


「嬉うれしそうだったな」


「う、嬉しいだなんて……！」


「ほう、嬉しくなかったのか。山瀬さんも気の毒だ」


「り、凜ちゃん……いつもと違う……」


「私は普ふ通つうだ」


　凜はそう答えた。いままでの凜だったら夕菜と別の意味でストレートに感情を表すのだが、かなり冷静であった。もしかすると、直前まで和樹としていたことが関係しているのだろうか。


　夕菜は二人のやりとりをあまり聞いてはいなかった。


「つまり和樹さんは山瀬さんと裸はだかで抱き合ったんですね」


「それはかなり事実と違う……！」


「服を着たままお風呂に入る人はいません！」


　事実だからたちが悪い。


　彼女の瞳ひとみの奥はめらめらと、まるで火力発電所のように燃えさかっていた。うっかり眺ながめているとこっちまで発火してしまいそうで、いっそ発電に生かせばいいのにと余計なことまで考えたくらいだ。そしてこの発電所の火を落とす方法は、多分ない。


　和樹はすでに、頭の中で遺言をしたためていた。夕菜は死し刑けい執しつ行こう人のようなオーラすら漂ただよわせている。


「和樹さんは、山瀬さんとお風呂に入っていたことを認めるんですね」


「……うん」


「裸だったことも」


「……うん」


「抱き合ったことも」


「それは……ちょっと違っていて」


　和樹はぽつりぽつりと、容疑者が犯行を自白するように喋っていた。


「僕は背を向けていたんだ。なにも見ないようにして。そうしたら山瀬さんが風呂から上がって──このときも見なかったよ──僕に近寄って、背中にこう、ぎゅっと……」


　ついに言ってしまったと、和樹は思った。まぎれもない本当のことである。剝き出しの胸を、背中に感じたのだ。人生初体験。


　恐おそらく夕菜は怒り狂くるうことであろう。和樹は爆ばく死しか焼死か轢れき断だん死か、どれにせよろくなことにはならない。来年のカレンダーは必要なさそうだ。


　だが夕菜は、和樹に制裁を加えようとはしなかった。


「噓はついていないようですね」


「……？」


「山瀬さんから聞いたときと同じです。これで噓までつかれちゃったら、どうしようかと考えてました」


「……えーと、夕菜、もしかすると怒ってない……？」


「馬鹿なこと言わないでください！」


　いきなり、夕菜の周囲を漂っていた精せい霊れいが集結をはじめる。感情の高ぶりに、敏びん感かんに反応したのだ。


　ごおっと轟ごう音おんがして、室内の空気が回転をはじめた。


「裸でいたことには変わりありません！　浮うわ気き者！」


「うわーっ、やめてー！」


「和樹さんはどうしてわたし以外の女の子とばかり、そんなことをするんですか!?」


「なんとなくっていうか、偶然なんだって！」


「ずいぶん都合のいい偶然ですね！」


　和樹はたまらず畳たたみに伏ふせていた。頭上では夕菜の魔ま法ほうが精霊を暴れさせ、ミニ竜たつ巻まきを発生させている。洗せん濯たく機きの中みたいになっていて、鉛えん筆ぴつやらノートやらがくるくる回転していた。


　横では凜も同じように伏せており、夕菜と共にやってきた舞穂、玖里子も伏せている。


「やーめーてー！」


「誰がやめますか！」


「助けてー！　なんでもするからー!!」


「なんでもするんですか!?」


「する、するって！」


「分かりました」


　ぴたりと暴風が止まった。それまで荒あれ狂っていた精霊の群れは、ちりぢりになってどこかへ行ってしまう。


「なんでもしますね？」


「はい」


「本当に？」


「うん……？」


「じゃあですね」


　夕菜はいつもの、葵あおい学園一とも呼ばれる微笑ほほえみを浮うかべて言った。


「わたしと一緒にお風呂に入ってください」


「ええー!!」


　和樹は文字通り飛び上がった。


　ここ数日、台風みたいな出来事が起こって、やっと終わると思ったら風呂である。夕菜とは布団の中で、ちょっと危ないことが起こりそうになっていた。ようやく通りすぎたはずなのに風呂とは。さっき入ったのに、という少しずれた感想まで頭に浮かんだ。無駄だと考えつつも抗こう議ぎをしてみる。


「あ、あのね、夕菜」


「なんです？」


「お風呂って……僕はもう浴室には一応入って……」


「山瀬さんとですよね」


「う……」


「わたしとは入っていません。だから入ってもいいと思います」


　彼女にとっては「いい」かもしれないが、和樹にとっては「ちょっとあれ」なのだ。千早とのときだって心臓がリンゴ・スターのドラムみたいに鳴っていたのに、夕菜とだったら破は裂れつするのではないだろうか。


　なにしろ浴室というのは密室であり、服を着ていないのだ。なにが起こるか、想像するまでもない。


「これでわたしたち、結ばれるんですね」


　少し照れたように、ほんのりと頰を染めて夕菜は言った。


　驚おどろいたのは和樹だけではなかった。他の女の子たちも同様である。


「ちょっと、夕菜ちゃん!?」


「夕菜さん、本気ですか!?」


「み……宮間さん……」


　玖里子と凜だけではなく、千早まで口走ったのだから、相当驚いたのだろう。例によって舞穂だけは「それって××××で二人の××が」と騒さわいでいるが、体よく無視されていた。


　夕菜はさも当然みたいな顔をしていた。


「だって山瀬さんが和樹さんとお風呂に入ったんですから、わたしも入らないと不公平です」


「それって不公平なの……？」


　千早は思わず呟つぶやいていた。


「夕菜ちゃん、なんかそれおかしくない!?」


　そう叫さけんだのは玖里子だ。


「おかしいって発想がおかしいです。和樹さんはなんでもするって言いました」


「だって一緒に風呂なんて、和樹を無理矢理承しよう諾だくさせたみたいで……」


「狙ねらってましたから」


「狙って……あんた、もしかしたらわざと暴れていたの？」


「あらいけない」


　夕菜は口を押さえた。しかしまったく悪びれる様子がなかった。


「そのことは置いておきます。つまりこれからはわたしと和樹さんの時間です」


「なにそれ!?」


「和樹さんと玖里子さんとのことも、目をつむりますから」


　玖里子は言おうとしていた文句を呑のみ込んだ。もしかしたら、この髪かみを二つに縛しばった少女は、全て知っているのではないか。一時的に記き憶おくを失ったというのも、機会をうかがうための演技では。


　夕菜はにこやかにしているだけで、そのあたりのことをおくびにも出さない。


「凜さんも」


　剣けん豪ごう少女の方を振ふり向く。


「和樹さんとなにをしたかは聞きません」


「そ……そうですか……」


　さしもの凜も言葉がたどたどしい。自身に後ろめたさがあるため、強く出られなかった。玖里子と同じような疑念に支配されているということもある。


「とにかく、和樹さんはわたしとお風呂に入るんです」


　そして彼女は和樹の腕うでを摑み、引っ張ろうとしていた。


　彼は茫ぼう然ぜんとして、なすがままになっていた。人間予想外のことが起こると脳がオーバーフローを起こして動けなくなることがあるが、和樹がまさにこれだった。夕菜が暴れることには十分な耐たい性せいはあっても、色っぽい不意打ちにはまだ慣れていなかった。


　ずるずる引きずられていく。


「ちょっと待ちなさいよ」


「待ってください！」


「にゃー、舞穂も一緒に行くー」


　ここでようやく玖里子と凜が立ち塞ふさがろうとした。舞穂はついていこうとしている。


　夕菜はとがめはしなかった。ただにこりとしただけ。


「どいてください」


「え……」


「いや……」


「どいてください」


　二人はたじろぎ、道をあけていた。笑顔の裏にある強固な意志に押されたのである。言い換かえれば、邪じや魔ましたら殺されると感じたから。


　そして彼女は、操り人形になっている和樹の手を引きながら、階段を下りていく。まだ浴よく槽そうの湯は、十分温かいはずであった。





「……ちょ、ちょっと怖こわかったわね」


　二人がいなくなったあと、玖里子が言った。凜もうなずく。


「いつもよりも、ただならぬ意志を感じました。なんというか、剣けん道どう大会の決勝戦よりも緊きん張ちようしたというか……」


「あれ以上妨ぼう害がいしていたら、ただじゃすまなかったわね。神に感謝よ。信じたことないけど」


　二人は顔を見合わせて、ほっとため息をつく。


　そして気を取り直した。


「とにかく、夕菜ちゃんにいいようにやられちゃったわ。どうにかしないと」


「どうにかって、どうするのです」


「このままじゃ和樹の貞てい操そうが夕菜ちゃんに食い荒らされちゃうわよ。止めないと」


「食い荒らされる……なんですかそれは」


「説明した方がいいの？」


　玖里子の申し出に、凜は顔を真っ赤にして言い返した。


「そ、そんなことを訊きたいのではありません。夕菜さんをどうするかの話です」


「そうよ、このままだと夕菜ちゃんも女になっちゃうから」


「だからどうしてそういうことを……！」


「あんた意味が分かったんだ」


　皮肉っぽい口調になる玖里子。


「さっき和樹となにかしてたみたいだし、とうとう神城凜も、そっちの世界に足を踏ふみ入れたか」


「やめてください……！　玖里子さんだって、式森といかがわしい真ま似ねをしていたではありませんか！」


　しばらく二人は睨にらみ合う。いくらもしないうちに、力を抜ぬいた。


「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。あたしたちで対立している場合じゃないのよね」


「そうです。夕菜さんと式森が……あー、浴室でなにをするのか確認しませんと」


「見るだけじゃなくて、止めるのよ。覗のぞきの趣しゆ味みがあるなら無理にとは言わないけど」


「ありません！」


　玖里子は再び激げつ昂こうしそうになる凜をそのままに、視線を横に向けた。


「さて、千早？」


　千早は身体からだをびくっとさせた。


「な……なんですか」


「千早は和樹と裸はだかの付き合いをした訳なんだけど、夕菜ちゃんにそれ以上いかれたら困るわよね」


「え……あたし、そんな付き合いは」


「抱きついたんでしょう」


「……はい」


　千早はうなじまで赤くしてうつむいた。自分のしたことを後こう悔かいするというよりは、指し摘てきが恥はずかしくて仕方ないといった様相。


「そんだけ大だい胆たんなら、もう和樹がなにをしようと関係ないかもしれないけど」


「そんな！」


　と叫んだところで、千早ははっとした。


「いえ、あ、あたしには式森君がなにをしたって止める権利なんてないんですけど、でもやっぱり、あの、ちょっと嫉しつ妬としちゃうかも……」


「あら。千早でもやきもちは妬やくんだ」


「それは……はい。一応、女ですから」


　小さくうなずく。


「素直でよろしい」


　と玖里子は言う。


「じゃあ行くか」


「行くって、どうやるのです」


　怪け訝げんそうに凜が訊きく。


「正せい攻こう法ほうでいったって無理なんだから、こっちだってそれなりに根性入れるわよ」


「なんです？」


　玖里子はすぐに返事をしなかった。だがその顔は、ただならぬ決意に満ちていた。





　　　　○





　和樹は夕菜に手を引っ張られ脱だつ衣い所に押し込まれても、まだぼうっとしていた。そして夕菜の白い指が服のボタンにかかってから、ようやく我に返った。


「わっ……ゆ、夕菜！」


「あん、動かないでください。うまく脱ぬがせられません」


「なっ、なにを……」


「こうやって脱がすのって、得意な人もいるんですよね」


「玖里子さんが一いつ瞬しゆんでボタンを全部……って、そうじゃなくて！」


　彼は夕菜からなんとか身を引いた。


「僕、裸になっちゃうよ!?」


「お風ふ呂ろに入るんですから当然です」


「なんか変……」


「変じゃありません。わたしだって脱ぐんですから」


　それこそおかしいと言おうとしたが、舌がうまく回らなかった。それにまた「お風呂なんだから当たり前です」と反論されるに決まっている。


　彼はなんとか脱衣所から出ようとした。


「僕、寝ねたい……」


「寝る前にお風呂です。身体も温まります」


「もう温かいよ。変な汗あせだって出っぱなしだ」


「汗を流してさっぱりします」


「気分の方がさっぱりすぐれない……だから出たい」


　脱衣所の扉とびらに向かおうとした。が、夕菜が退どこうとしない。


「夕菜、あの、もう……」


「なんですか？」


「風呂はね、入りたくないから」


「なんですか？」


　夕菜はにこやかだ。和樹は、玖里子たちが感じたのと同じような、ただならぬ感じを受けた。


「……分かったよ」


「和樹さんを脱がすなんて、新しん婚こんさんみたいです」


　夕菜の顔はほんのりと赤かった。多分照れていて、あと興奮もあるのだろう。男の服を脱がそうとしていることも関係しているに違ちがいない。逆の立場なら自分もきっとこうなると和樹は思った。


　女の子と脱衣所で二人きりなんて、はじめての経験だ。正確には違うのだが、「一いつ緒しよに入るのが目的」なので初体験もいいとこ。そして相手は夕菜である。世間的には美少女で、和樹も美少女だと思っている。だから本当なら、喜ぶべきことなのだ。


　しかし夕菜のなすがままというのも、なにか違う気がする。


　和樹は身体をよじった。


「いや、夕菜……やらなくていいよ」


「わたしにやらせてください」


「その、自分で、脱いじゃうから」


　言ってしまったと和樹は呟つぶやいた。せめてそれくらいはしないと、やばいところまで見られてしまう。


　夕菜は少し不満そう。


「女の子の楽しみなのに」


「そりゃ初耳だよ」


「そんなに自分で脱ぎたいんですか？」


「自分のことは自分でしなさいって、両親に言われた」


　それは事実である。和樹の両親はまめな方ではないが、しつけには一定の基準を設けていた。


　夕菜は渋しぶ々しぶ手を離はなした。和樹はほっとしたが、これで風呂に入ることはほぼ確実になった。


　しかし自分の手であれ脱ぐとなると、これはこれで緊張する。繰くり返すが、脱衣所に女の子と二人だけなのだ。


「……夕菜？」


「はい？」


「むこう向いてて」


　夕菜は「えー」と不満そうだ。また説得するのが厄やつ介かいだったので、和樹が背中を向ける。


　ちくちくするような視線を感じた。とりあえず上半身だけ裸になった。問題はここからである。夕菜に見られることなく、全てを脱がねばならない。高度なテクニックが要求された。


「そこのタオルを取ってくれないかな」


「はい」


　棚たなの上にある新しいタオルを取ろうと、夕菜が手を伸のばした。次の瞬しゆん間かん。


　和樹はズボンとパンツを同時に脱ぐと、籠かごに叩たたき込んだ。そして浴室の扉を開けて中に飛び込む。その間なんと〇・五秒。


　タオルは囮おとりだったのである。人間死ぬ気になればなんでもできるというが本当だった。和樹自身、自分の隠かくされた力に驚きよう嘆たんしたところであった。もっとましな力が隠されていて欲しいものだが。


「もうっ、和樹さんったら」


　扉の向こうで夕菜が文句を言っている。和樹は聞こえないふりをして浴よく槽そうに身体を沈しずめた。


　千早のときと立場が逆である。あのときは洗い場で身体を小さくしていた。今も小さくしていることには変わりない。


　湯はぬるかった。もうちょっとだけ熱い方が好みだがどうでもいい。一難が去っただけで、もう一難はすぐそこで準備をしているのだ。


　すりガラスのむこうで、夕菜が服を脱いでいるのがうかがえた。


「ゆ……夕菜……もしかして、入ってくるの……」


「当たり前じゃないですか」


　そうだよな、と和樹。もしかしたらそのまま自室に戻もどってくれるのではという妄もう想そうに近い願望は、脆もろくも砕くだかれた。


　すりガラスに背を向ける。なるべく直視しないためだ。情けないという気もするが、こればかりは性格の問題である。


　がらり、と音がする。


「和樹さん」


　夕菜の声。いつもより色っぽいような。和樹は首筋に大量の汗をかいていた。


「こっち向いてください」


「え……」


「ちょっとでいいですから」


　いつもなら絶対に振ふり向かないところだが、「ちょっと」という言葉に惑まどわされた。もしかしたらどっきりで、「ハズレ」とかいうプラカードを持って立っているかもしれない。


　そっと振り返る。


「……！」


　急いで元の姿勢に戻った。当たり前すぎる話だが、夕菜は一糸まとわぬ姿だったのだ。もちろんプラカードなど持っていない。
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「びっくりしたんですか？」


「びっくりしたなんてもんじゃ……」


「そんなこと言わないで、たくさん見てください」


　と言われても困る。


　夕菜の身体は若干湯気に隠れていたものの、白くて、スレンダーだった。気にするだけあって胸はそれほど大きくないが、コンプレックスを持つほどにも感じられない。そもそも形がいいのだ。グラビア写真でしか女性を知らない和樹にも、それくらいは分かる。


　一瞬だけだったが、和樹の脳裏にはしっかりと刻み込まれた。これをプリントすることができれば、飛ぶように売れることだろう。


「失礼します」


　夕菜は湯船に入ってきた。


　和樹の背後である。彼は背中を向けて縮こまっているので分からないが、音で理解できた。湯は波だっているし、ちゃぷんと音もしている。二人で入るには若干狭せまいが大きめな浴槽を呪のろった。


「こうやって二人でお風呂に入るなんて、はじめてですね」


　夕菜は幸せそうだ。和樹は緊きん張ちようしまくっていてそれどころではない。千早のときもドキドキしていたが、鼓こ動どうはそのときより軽く倍は速かった。


　頭に血が上る。湯はぬるいはずだ。


　和樹は夕菜を見ないようにして立ち上がろうとした。


「ちょっと、シャワーを浴びる。のぼせたみたい」


「もうですか」


「実は入る前からなんだ」


　冷たい水で顔でも洗えば、意識がはっきりして対策も思い浮うかぶだろう。和樹はそんなことを考えていた。


　素早く上がるとまたしゃがむ。シャワーのコックをひねろうとした。突とつ然ぜん。


「わっ!!」


　背中にふにゃっとした感かん触しよくがあった。


　夕菜も上がって、背中に胸を押しつけてきたのだ。


「夕菜!?」


「山瀬さんにこうされたんですよね」


「そりゃ、まあ」


「わたしと比べてどうでしたか？　どっちが気持ちいいですか？」


　とんでもないことを訊きいてくる。


　比べようがなかった。どちらも柔やわらかくて、背中になんとも言えない温かみみたいなものを与あたえている。あえて言えば大きさに差があるが、これは個人の好みになるので評価しづらかった。ちなみに和樹はどっちでもいい。


「こうしてると、ちょっと楽しいですね」


「そうかな……」


「夢みたいです」


　夕菜の腕うでは、和樹に抱きつくようになっていた。





　　　　○





　玖里子と凜、それに千早、ついでに舞穂は、脱だつ衣い所の前にいた。


　四人はゆっくりと、魔ま王おうの城を攻こう略りやくする冒ぼう険けん者しやのような面持ちで扉とびらを眺ながめていた。玖里子が呟く。


「ここに、大魔王に捕とらわれたお姫ひめ様さまが監かん禁きんされているってわけよ」


「それは色々違います」


「似たようなもんじゃない」


　凜の訂てい正せいを彼女はいなした。目的は同じだからいいのだ、というのが玖里子の説であった。


　肩かたをならすかのように、ぐるぐる回す。


「さあ、ぶち破るわよ」


「結局これですか。夕菜さんとやることが変わりませんね」


「破は壊かいが近道なのよ。夕菜ちゃんに学んだわ」


　玖里子は唇くちびるを舐なめた。


「手順をおさらいするわ。まずあたしが魔法で扉を破るわ。同時に凜が飛び込んで、夕菜ちゃんを引きはがす。千早は和樹を引っ張って上の階へ連れて行って」


「あ、あたしが式森君を連れて行くんですか？」


　戸と惑まどったように千早が言った。


「そうよ。一度和樹の裸はだかを見ているんだから、慣れっこでしょ」


「語ご弊へいがあるんですけど……」


「聞こえない聞こえない。時間がかかると夕菜ちゃんがことを終わらせちゃうから、手早くやるわよ」


　玖里子は少女二人を、確認を求めるように見回した。凜と千早は困ったようにしていたものの、状じよう況きように押されてうなずいた。


「にゃー、舞穂は？」


　当然のように舞穂が訊いてくる。


「……舞穂ちゃんは、えー、監かん視し役」


「監視ってなにするの？」


「誰だれか来ないか見張ってて」


「むー、誰も来ないに決まってるのにー。舞穂も和樹君の裸が見たいー。夕菜さんの裸も」


「どうしていつもストレートなのよ。それは駄だ目め」


「玖里子さんたちだけで見る気だー」


「当たり前……じゃなくて、舞穂ちゃんはまだ知らなくていい世界なの」


「やだー！」


　舞穂は一人で脱衣所に入ろうとした。そこを玖里子が引っ張る。


「大人しく玄げん関かんでも見張ってなさい」


「そんなつまんないのやだー！」


　暴れるのを無理矢理押さえ込み、ついでに口を塞ふさぐ。そのままにしているとなにをするか分からないため、玖里子が押さえていることにした。魔法なら片手だけで使える。


「準備はいいわね？」


　凜と千早はうなずいた。舞穂は「まだー」と騒さわいでいたが、もちろん無視。


「じゃあ……やるわよ」


　玖里子は小声で圧縮呪じゆ文もんを唱えた。





　　　　○





　脱衣所の外あたりから物音がしたので、和樹は「なんだろう」と思った。プロレスでもはじまったのか。こんな夜中に。


　すぐに意識を戻す。夕菜の胸は、まだ背中に押しつけられていた。


「……とっても恥はずかしいです……」


　じゃあやめれば、とはさすがに言えなかった。脳が沸ふつ騰とうしそうで、そんなことすらできない。


「でも和樹さんの体温が伝わってきて……なんだかとっても幸せです……」


「そ、そう……」


「ちょっと、興奮してきちゃったかも……」


「こ、興奮って……」


　女の子が興奮したらどうなるのだろうか。男の場合は分かるのだが。


「和樹さん……」


「なに……？」


「わたしの身体からだを洗ってください」


「えっ、え!?」


　思わず彼は大声を上げた。


「ぼっ、僕が!?」


「わたしも和樹さんを洗いますから。先にお願いします」


　なんか違ちがうような。これは順番の問題なのだろうか。


　夕菜は本気だ。彼女はこと和樹に関しては、手は抜ぬかないのである。


「そ、そういうのはさ、もっと大人になってから……」


「そういうわけにはいきません」


　夕菜は背後から、和樹の顎あごを摑んだ。無理矢理回転させる。


　眼前に美少女の顔があった。


「いてて」


「和樹さん……わたし知ってるんですよ」


「な……なにが」


「玖里子さんや山瀬さん、凜さんともキスしましたよね？」


「えっ……いや、そんな」


「紅あか尉い先生のところから帰ってくるときに、わたし記き憶おくが戻もどっていたんです。でも黙だまっていました。いつか和樹さんからキスしてくれると思ってましたから。でも、みんなが和樹さんを狙ねらってきて……」


　どことなく寂さびしそうな、悔くやしそうな表情だった。


「やきもち妬やいちゃいましたし、嫌いやな気持ちにもなっちゃいました。だけど大事なお友達ですから、追い出せませんし」


「…………」


「だからこんなことをしたんです。わたしは順番が遅おそくなっちゃいましたけど、和樹さんを好きな気持ちは誰にも負けません。ずっと前からそうなんですから」


　彼女は潤うるんだ瞳ひとみで見つめていた。


「和樹さん……キスしてください」


　はっきりとした口調だった。和樹はなにも言えなくなる。自分はまだ夕菜の気持ちを、少ししか分かっていなかったのだと思っていた。


「えーと……僕でいいの？」


「和樹さんじゃないと駄目なんです。玖里子さんや凜さんのあとだからって、嚙かみついたりしませんから」


「…………」


「お願いです」


「……分かった」


　和樹の唇が、ゆっくりと接近した。夕菜は軽く目をつむっている。触ふれるか触れないかのぎりぎりの距きよ離り。


　最後の一押しは、夕菜が自分でした。


　合わさった唇の感触は、玖里子のものとも凜のものとも、また違った感触だった。
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　夕菜が薄うすく目を開ける。


「えへへ……キスしちゃいました」


「うん……」


「幸せです。和樹さんは？」


「僕も、まあ……」


「よかった……。じゃあ次ですね」


「え？」


「身体を洗うんです。他のことも……」


「ぎゃー！」


　他のことってなんだろう。もしかしたら完全に未知の世界へ突とつ入にゆうするのだろうか。


「も、もうこのへんで……」


「駄目です」


「玖里子さんたちが変に思って入ってくるよ」


「それは絶対ないです」


　次の瞬しゆん間かん、脱衣所から轟ごう音おんがした。爆ばく発はつが数回。軽く震しん動どうまでした。


　だがそれだけだった。脱衣所も風ふ呂ろ場ばも、びくともしなかったのである。外からかすかに「なんで!?」「これは一体……」と声が聞こえてくる。


　夕菜はにこりとしていた。


「服を脱ぬいだときに対魔法障しよう壁へきを張ったんです。念入りにしましたから、凜さんの刀でもなかなか破れません」


「そ、そこまで……」


「ちゃんと前向いてください」


　身体ごと向き直らせようとする。さすがの和樹も抵てい抗こうした。


「やっぱりまずいって。まだ高校生なんだから」


「愛する二人だったらいいんです」


「警察に見つかったら捕つかまるよ！」


「黙っていれば分かりません」


　なおも和樹は抵抗する。夕菜は少し頰を膨ふくれさせると、また和樹の顎を摑んだ。


「もう……強きよう硬こう手段に出ちゃいますから」


「なにそれ……」


「こうです」


　ちっちっと小鳥のさえずりみたいな音がした。夕菜が圧縮呪文を唱えたのだ。次の瞬間、和樹の視界はサイケデリックなカラーに覆おおい尽つくされ、それが次々に脳裏に流れ込む。


　身体が痺しびれてきた。脱だつ力りよく感かんにも襲おそわれる。


「ごめんなさい、いけない魔法なんです。でも和樹さんがなかなかその気になってくれないから……。目が覚めても気分悪くなったりしませんから、安心してください」


　夕菜の声は、どこか遠くから聞こえる気がしていた。





　　　　○





　なんどやっても障壁は破れず、とうとう玖里子は諦あきらめた。


「なにこの魔法……頑がん丈じようすぎるわよ」


「夕菜さん、本気を出しましたね」


「あの娘こ、魔法の成績いいもんね」


　凜の言葉に玖里子は続けた。このまま手をこまねいているしかなかった。


　やがて、空気がひゅっと鳴った。障壁が解かれたのである。同時に脱だつ衣い所の扉が開く。


　夕菜が出てきた。続いて和樹。どちらも服を着ていた。


「えへへ、たっぷりお湯に浸つかっちゃいました」


　そう語る少女の顔は幸せそうだ。一方和樹はなにやら浮うかぬ顔。


　玖里子たちはしばらくきょとんとしたが、やがて食ってかかるように訊きいた。


「夕菜ちゃん、あんた和樹とやっちゃったの!?」


「夕菜さん、不ふ埒らちにもほどがあります！」


「やりすぎなんじゃ……」


「舞穂も交ぜて欲しかったのにー」


　少女たちの言葉を、夕菜はやんわりとかわした。


「さあ、どうなんでしょう」


「どうって、風ふ呂ろに男と女が入ったら、やることなんて決まってるじゃない」


　玖里子が言う。夕菜は平然として、


「和樹さんに訊いてみたらいいんじゃないでしょうか」


　その台詞せりふが終わると同時に、夕菜以外の女の子の視線が、和樹へと向いた。


　彼はぽかんとしていた。


「えっと……分かんないんだけど」


「なにそれ」


「本当に分からなくて……覚えてないんですよ」


　困ったようにしている和樹。腹芸のできる男ではないので、噓でないことは明白だった。


　玖里子は目線を夕菜に戻す。


「……夕菜ちゃん」


「はい？」


「和樹となにしたの？」


「秘密です」


　そう告げると、彼女はちろりと舌を出した。




番外編　キス・フォー・ユー







　山やま瀬せ千ち早はやの妹、山瀬神かみ代よは葵あおい学園の一年生で、姉のことが大好きだった。姉妹愛の範はん囲いではあるのだが、頻ひん繁ぱんに「べたべたする」ことを求める。あまりに好きなものだから、今までいた学校から葵学園に転校したくらいだ。それまでの成績はちょっとどころかかなり厳しいものだったが、「お姉ちゃんと一いつ緒しよの学校に行きたい」という一心でクリアしてしまったのだからたいしたものだ。苔こけの一念というが、ここまでくれば苔も「恐おそれ入りました」と頭を下げるであろう。


　そんな彼女はＭ＆Ｍコンテストから遠ざかっていた。正確には姉に出ろ出ろと勧すすめていただけで、自分は興味がなかったのである。千早もそれほど乗り気ではないと知ったので、当日は見もしなかった。それだけに、実際には姉が参加していたと知ったときの驚おどろきは、天地を揺ゆるがすようなものであった。


「お姉ちゃん、どうして!?」


　思い立ったが吉きち日じつ、神代は寮りよう内ないにある千早の部屋に乗り込んだ。葵学園は全ぜん寮りよう制せいなので、二人とも寮生活をしている。


　自室に押しかけられた千早は驚いた。妹が来訪したせいというより、たまたま着き替がえをしていたためだ。下着姿のところに血相変えた少女が飛び込んでくれば、誰だれだってびっくりする。


　千早は悲鳴を上げる寸前だった。妹だと確認してようやく落ち着く。


「ちょっと神代、驚かさないで」


「お姉ちゃんなんでなの!?」


「それより着替えているんだけど」


「理由を教えてよ！」


「だから着替えているの」


　どうも千早は気が散るから外にいて欲しいと言いたいようだ。しかしそんなことでは男が、いや妹がすたる。そもそも下着だけの姉を見たとき「それはそれとして触さわりたい」との欲よつ求きゆうが芽生えてしまったほどだ。だが今は、それよりも疑問の方が上回っていた。


　神代は千早に近づいた。


「Ｍ＆Ｍコンテストに出るつもりないって言ってたじゃん、なのになんで」


「なんとなく？」


「なんとなくじゃ分かんないよ！」


「じゃあ、たまたま」


「じゃあじゃなくて！」


　神代の目は真しん剣けんだ。姉のことになると常に真剣なのだ。転校する前は千早に悪い虫がつくんじゃないかと心配で、両親に呆あきれられたものだ。もっとも千早自身が男性関係に疎うとかったため、杞き憂ゆうではあったが。


　千早はシャツを手にしたまま、どうしたものかという表情をしていた。


「んー、あたしもそんなに興味なかったんだけど、友達がみんな出るって言うから、好こう奇き心しんで。結構面白かったよ」


「あれ、男の子とペアを組むじゃん。誰だったの」


「えー……」


　姉は口ごもってごまかそうとしている。その態度で、神代には相手のことが分かった。


「……式しき森もりさんだ」


　目をぱちくりさせる千早。


「神代、式森君のこと覚えているの？」


「覚えているってなに。お姉ちゃんのことならなんでも知ってるもん」


「勘かんがいいんだねえ」


「褒ほめられても嬉うれしくないよ。式森さんと一緒でどうだったの」


「別になにもないよ。式森君とあちこち回っていただけ」


「それだけで終わったの？」


「うん」


　噓うそじゃないんだろうなと神代は感じた。千早は噓をつく性格ではない。むしろ色々話してくれる方で、神代は姉の学生生活を羨うらやましく思いながら聞いていたものだった。


　ただし噓をついていないのと、あえて話していないのはやはり異なる。なにもなかったのかもしれないが、姉が沈ちん黙もくする出来事があったのでは。


「式森さんのところに行ってくるね」


「ちょっと神代！　やめなさい」


「話を聞くだけなんだから、いいじゃん」


「式森君に迷めい惑わくをかけることだけは絶対に駄だ目め」


　千早からは、さきほどまでの「困ったものだ」的な表情はかき消え、本気の眼まな差ざしが宿っている。強い口調に神代は思いとどまらざるを得なかった。真剣になったら、この姉ほど強い意志を持っている人間はいないのだ。


　たじろぎながらも、神代は反論した。


「だ、だって、お姉ちゃんが」


「だってじゃないでしょ。神代こそいつまでも、お姉ちゃんお姉ちゃん言ってるんじゃないの」


「式森さんに訊きいたって……」


「駄目なの。怒るわよ」


　もう怒っているようなものだったが、こうなると神代はなにも言えない。妹の立場では、姉に逆らうことがあり得なかった。


　とはいえ、このままもやもやしたものを抱かかえたままというのも、あれだ。


「じゃあ、ちょっと別なこと」


「こら神代。そんなこと言って、式森君に訊こうというんじゃないでしょうね」


「しないよ」


「本当？」


「しないって」


　千早はじっと神代のことを見つめていたが、やがてふうと息を吐はいた。


「じゃあ神代のことを信じる。もう……頑がん固こなんだから」


「お姉ちゃんほどじゃないよ」


「誰に会ってもいいけど、失礼がないようにしなさいね。お姉ちゃんは神代がちゃんと葵学園でやってけるのかが心配なんだから」


「平気だって」


　神代は千早の部屋から出ようとした。ふと思い直し、向き直る。


「ねえお姉ちゃん」


「なに」


「胸触っていい？」


「駄目よ」


「ちょっとだけ」


「駄目」


「じゃあ抱きつくのは？」


「……いいよ」


　神代は「わーい」と言い、千早に正面から抱きついた。両りよう腕うでに力を込め、しばらく姉の感かん触しよくを楽しんでから離はなれる。
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「ありがと、お姉ちゃん」


「どういたしまして」


「でも、もう着替えたら？」


　下着姿だった千早は、慌あわててシャツに腕うでを通した。廊ろう下かから見えないように、神代は扉とびらを開けないでおいた。





　　　　○





　翌日。


　式森和かず樹きに質問は禁止と言われてしまったが、葵学園全ての人間との接せつ触しよくまで禁じられたわけではない。拡大解かい釈しやくではあるが、神代はそのあたりを最大限利用するつもりでいた。


　神代は改めてＭ＆Ｍコンテストのことを訊こうとして、はたと思いとまどった。


（誰に訊けばいいんだろ……）


　クラスメートは一年生でこの学校の仕組みに詳くわしいとは思えない。かと言って上級生に知り合いはいない。同じ一年生で葵学園の事情に詳しい知人がいいのだが、はてさてそんな人物はいるのだろうか。


（いないわけじゃないんだよね、これが……）


　しばらく逡しゆん巡じゆんした。嫌きらいなわけではないが、顔を合わせるのは気まずい。が、他に頼たよる人間もいない。しょせん一年生の自分に、選せん択たく肢しは限られてくる。


　彼女は校舎の階段を上った。いつもなら駆かけ上がるが、あまり気が進まないので単なる歩きとなった。しかも普ふ通つうの人よりも遅おそい。


　のろのろ歩んだところで、いつかは目的地にたどり着くもの。神代は目当ての部屋の前で深呼吸をする。それから生徒会室のドアをノックした。


「どうぞ」


　返事がしたので開けた。中には、生徒会長の深ふか居い貴たか巳みがいた。


　貴巳は神代を見るなり、顔を輝かがやかせた。


「神代さん、よく来てくれました」


「そりゃわたしだって、副会長だから」


「最近は生徒会室に来てくれないものですから、見捨てられたのかと思っていました」


「別にそういうわけじゃ」


　貴巳が椅い子すを勧すすめてくれたので、神代は着席した。


　現生徒会において、貴巳は会長であり神代は副会長である。紆う余よ曲きよく折せつの末このような配置となった。


　だが神代はこの会長（風かぜ椿つばき玖く里り子このいう「坊ぼうや」）が苦手である。嫌けん悪お感かんを抱いているわけではないのだが、「弟に近い年ねん齢れいのはずなのに飛び級の同学年で、頭の出来は遥はるか上」なものだから、接し方が分からないのだ。貴巳自身は裏表ない上に明るく人望まであるため、余計に困る。


　なので生徒会の仕事はサボりがちとなっていた。貴巳はこのことを責めたりしない。それどころか顔を出すとこのように満まん腔こうの好意を示すため、余計に気まずいのであった。


　神代はなるべく悟さとられないように、深呼吸をした。


「えーとその、貴巳君」


「なんでしょう」


　美少年であり、表面上は汚けがれというものがまったくうかがえないものだから、余計話に困る。


「お願いがあるんだけど」


「なんでもどうぞ。神代さんは生徒会の一員です。喜んでお手伝いします」


「うう……。あのね、こないだＭ＆Ｍコンテストやったじゃない」


「はい。神代さんは出ていませんでしたね」


「なんで知ってるの……それで、コンテストに詳しい人を探しているんだけど」


　知りたい事情は伏ふせておいた。もっとも勘が鋭するどい少年だから、見当をつけられてしまうかもしれない。


　貴巳は微笑ほほえみを崩くずさない。


「実行委員会なら、もう解散したはずです」


「元委員会の人って誰だれだろ」


「神代さんだと思います」


「わたし!?」


　神代は仰ぎよう天てんした。貴巳はくすりとする。


「生徒会の副会長なんですから、名前は載のってるはずですよ」


「で、でもわたし、なにもしてない……」


「神代さんに迷惑をかけないでくださいって、僕が頼たのんでおきました」


　と貴巳は言った。不慣れな神代に過大な負担がかからないようにしているのだ。彼独特の優しさである。年若いのだが、そのあたりの気配りに相当長たけている。


「実作業は二年Ｂ組の人たちがおこなっていました。企き画かくの発ほつ端たんもあの人たちですから」


「だったら、二年Ｂ組の人たちに会えばいいんだね」


「そうですね。コンテストのことならなんでも知っているはずですよ。ただ……」


　貴巳の表情が、わずかだが苦笑めいたものになった。この少年は完全に困った仕草は見せないが、このような顔はよくする。


「あそこはちょっと独特ですから、神代さんの負担にならなければいいのですが」


「負担？　なんで」


「なんでしたら、僕も一いつ緒しよに行きましょうか」


「ううん、いい！」


　神代は急いで両手を振ふった。


「わたし一人で大だい丈じよう夫ぶだから。二年Ｂ組だよね。行ってくる」


　こう言わないと、貴巳は本当についてきそうだった。どういうわけか神代と一緒にいるのが嬉うれしそうなのだ。彼女は男性から邪じや心しんのない好意を示されたことがないので、どうしても拒きよ絶ぜつしてしまう。


「困ったことがあったら、いつでも僕を呼んでくださいね」


「平気だから」


　そう言い残すと、神代は生徒会室を出た。足を止めずに廊下を歩く。


　困ったことなんて起こるはずがない。葵学園の二年生なんだから、生まれたてのひよこみたいな自分と違ちがってしっかりした人たちだろう。そもそもイベントを企画実行するのだから、高校生離ばなれした才覚の持ち主に違いない。


　神代は根こん拠きよのない確信を心に染み込ませると、早足になって二年Ｂ組の教室へと向かった。





　当たり前だが二年生の教室は、一年のものと同じだった。若じやつ干かん流れている空気の質が違う気がするが、これは学園生活に慣れた人間の出す雰ふん囲い気きだろう。


　二年Ｂ組の中からは、話し声が響ひびいていた。にぎやかで、楽しそうだ。


　神代は扉の前で、はたと立ち止まった。さて、どうやって中に入ったものだろう。来たのはいいものの、口実が思い当たらない。いきなり中に入って怒られたりはしないか。それとも偶ぐう然ぜんでも装った方がいいだろうか。


　逡巡していると、扉が開いた。出てきたのは女子生徒だった。


「あら……？」


　女子生徒は驚おどろいている。神代も驚いていた。相手は自分も知っている人物だったのだ。


　その人物が最初に口を開いた。


「山瀬さんの妹さん……神代さんですよね」


　宮みや間ま夕ゆう菜なだったのだ。神代はまさか、彼女がこのクラスだとは思っていなかった。


　夕菜は旧知の人間に会えたのが嬉しいのか、にこにこしている。相変わらず綺き麗れいだなと神代は思った。姉の方が美人だが。


「うちのクラスに御ご用ようですか？」


「そうです……」


「じゃ、中にどうぞ」


　夕菜は回れ右をして招き入れた。神代はぺこりと頭を下げて後に続く。


「みなさん、お客様ですよ」


　Ｂ組の生徒たちが一いつ斉せいに神代に注目した。


　彼女はとまどった。いきなり見つめられるとは思ってもみなかったのである。数人と話ができればいいくらいに考えていたのだ。上級生の群れの中に放り込まれてはおろおろしてしまう。


　当然だがＢ組の生徒たちは、「誰だこの娘」という顔をしていた。そこを夕菜が紹しよう介かいする。


「山瀬神代さんです。Ｆ組の山瀬さんの妹さん」


　ほお、という声が上がる。何故か場がざわめいた。


「うちのクラスに御用だそうです。聞いてあげてくださいね」


「そんな立派なものじゃ……。ちょっと訊きたいことがあって」


　神代は台詞せりふを最後まで口にすることができなかった。いきなりＢ組の男女が押し寄せてきたのだ。


「ちょうどよかった！　さあこっちへ」


「誰かお茶を出しなさいよ」


「妹ってことは一年生？　超ちよう可愛い」


　担がれた御み輿こしのように、神代は黒板の前まで連れて行かれた。夕菜は「ごゆっくり」と告げて出て行ってしまった。


　黒板の前といったら、教師が授業で陣じん取どる場所と相場が決まっているが、今は神代の席となった。教きよう壇だんは移動し、椅子と机が用意される。机にはテーブルクロスまで掛かけられ、どこから持ってきたのかティーカップに紅茶まで入れられていた。


　半ば強引に、神代は座らされた。


「さあさあ、遠えん慮りよしないでどうぞ。イギリスの商社を騙だまし……お願いして手に入れた最高級のアッサムティーよ」


　女子生徒が勧すすめてくれた。神代はあとで知ったのだが、松まつ田だ和かず美みという名の生徒だった。


「どうも……」


　カップに口をつける。優ゆう雅がな香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。確かにこれは高そうだ。


　それにしても居い心ごこ地ちはよくない。神代は早く用件を片付けようとした。


「えっと、すいません……」


「ああ待って。わたしたちに協力してくれるのは感謝するわ。でも紅茶一いつ杯ぱいくらい飲む時間はあるから」


「……はい？」


「クッキーだってあるわよ。こっちは潰つぶれた会社の倉庫に眠ねむっていたものだけど、ネズミはかじってないから」


　立て板に水のごとく喋しやべり続ける和美。神代は目をしばたたかせる。


「飲みながら聞いてね。じゃあまずお姉さんのことを……」


「こら待て」


　和美の服を男子生徒が引っ張る。これもあとで知ったのだが、仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこという名前だった。


「抜ぬけ駆がけは止めろ。Ｆ組生徒の妹を独どく占せんさせてたまるか」


「なによ。女の子の相手は女の子が一番いいに決まってるでしょうが」


「自分の手て駒ごまにしようったって、そうはいかねえぞ」


　仲丸が和美を睨にらみつける。神代にはなにがなんだか分からない。


「すいません、なにが……」


「ちょっと仲丸君、コンテストで使った強請ゆすり用の隠かくしカメラは駄だ目めで利益もゼロに近いんだから、あとは人的工作しかないことくらい分かるでしょう」


「こんな可愛い娘を工作員に仕立てるなんて間ま違ちがってる」


「自分が独占したいだけでしょうが！」


「えーと……」


　神代のことはそっちのけで、Ｂ組の生徒たちは言い争いをはじめていた。和美と仲丸だけではなく、どこからともなく生徒が現れては口を挟はさんでいく。


　こういうとき、通常は当事者以外気まずい思いをしているのだが、ここは違っていた。全員が積極的に絡からんでいって事態を大きくしていくのだ。自分のクラスとの差に、神代は目を白黒させていた。


「この娘との話はわたしが仕切るわ」


　和美が宣言した。


「なにかあるときは質問事じ項こうを紙に書いてわたしを通すこと。いいわね」


「いいわけあるか！」


　男子生徒だけではなく、女子生徒までもがブーイングした。


「自分だけがいい思いをしようとしやがって」


「甘い汁しるを吸おうとしたってそうはいかないわよ」


「会話の制限はなしだ。その代わり、全部公開にすればいい」


　と仲丸。


「そのための打ち合わせが必要だから、ちょっと廊ろう下かに……」


「どこかにさらうつもりでしょう！」


　和美が激げつ昂こうする。今まで彼女を非難していた生徒たちも、一斉に矛ほこ先さきを転じた。


「しょせん仲丸だ」


「この男に任せたら駄目だ。全部パーになる」


「口を縫ぬい合わせた方がいいわよ」


　肝かん心じんの神代はほったらかしである。なんどか注意を向けようとしたが、まったく聞いてくれない。仕方ないので、彼女は大声を出さなければならなかった。


「あの！」


　一いつ瞬しゆんだが教室内の喧けん噪そうが止む。その隙すきに喋り続けた。


「わたし訊ききたいことがあって来たんです」


　ようやく和美が神代の方角を向いた。


「そういえばそんなこと言ってたわね」


「言ってました」


「訊きたいことってなに？　言っておくけど、二年Ｂ組は秘密主義だから。金でどうとでもなるけど」


「なんですかそれ……。ええと、Ｍ＆Ｍコンテストのことなんです」


　コンテストと聞いた途と端たん、クラス中の生徒の顔が苦いものとなった。


「なんにも喋ることないわよ。失敗を取り繕つくろうのに忙いそがしいんだから」


「利益面は特にな」


　仲丸がどう考えても余計なことを付け加えていた。神代は聞かなかったふりをする。


「うちのお姉ちゃんのことなんです。一緒に出場した人がいて」


「式森君？」


「あ。式森さんって男の人です。フルネームは式森和樹さんといって」


「知ってるわよ。このクラスだから」


　と和美。神代にとっては意外なことであり、驚きよう愕がくした。


「そうなんですか!?」


「最近わたしたちの手た綱づなを振りほどこうとしているから、厄やつ介かいなのよ。大人しく金かね儲もうけの道具になってくれればそれなりに甘い汁も吸わせてあげるのに」


「じゃあ宮間さんとも一いつ緒しよなんですか？」


「そういうことね」


　神代は複雑な気分になった。あの二人は毎日同じ所にいるのか。姉はどう思っているのだろう。


　あえてその感情を振ふり払はらう。


「お姉ちゃんと式森さんのことでなにか知りませんか？」


「なにかって？」


「コンテストの最中になにかあったんじゃないかって」


　和美は首をかしげた。


「んー、普ふ通つうかしらね。こっちで仕し掛かけようとしていたのは式森君の方だから」


「でも、きっとなにかあったと思います。お姉ちゃん、式森さんのこと好きだから……」


　いきなり、クラス中の視線が神代に注がれた。突とつ然ぜんのことに彼女は動どう揺ようする。


「あ、あの、なんでしょう」


「……Ｆの山瀬さんって、式森君のことが好きなの？」


「はい……お姉ちゃんは式森さんのことが、かなり。いつからなのか知らないですけど」


　ざわめきが大きくなり。Ｂ組の男女はなにごとかぶつぶつ呟つぶやいている。それが好意的なものではないことくらい、神代にも分かった。


「式森の野や郎ろう、どこまで女に手を出せば気がすむんだ」


「あんな男がなんで……モテ期はいつ終わるんだよ」


「いい加減に大人しくしてればいいのに……」


　金きん銭せん欲よくに怨おん念ねんが混じった気配で、教室中が満たされる。ここにいない男子生徒に殺気が向けられようとしていた。


　神代はここから帰りたくなってきた。


「ひょっとして、知らなかったんですか……」


「知ってたらただじゃすまなかったよ」


　仲丸が唸うなり声ごえと共に息を吐はく。


「野郎はモテすぎる。天てん誅ちゆうを加えないと」


「天誅……」


「俺たちがここまで迫はく害がいされているのに、どうして式森ばかり季節は春なのか」


「あのそれより、コンテストでなにがあったんでしょう」


「あいつ夕菜ちゃんとも仲いいのに、他クラスの生徒にまで……」


　神代ははっとした。


「式森さんって宮間さんとも仲良しなんですよね。お姉ちゃんとはどうなんでしょう」


「さあなあ。肝心なところは、なにも映ってなかったし」


「お姉ちゃんとの望みは」


「分かんね」


「そうですか……」


　神代は落らく胆たんした。そして落胆したことに驚おどろいた。


　元々彼女は「お姉ちゃん大好きっ娘こ」であり、全ての道はローマならぬ千早に通じていると信じて疑っていない。だから余計な虫が付くことを警けい戒かいしていた。


　その一方で、姉の願いは極力叶かなえられるべきだと思っている。なので和樹に他の女の影かげがちらつくことに、釈しやく然ぜんとしない感情があるのであった。


　しょんぼりとする神代を、仲丸がじっと見つめていた。同情しているわけでもなんでもなく、株価のチャートを観察しているような目だ。


　そして彼はゆっくりと口を開く。


「少し質問いいかな」


「……なんでしょう？」


「君は姉……山瀬千早と式森がくっついた方がいいのかな」


　神代はかなり逡しゆん巡じゆんした。


「えっと……そういうわけじゃないんですけど、悪い男の人に騙されるのは嫌いやで彼氏もどっちかといえば嫌で、でもお姉ちゃんには幸せになって欲しくて、だから式森さんが他の女の人と仲がいいのもなんだか」


「待て待て。つまり山瀬千早の願いが叶かなえられるのが最善ではあると」


「……多分」


「よし、協力しようじゃないか」


「……はい？」


　神代には仲丸がなにを言い出したのか理解できなかった。どことなく詐さ欺ぎ師しっぽい口調も。


「山瀬千早と式森をくっつけよう」


「え、え？」


「だから君のお姉ちゃんを彼氏持ちにしてあげようってこと」


「えー!!」


　神代は正しよう真しん正しよう銘めい仰天した。


　いくらなんでも、というのが正直なところだ。いつかは男とくっつくことがあると思っているが、なにも今すぐでなくてもいいではないか。


　無論、仲丸はそんな気持ちを考こう慮りよする男ではない。


「式森に女ができれば。毒どく牙がが夕菜ちゃんや他の女の子に向くこともなくなる。つきあってるところを撮さつ影えいして脅きよう迫はくすることもできる。文句なしだ」


「おっ、お姉ちゃんに彼氏だなんて！」


　泡あわを吹きそうな神代。さすがにクラス内からも苦情が出た。


「仲丸君、式森君がおいしい思いをすることになるんじゃない？」


　これは和美である。だが仲丸は確信めいた顔で首を振った。


「やつにそんなことはさせん」


「前も似たようなことしなかったっけ」


「あのときよりも確実性を重視する。なにしろ今度は山瀬の妹がいるからな」


「わっ、わたし……？」


　椅い子すに座ったままおろおろする神代。


「お姉ちゃんを裏切ることなんて……」


「裏切るんじゃない。彼氏ができるんだ。願ったり叶ったりだろう」


「でもでも、彼氏なんて」


「大だい丈じよう夫ぶだ、すぐに別れさせる」


「酷ひどい！　お姉ちゃん泣いちゃうよ！」


　あまりのことに神代は叫さけんだ。彼女は千早が悲しむところを想像するだけで、気が遠くなってしまうのだ。


　しかし仲丸は手を替え品を替え、神代に協力するよう説得をした。しかし彼女は頑がんとして、首を縦に振らなかった。


「絶対やだ」


「どうしても？」


「どうしても！」


　神代の意志は固い。姉のことになると、比類なき頑がん固こ者に変へん貌ぼうするのである。


　仲丸は方向転てん換かんをした。彼にも、神代の意志が理解できたらしい。


「分かった、やり方を変へん更こうしよう」


「どうするんです……？」


「普通にあの二人を会わせる」


「それってデートじゃないんですか……？」


「そういう真ま似ね事ごとなら何度もやらせたんだ。そうじゃなくて普通のことにする。単に二人だけで会わせて仲をはぐくむ。その結果としてつきあうんならまあいいだろ」


「ええ、まあ……。でもなんかいいことあるんですか？」


「式森と山瀬が一緒のところを写真にとって、夕菜ちゃんに見せる。それで夕菜ちゃんと式森の仲がパーになればオーケーだ」


「はあ……」


「俺たちは夕菜ちゃんがフリーになったという証しよう拠こをパッケージにして、学校中に売る。夕菜ちゃんのファンは多いから、みんな安心するだろう。そうすりゃ少しは俺たちも懐ふところが潤うるおう」


　仲丸は実に嬉うれしそうだ。神代は圧あつ倒とうされていたが、ぼんやりと「この人たちはなんで儲もうけとか潤うって言葉にこだわるんだろう」と思っていた。


「なんだよく分からないけど……分かりました」


　神代はうなずいた。


「わたしはなにをすればいいんですか？」


「山瀬を……君のお姉さんを呼び出してくれ」


　仲丸が言った。


「こっちは式森を呼び出しておくから。あとは二人にお任せだ」


「いつでしょう」


「あとで連れん絡らくする。俺たちは計画……予定を立てておくよ」


「はい」


　神代は立ち上がって頭を下げた。


「すみません、お手数をおかけします」


「いいって。式森が苦しむ……彼女ができることはいいことだ」


　仲丸がひらひら手を振った。


　これを潮に神代は「失礼します」と退出した。廊ろう下かをしばらく歩いてから彼女は、「わたし、そもそもなにしに二年Ｂ組まで行ったんだっけ」と考える羽目に陥おちいった。





　神代がいなくなったＢ組では、和美がさっそく仲丸に食ってかかっていた。


「どういうつもりよ」


「なんだよ」


「Ｆの山瀬と式森君を会わせて終わるの？　あんたそんなに博愛主義だった？」


「そんなわけないだろう」


　仲丸はにやりとする。神代の前では極力見せないようにしていた表情だった。


「どんな形だろうと式森に女ができるのは耐たえられん。地球が爆ばく発はつした方がまだいい。全員損するからな」


「わたしだって同じよ」


「だったら話は簡単だ。式森に被ひ害がいを与あたえればいい。山瀬千早は……この際泣いてもらおう」


「さっきの妹さんが可か哀わい相そうね」


「お前、本気で可哀相だと思っているのか？」


　和美は肩かたをすくめる。


「両方とも天てん秤びんにかけて、どっちに傾かたむくのかってだけの話よ」


「なら文句はないな」


「で、どんな計画があんの？」


「夕菜ちゃんを利用するんだ。いいか……」


　仲丸は声を潜ひそめた。Ｂ組生徒たちは、身を低くして彼の側に集合する。その姿はコントに出てくる小悪党集団そのものであった。





　　　　○





　放課後になって、式森和樹はＢ組から退散した。退散というとおかしな表現になってしまうが、どうしてもそういう気分がぬぐえない。あそこにいると徐じよ々じよに変人の病に冒おかされてしまうというのが、彼の主張であった。


　掃そう除じの当番もないため、誰だれよりも早く帰宅することができる。今日は夕菜と一いつ緒しよだった。


　校門を出る時、二人に聞き覚えのある声がかかった。


「式森君。宮間さん」


「あ……山瀬さん」


　千早が二人に手を振ふっていた。和樹は少しだけ驚きつつも訊きく。


「僕たちを待ってたの？」


「うん。一緒にいい？」


「もちろん」


　三人となって、帰りの道を歩くことになった。


　和樹を中心に、右に夕菜、左に千早である。彼はどうしても緊きん張ちようしてしまうが、端はたから見れば間ま違ちがいなく両手に花だ。


「山瀬さん、ひょっとしたら、ずっと校門にいたんですか？」


　と夕菜。千早は首を振る。


「ずっとじゃないよ。ほんのちょっとだけ」


「かなり待ったみたいでしたよ。今日は肌はだ寒ざむい日です。身体からだに気をつけてくださいね」


　夕菜が千早に気を遣つかった。彼女は相手が誰であれ、精神も身体も心配する。それも打算からではなく、心からそう思っていた。これが一いつ旦たん怒り出すと、そんなことはどこかに消し飛ぶのだから恐おそろしい。


「なにか御ご用ようなんですか？」


「うん……あのね」


　千早はためらいがちに口を開ける。


「うちの妹がなにか迷めい惑わくをかけたんじゃないかって」


「妹さん？」


　彼女の言葉に首を傾かしげたのは和樹であった。


「僕はなにも」


「わたし、会いましたよ」


　夕菜が明るい声で言う。


「可愛い人ですよね。うちのクラスに用があったみたいです」


「宮間さん、妹がなんでＢ組まで行ったのか知ってる？」


「そこまでは知らないです」


「んー……」


　千早はやや暗い顔をすると、視線を下に向けた。


「なんかたくらんでるみたいなんだよねえ。たくらむって言っちゃうと、大げさなんだけど」


「たくらむって、妹さんがお姉さんにそんなことするんですか？」


「いつもはしないんだけどさ、あの娘こ、ちょっと思い込みが激しいから。それで式森君たちに迷惑がかかってるかもしれないから」


　和樹と夕菜は顔を見合わせた。互たがいに覚えがない。


「なにもないなあ」


　和樹は今日一日のことを思い出していた。普ふ通つうに登校し、玖里子や凜りんとも言葉を交わし、Ｂ組のクラスメートたちが金の話に熱中するのを聞かないふりをしていたくらいで、いつもと変わりない。


「ならいいんだけど。……あたし、妹に呼び出されたの」


「え？」


「直接呼ばれた訳じゃないんだけどね。休み時間にＦ組に来て、『お姉ちゃん、わたしのために時間あけて』って。そんなこと帰ってからでいいのに、わざわざ言いに来るから」


「そういえば、わたしも似たようなことがありました」


　と夕菜。


「クラスの人から、予定をあけていて欲しいって」


「夕菜まで？」


　これは和樹にとっても意外であった。一見繫つながりはないように見えるが、タイミングがぴったりとしている。


「はい。和樹さんの都合も訊いていましたよ」


「僕のことまで？」


「話の最後に少しだけ訊かれただけでしたけど」


「誰が言い出したの？」


「仲丸さんです」


　脳裏に陰いん謀ぼう大好きお金大好きな男子生徒の顔が浮うかんだ。


　和樹は胸のざわつきが抑えられない。あのクラスメートが出てくると、どうしたってろくなことにならないのだ。


「妹がなんかしたのかなあ」


　千早が呟つぶやいた。


「どうして他のクラスの人まで巻き込むんだろ」


「Ｂ組がおかしいのは前からだから。多分関係ないよ」


　急いで和樹は言うが、申し訳なさそうに千早は頭を下げる。


「ごめんね式森君。迷惑かけるかもしれない」


「別に山瀬さんのせいってわけじゃ」


「妹に会ったら叱しかっとく」


　彼女は思い当たる節があるようではあった。ただ口にしないため、二人には何のことだか見当がつかなかった。





　さらに翌日。


　女子二人に降りかかった出来事は、遅おくれて和樹にもやってきた。休み時間に仲丸が来ると、重々しくこう告げたのである。


「放課後に旧校舎まで来てくれ」


　和樹は反射的に聞き返した。


「旧校舎？　幽ゆう霊れいさんたちのいたところなら、もう壊こわしただろ」


「瓦が礫れきが残っている。あと地下室がまだあるんだ。とにかくそこだ」


「おっかないなあ」


　彼は顔をしかめた。中ちゆう途と半はん端ぱに残ったままなら、なにかの事故で崩ほう落らくするかもしれないのである。それに多分、立ち入り禁止だ。


「確認したけど危険はなかった。そこに集合」


　有無を言わさぬ口調だった。和樹は「分かったよ」と答えそうになり、肝かん心じんなことを訊きそびれた。慌あわてて質問する。


「そこでなにをするんだよ」


「ん？」


　どうでもいいじゃないかと言いたげな仲丸。和樹はそうもいかない。今まで何度もごまかされているのだ。


「なにすんのか分かんないよ。分からなきゃ、いかない」


「知ち恵えが回るやつだ」


「え？」


「なにも言ってないぞ。つまりだな……あー、一種の肝きも試だめしだ」


　仲丸はいかにも「今考えた」みたいな台詞せりふを口にした。


「なんだそりゃ」


「今度、肝試しを企き画かくしようと思ってるんだ。そのためにちょうどいい場所だから、可能かどうか調べようと思って」


「ふーん」


「クラスの大半が参加する大がかりなものにする。だからお前の協力が必要だ」


「じゃあ出るけど」


「放課後だぞ」


　仲丸はしつこく念を押した。





「まったく、近ちか頃ごろのあいつは疑り深くなってしょうがない」


　首を振りながら自分の席に戻もどっていく和樹を見ながら、仲丸は小声で毒づいた。


「あんたずいぶん変な言い訳してたわね」


　隣となりの和美が言う。


「他に思いつかなかった。最近の式森は侮あなどれない」


「本当に全員集めるの？」


「まさか。このクラスの連中のことだ、日当よこせって騒さわぎ立てるに決まっている」


　そういうことを一番しそうなのが仲丸なのであるが、ともかく彼は説明を続けた。


「計画はこうだ。まず山瀬を呼ぶ。次に式森を呼ぶ。二人で現場に向かわせる。暗くら闇やみで山瀬と式森がいちゃいちゃ。そこに隠かくれて様子を見ていた夕菜ちゃんが飛び出す。夕菜ちゃんと式森の仲は破は綻たんするって寸法だ。念のために写真も撮とっておけば完かん璧ぺきだな」


「最初のいちゃいちゃってあたりが、うまくいきそうにないんだけど」


「妹の話だと、山瀬は式森のことが好きなんだろ。なら、大だい丈じよう夫ぶだ」


「そうなの？」


「男女が暗闇にいて、なにか起こらないわけがない」


　そう言うと、不満そうな和美の台詞をシャットアウトし、仲丸は「完璧な計画だ」と自画自賛した。





　　　　○





　さて放課後。


　夕菜はどこかうきうき気分で、旧校舎跡あとまでやってきた。基本的にクラスの人のためになることが苦ではないのだ。なので旧校舎の様子を見てきて欲しいと言われたときも、「ちょっと面白そう」と思っていた。


　クラスメートの仲丸は「お化け屋や敷しきの舞ぶ台たいにしたいから」と言っていた。


「それの確認なんだ」


「じゃあ写真を撮ってくればいいですね」


「いやそれよりも、中で待ちかまえていて欲しい」


「え、なんでですか」


　きょとんとする夕菜に、彼は続けて説明する。


「こっちから式森を送るから、脅おどかして反応を見て欲しいんだ。うまくいけば本番でも使えるだろ」


「和樹さんが来るんですね」


　夕菜は少し笑う。


「面白そう」


「暗いから懐かい中ちゆう電灯を持って……あと、中で物もの陰かげに隠れていればいいよ。もし誰だれも行かなかったら、適当なところで引き揚げて」


「分かりました」


　彼女は承しよう諾だくし、こうしてやってきたのだ。


　事前に和美にレクチャーされたとおり、ロープはあったが立ち入り禁止ではなかった。クラスメートによって取り除かれたと彼女は知らない。


　少し進むと地下への階段がある。暗くなってきたので懐中電灯をつけた。


　ゆっくり下りる。古いわりには足あし下もとはしっかりしており、きしみ音などはなかった。


　いくらも行かないうちに扉とびらが見える。鉄製でかなり古いが頑がん丈じようそうだ。ノブなどはなく、引っ張るための鉄棒がついていた。


　力を込めて手前に引く。重かったがなんとかなった。ギギ……と音がして、サビとカビの臭においが鼻をつく。


　地下室もやはり、瓦礫が多かった。ただロッカーや机などもある。壊す直前まで使われてはいたらしい。


「ここがいいかしら」


　彼女は傾かたむいたロッカーの扉を開ける。一人はいるなら十分な広さがあった。この中なら外の様子もうかがえる。隠れるにはもってこいだ。


　懐中電灯を消す。そしてロッカーの中に入った。





　千早は帰り支度をしてから、旧校舎跡に向かった。神代に呼ばれたときは何事かと思ったものの、やはり姉としては妹の願いを無下に断るわけにもいかない。我ながら甘いなあと思えるところでもあった。


　理由も定かではないまま、とにかく旧校舎の地下の様子を見て欲しいというのが頼たのみである。なにがあるのかは口ごもって教えてくれなかった。どうも和樹に関係している様子なのだが、はてさてその予感は正しいのか。


　瓦礫の周囲を囲ってあるロープを乗り越こえ、敷しき地ち内に入る。地下室への階段はすぐに見つかった。


　懐中電灯で照らしてみると、階段に足あし跡あとが残っていた。最近誰かがやってきたのだろう。生徒がここで行方ゆくえ不明になったという話もないから、安全のようだ。


　一歩一歩、踏ふみしめて下りる。奥にある扉を開けた。


　地下室に入る。入り口付近に立ち止まったまま、室内を照らしてみた。


　古くはあるが頑丈そうだ。机や椅い子すが散乱しており、ロッカーまである。


　彼女は懐中電灯の明かりを左右に振ふり、ふと止めた。


　壁かべにある傾いたロッカーを照らす。なにかそこから音がしたような。ネズミでもいるのだろうか。


　慎しん重ちように近づく。過度にネズミを恐おそれたりはしないが、得意でもない。目つきと色のよくないハムスターだと思えばいいのだ。集団で襲おそわれたらさすがに悲鳴を上げるが。


　近づくにつれ、ロッカーからなにかの気配がする。なにかがいるのだ。ネズミかどうかはまだ不明。


（ちょっと……怖こわいかも）


　こんなとき、誰かいれば心強くなるのだ。特に男の子。和樹とか。


（いないんだからしょうがないよね……Ｂ組に転校すればよかったかな）


　サビの浮ういた取っ手に手を伸のばす。思い切って引こうとした。


　すると突とつ然ぜん、大きな音がした。





　千早の妹の神代にしてみれば、姉が男と二人で会うだけでもやはり抵てい抗こうがあるわけで、協力を承諾したことを後こう悔かいしつつあった。


　とはいうものの、すでにはじまってしまったことは止められない。ならばせめて、現場に赴おもむいて姉の行動を見ようではないか。そこで男にいかがわしいことをされるのであれば、身を挺ていしてでも止めなければならない。されなければ、それはそれで色々と。


　太陽も傾いたころ、神代はコンビニに行こうというクラスメートの誘さそいを断り、旧校舎跡へと向かった。


　旧校舎の跡地は木と石の瓦礫が積まれており、建物はなく、本当にただの跡地だった。周囲はロープで囲われただけで、立ち入り禁止の看板もない。あとで聞いたところによると、二年Ｂ組が一時的に持ち去ったのだそうだ。


　そろりそろりとロープを越える。教師に見つかったらやめようと考えていたが、幸いというべきか誰にも会わなかった。


　少し歩くと、階段が見つかった。下へ延びている。地下室があるらしい。


　恐らくこれが、二年Ｂ組の言っていた場所だろう。この奥で、千早が色々な目にあうに違ちがいない。


　神代は意を決した。それから慎重に階段を下りた。





　ばたんという音がしたが、千早は悲鳴を上げなかった。正確にはそんな余よ裕ゆうがなかったのである。


　彼女はロッカーの中から飛び出してきた人物に思い切り抱きつかれた。


「捕つかまえたー！　和樹さん！」


　石せつ鹼けんの匂いが鼻をくすぐり、細い両りよう腕うでが背中に回される。


「お化けです。もう離はなしません」


「え、あの」


「離しませんったら離しません。ずっとこのままです」


「あの」


「押おし倒たおしちゃいますよ」


「宮間さん」


　ここでようやく抱きついてきた少女、夕菜は顔を上げた。


「……山瀬さん？」


　千早はうなずく。夕菜はしばらくきょとんとして、次に暗闇の中で頰ほおを染めた。


「や、山瀬さん？　どうしてここにいるんです？」


「それあたしの台詞せりふでもあるんだけど」


　二人はそれぞれ、自分がどうしてここにいるか説明した。そしてどうも、Ｂ組生徒によって送り込まれたことが分かる。


「結局仲丸さんたちが、こんなことを考えたんですか」


　夕菜は呆あきれ顔がおだ。


「なのかな。どうも妹が関係しているみたいなんだけど」


「神代さんですか？」


「うん。あたしに無理にここまで来いって言ってたから、あの娘こが最初に思いついたんじゃないかって」


「でもわたし、神代さんのことを見てませんけど」


「そういえばそうだね。なんのつもりなんだろう」


　千早は首を傾かしげる。すると、ふと思い出したかのように、夕菜が言った。


「和樹さんは？」


「え？」


「和樹さんの姿を見ませんでした？　わたしが脅かすつもりで」


「見なかったけど……」


　と、外でなにやら物音がする。一人分の足音だった。


「式森君かな」


　と千早。夕菜はロッカーの扉を開ける。


「脅かすんでした。隠れないと」


「宮間さん律りち儀ぎだね」


「山瀬さんも来てください」


　夕菜が手招きをしている。千早は驚おどろいた。


「え、あたしも!?」


「はい。一いつ緒しよに隠かくれてください」


「そんな必要あるの？」


「誰かいたら、脅かすことにならないじゃないですか。和樹さんと山瀬さんを二人っきりにするのもちょっと」


「宮間さんがいればいいじゃない」


「脅かし要員として山瀬さんも必要です」


　千早は強引に引っ張り込まれた。


　ロッカーの中は狭せまい。一人なら十分だろうが二人では窮きゆう屈くつだ。自然と密着する形になった。


　足音が大きくなってくる。二人はロッカーの中で声を潜ひそめた。


（宮間さん、これ傾いてない？）


（少しくらい我が慢まんしてください）


（できるけど、狭いんだもん）


（それはわたしも同じです……あの、くっつきすぎです）


（狭いって言ったじゃん）


（胸が腕うでに当たるんです）


　ごとごと。女の子二人が身じろぎしているため、ロッカーは小刻みに揺ゆれていた。


（危ないから、宮間さん暴れないで）


（暴れてません。それより胸を押しつけないでください）


（それを言うなら宮間さんだって……押し……えっと……）


（なんですか。胸が小さいのが悪いんですか）


（そんなこと言ってないじゃん！）


（山瀬さんはスタイルいいから自じ慢まんできますよね）


（別によくないって。胸は……それなりだけど）


（自信あるんですね？）


（自信を発揮できる場がないんだけど）


（嫌いや味みですか！）


　もっぱら夕菜が暴れる。声こそ小さくしていたが、ロッカーの揺れがだんだん大きくなっていった。


（危ない危ない）


（どうやったらそんなに形のいい胸ができあがるんですか！　半分ください！）


（宮間さん、危ないって！）


　ロッカーが左右に揺れる。右に傾かたむいてから、反動で左に大きく傾いた。


（倒れる倒れる）


（きゃっ、山瀬さん抱きつかないでください！）


（危ない！）




[image: ]


　地下室に大きな音が響ひびく。ロッカーが横よこ倒だおしになり、積もった埃ほこりが一気に舞まい上がった。


（…………）


（…………）


　ぎい、とロッカーの扉とびらが開く。顔を覗のぞかせたのは神代であった。


「宮間さん……お、お姉ちゃん!?」


　夕菜と千早は無言で立ち上がる。なにやら幽ゆう霊れいの出現のようで、神代は腰こしが引けていた。


「な、なにがあったの？」


　千早は返事をせず、そっと自分の唇くちびるに手を当てていた。夕菜も同じ仕草をしている。


「お姉ちゃん？」


「……反動でね、ちょっと……」


　千早はぽつりと呟つぶやく。夕菜は夕菜で「わたし……山瀬さんと……」と独り言を言っている。


　なにがあったのか分からず、神代だけが慌あわてていた。


「お姉ちゃんも宮間さんも、大だい丈じよう夫ぶですか!?」


「うん……」


「平気です……」


　それだけ返事をして、二人は地下室を去っていく。残されそうになった神代も、慌てて外に出た。


　夕菜と千早には、互たがいの唇の感かん触しよくが、ばっちりと残されていた。





　　　　○





「お姉ちゃんどうしたの？」


　神代は姉の部屋に入るなりうろたえた。寮りようの一室、ベッドの上に千早は伏ふせっていた。


　何度も話しかけて、千早はようやく起きあがった。だがすぐに横になり、今度は仰あお向むけとなった。


「お姉ちゃん……」


「なに」


「お、怒ってる？」


「なんで？」


「わたしがお姉ちゃんを呼んだことで、不ふ機き嫌げんになったのかなって……」


「怒ってないよ」


　千早は首だけを動かして妹を見る。その視線はいつもと同じであったが、妙みような疲ひ労ろう感かんに満ちていた。


「あたしは神代を怒らないよ。妹のしたことはあたしのせいでもあるんだから」


「そんな……。お姉ちゃん、わたしだって高校生なんだから責任取るよ」


「いいの。式森君に迷めい惑わくかかったわけじゃなかったから。でもね……」


　千早は、はあとため息をつく。それからゆっくり唇に手をやった。


「こういうのって事故なのかな。一種のレイプかな……」


「……お姉ちゃん？」


「犬に嚙かまれたと思って……って、宮間さんは犬じゃないし」


「お姉ちゃん？」


「明日あしたからどんな顔して宮間さんに会えばいいんだろ」


　そう呟くと、彼女は頭から布団をかぶった。あとは神代が何回声をかけても、返事をしようとしなかった。





　夕菜もまた、伏せっていた。千早と違ちがうのはリビングのソファに横になっているくらいで、あとはだいたい似たようなものだった。


「えーと、夕菜？」


　和樹が声をかけても、彼女は起きようとしなかった。何度も呼びかけられて、ようやく半身を起こす。


「和樹さん……」


「ごめんね。なんか旧校舎の跡地にいたんだって？　僕も呼ばれたんだけど、仲丸が胡う散さん臭くさくて行かなかったんだ」


「そうですか……」


「仲丸たち伊い庭ば先生に怒られていたよ。勝手に立ち入り禁止の看板を撤てつ去きよしたかららしいんだけど。あと、持ち込もうとしていたカメラやビデオも没ぼつ収しゆうだって」


「はい……」


「仲丸や松田さんは、僕が行かなかったことを恨うらんでいたけど、まああれは逆さか恨うらみだから気にしたってしょうがないし」


「…………」


「あと、今日は玖里子さんがご飯を作るからって……どうしたの？」


　彼は夕菜の顔を見てぎょっとする。羞しゆう恥ち心しんと敗北感と申し訳なさが同居した、なんとも言えない顔色をしているのだ。


　和樹は急いで彼女のもとに近寄る。


「あそこでなにかあった？」


「…………」


「夕菜？」


「……和樹さん……」


　突とつ然ぜん夕菜は、彼に抱きついた。ソファから落ちそうになり、和樹が慌てて支える。


「だ、大丈夫!?」


「和樹さん……浮うわ気きじゃありません！」


「は？」


「裏切ってません！　キスじゃなくて事故です！　女の子同士なんて事故なんです！　ですから、見捨てないでくださいね……」


　戸と惑まどう和樹に、夕菜は潤うるんだ瞳ひとみで言い続けた。






　あとがき




　築つき地じです。まぶらほの最新刊をお届けします。


　この巻では久しぶりに、千ち早はやの妹・神代が出てきます。本編中ではちょこちょこ名前のみ登場する彼女ですが、たとえば「Ｍ＆Ｍコンテストをどう思っていたのか」みたいなことを書いてみました。彼女に限らず、Ｂ組の面々や紅あか尉い兄妹や伊い庭ばかおりなどのサブキャラクターは、活躍が限られます。メインキャラクターのみでイベントを回すため、どうしてもにぎやかしの登場になってしまうのです。そんな彼ら彼女らのためにあるのが番外編で、元は千早もそこに所属していたキャラクターでした。番外編は原げん稿こう枚数の制限もないため、より深く書き込むこともできます。そのため、ややもすると気持ちの入り具合が過か剰じようになってしまうのですが、文庫でしか登場できないので、それもありかと思っています。


　年に、一、二度しか主役になれないサブキャラクターたちですが、その分登場時には光り輝くようにしているつもりです。メインキャラクター共々、愛でていただけるようお願いいたします。





二〇一〇年十二月二十九日
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